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付議事件及び審議結果一覧 

付 議 議 会 議 案 番 号 件        名 結  果 年 月 日

平成30年 

第６回定例会

（９月） 

議案第52号 
平成２９年度三股町一般会計歳入歳出

決算の認定について 

原 案 

認 定 
10月19日

〃 議案第53号 
平成２９年度三股町国民健康保険特別

会計歳入歳出決算の認定について 

原 案 

認 定 
10月19日

〃 議案第54号 

平成２９年度三股町後期高齢者医療保

険特別会計歳入歳出決算の認定につい
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原 案 

認 定 
10月19日

〃 議案第55号 
平成２９年度三股町介護保険特別会計

歳入歳出決算の認定について 

原 案 

認 定 
10月19日

〃 議案第56号 

平成２９年度三股町介護保険サービス

事業特別会計歳入歳出決算の認定につ

いて 

原 案 

認 定 
10月19日

〃 議案第57号 

平成２９年度三股町梶山地区農業集落

排水事業特別会計歳入歳出決算の認定

について 

原 案 

認 定 
10月19日

〃 議案第58号 

平成２９年度三股町宮村南部地区農業

集落排水事業特別会計歳入歳出決算の

認定について 

原 案 

認 定 
10月19日

〃 議案第59号 
平成２９年度三股町公共下水道事業特

別会計歳入歳出決算の認定について 

原 案 

認 定 
10月19日

〃 議案第60号 
平成２９年度三股町水道事業会計剰余

金の処分及び決算の認定について 

原 案 

可 決 

及 び 

認 定 

10月19日

〃 議案第61号 

三股町まち・ひと・しごと情報交流セ

ンターの設置及び管理に関する条例の

一部を改正する条例 

原 案 

可 決 
10月19日

〃 議案第62号 
三股町公共下水道条例の一部を改正す

る条例 

原 案 

可 決 
10月19日

〃 議案第63号 
平成３０年度三股町一般会計補正予算

（第３号） 

原 案 

可 決 
10月19日
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平成30年 

第６回定例会

（９月） 

議案第64号 
平成３０年度三股町国民健康保険特別

会計補正予算（第３号） 

原 案 

可 決 
10月19日

〃 議案第65号 
平成３０年度三股町後期高齢者医療保

険特別会計補正予算（第１号） 

原 案 

可 決 
10月19日

〃 議案第66号 
平成３０年度三股町介護保険特別会計

補正予算（第２号） 

原 案 

可 決 
10月19日

〃 議案第67号 
平成３０年度三股町介護保険サービス

事業特別会計補正予算（第１号） 

原 案 

可 決 
10月19日

〃 議案第68号 
平成３０年度三股町梶山地区農業集落

排水事業特別会計補正予算（第２号）

原 案 

可 決 
10月19日

〃 議案第69号 

平成３０年度三股町宮村南部地区農業

集落排水事業特別会計補正予算（第

１号） 

原 案 

可 決 
10月19日

〃 議案第70号 
平成３０年度三股町公共下水道事業特

別会計補正予算（第３号） 

原 案 

可 決 
10月19日

〃 議案第71号 教育委員会委員の任命について 
原 案 

同 意 
10月11日

〃 議案第72号 
固定資産評価審査委員会委員の選任に

ついて 

原 案 

同 意 
10月11日

〃 諮問第２号 人権擁護委員の推薦について 
原 案 

適 任 
10月11日

〃 
意見書案 

第３号 

児童虐待防止対策のさらなる強化を求

める意見書（案） 

原 案 

可 決 
10月19日

〃 発議第１号 
三股町議会基本条例の一部を改正する

条例 

原 案 

可 決 
10月19日

〃 報告第４号 
平成２９年度決算に基づく健全化判断

比率の報告について 
  

〃 報告第５号 
平成２９年度決算に基づく資金不足比

率の報告について 
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平成30年 

第６回定例会

（９月） 

報告第６号 
教育に関する事務の管理及び執行状況

の点検・評価の報告について 
  

〃 報告第７号 
専決処分の報告（損害賠償額の決定及

び和解について） 
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一  般  質  問 

発 言 

順 位 
質 問 者 質 問 事 項 質  問  の  要  旨 質問の相手

１ 内村 立澤 

１ 暑さ対策について 

① 今年の夏は、例年にない暑さ

であった。小・中学校の暑さに

対する対策は。 

② 小・中学校の運動会の変更に

ついて 

③ 小・中学校のエアコン設置に

ついて本町は設置についての見

通しは。 

教育長 

２ スポーツについて 

中学校の土、日曜日の運動部活動

時間が男子２年連続で全国１位、

女子２位（宮崎県）だったことに

ついて、本町の考え方について 

教育長 

３ 農業について 

① 西日本豪雨から農業用ため池

の決壊や損壊が相次いだことか

ら緊急点検が進められていると

聞く。本町におけるため池につ

いて問題はないか。 

② 宮崎牛生産の要である種雄牛

の世代交代が進んでいる。都

城、三股、都城農協を中心とし

て、当地域からの遺伝能力のあ

る種雄牛を出すためどのような

取組みをしているか。 

町 長 
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２ 指宿 秋廣 

１ 学校の登下校時の安

全対策について 

① 登下校時の街灯の設置はどの

ように把握しているか。 

② 勝岡の新坂は薄暗く街灯の増

設が必要ではないか。 

③ 本町学校内のブロック塀等の

構造物には危険性はないか。 

教育長 

④ 通学路のブロック塀補修に補

助金制度は導入できないか。 
町 長 

２ 学校の教育環境につ

いて 

① 本町の小中学校のエアコン設

置率９.９％はどの学校に設置さ

れているか。 

教育長 

② 国の対応が遅いのでエアコン

設置を決めた自治体もあるが、

本町の考え方はどうなっている

か。 

町 長 

３ 長田地区の安全対策

について 

第５部の消防団詰め所は危険な場

所にあるが、早急に移転するべき

ではないか。 

町 長 

３ 森 正太郎 

１ 小中学校のエアコン

設置について 

① ６月議会で質問した、小中学

校の教室の個別の気温計測につ

いて実施の見通しを問う。 

② 熱中症や学力向上対策含め、

健康的で能率的な教育環境の提

供のために、小中学校にエアコ

ンを設置する考えはないか。 

教育長 

２ 障がい者雇用の水増

し事例を受けて 

① 報道されている、障がい者雇

用の水増し問題について、とり

わけ官公庁における不正につい

て、どう考えるか。 

② 本町の障がい者雇用の実績

と、不正の有無について問う。 

町 長 

３ 三股町長選挙、三股

町議会議員補欠選挙に

ついて 

先日告示された三股町長選挙、町

議会議員補欠選挙について、いず

れも立候補者が１名だったため無

投票当選となったが、どのように

とらえているか。 

町 長 
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４ 池田 克子 

１ 児童生徒を事故や災

害から守る環境整備に

ついて 

(1) 学校施設や通学路におけるブ

ロック塀の安全性確保に関する

こと 

  ① 安全性に問題のあるブロ

ック塀を有する学校は何校

あったか問う。 

  ② 安全性に問題のあるブロ

ック塀等への今後の対応

は。 

  ③ 通学路で安全性に問題の

ある箇所を調査したか問

う。 

  ④ 通学路に面している危険

な民間ブロック塀等の撤去

費用等を支援できないか問

う。 

(2) 今夏は特に猛暑続きでエアコ

ンのない学校が全国的に問題に

なった。 

  ① 各学校のエアコンの設置

状況は。 

  ② 今後の設置計画を問う。 

町 長 

２ 高齢者対策について

① 認知症初期集中支援チームの

活動状況を聞く。 

② 認知症予防への推進状況を聞

く。 

③ 各種予防教室の現状と今後の

対応を聞く。 

町 長 



- 9 - 

 

５ 福田 新一 

１ 所信表明について 

① 通過型の誘客から滞在型、滞

留型に転換し、外貨を稼ぎ町の

経済の活性化に繋げるこれの具

体的な構想は。 

② 野球などのスポーツ合宿ができ 

 る環境整備とはどういうものか。 

③ 小学生の学力向上対策とし

て、三股小学校をモデル校とし

て、どのような特化教育を行う

のか。 

町 長 

２ 「文教みまた」の本

質 

（文教厚生常任委員会の

研修に備えて） 

① Ｈ３０本町の全国学力テスト

の結果と評価 

② 中学生において低下するのは

何が原因と思われるか。 

③ 各学校での「三股町児童生徒

憲章」への取組と効果は。 

 （各学校間の連携や、小・中学

校の連携の実態は。） 

④ 楽しい短歌づくりの習慣から

思考力育成を始めては。 

教育長 

３ 小中学校のエアコン

設置 

① 今年の暑さで熱中症の症状が

どれだけ発生しているか。（各

小・中学校において） 

② 来年設置を約束できる具体的

な計画を表示。 

 （町内の小中学校に設置する時

の事業費は。） 

 （エアコン本体の確保、工事の

段取り、予算計上等） 

③ 最優先の対応を本町独自でど

のようにとるか。 

 （ゴールは来夏までの設置） 

教育長 

４ 旭ケ丘運動公園の総

合整備 

① 陸上競技場だけでなく運動公

園全体の見直しを。 

 （アスレチック場の暗さ） 

 （野球場の水はけの悪さ） 

 （野良猫の放置） 

教育長 

② 合宿の誘致と本町の活性化

を。 
町 長 

５ 本町農業の展望 

① 「担い手の育成」「農地の基

盤整備」「農地の集積」の進捗

状況 

② 農家の高齢化にどう対処する

か。（援農隊システム等） 

③ 今勧める農業方法は、作物は

何か。 

町 長 
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６ 楠原 更三 

１ まちむら元気わいわ

いプロジェクトについ

て 

① 所信表明での「ふるさと三

股」に込められた思いについて 

② どのようなコンパクトシティ

を目指すのか基本的な考えを伺

う。 

③ 五本松団地跡地整備に対して

の町長の基本的な考え 

町 長 

２ 大学等との包括連携

について 

① これまでの連携内容とその成

果について 

② 今後の予定 

町 長 

３ 三股の特性について

① 三股開拓１５０年を前にして

の三島公顕彰計画は考えられな

いか 

② 山城を郷土学習の一つとし

て、学校教育や社会教育の中に

入れられないか。 

教育長 

③ 三股らしいストーリー性のあ

る特産物の開発は考えられない

か。 

町 長 

７ 堀内 義郎 

１ 町長の公約について

① 「まちむら元気わいわいプロ

ジェクト」において、コンパク

トシティのまちづくり（五本松

団地跡地再開発）の具体的な取

り組みは。 

② 小鷺巣地区の宅地分譲につい

て、土地取得の交渉や造成な

ど、具体的にどう実施していく

のか。 

町 長 

２ 熱中症対策について

① 小中学校のエアコン設置につ

いて、設置関係の予算と今後の

予定は。 

教育長 

３ 町道・公園の草刈に

ついて 

① 公園や町道の草が伸び、刈っ

て欲しいとの声を聞くが現状は

どうなのか。 

② 公園等環境整備協働事業及び

備品等貸出事業の最近の実績

と、事業の周知はされているの

か。 

町 長 
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 三股町告示第36号 

  平成30年第５回三股町議会臨時会を次のとおり招集する。 

     平成30年８月22日 

                               三股町長 木佐貫 辰生 

 １ 期 日  平成30年８月27日 

 ２ 場 所  三股町議会議場 

────────────────────────────── 

 ○開会日に応招した議員 

森 正太郎君         楠原 更三君 

福田 新一君         池邉 美紀君 

堀内 義郎君         内村 立澤君 

福永 燧文君         指宿 秋廣君 

重久 邦仁君         池田 克子君 

山中 則夫君                

────────────────────────────── 

 ○応招しなかった議員 

 

 
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 

平成30年 第５回（臨時） 三 股 町 議 会 会 議 録 （第１日） 

                             平成30年８月27日（月曜日） 

 

議事日程 

                         平成30年８月27日 午前10時00分開会 

 日程第１ 会議録署名議員の指名 

 日程第２ 会期決定の件について 

 日程第３ 議案第５０号から第５１号までの２議案一括上程 

 日程第４ 質疑 

 日程第５ 討論・採決 

────────────────────────────── 

本日の会議に付した事件 

 日程第１ 会議録署名議員の指名 

 日程第２ 会期決定の件について 

 日程第３ 議案第５０号から第５１号までの２議案一括上程 

 日程第４ 質疑 

 日程第５ 討論・採決 

────────────────────────────── 

出席議員（11名） 

１番 森 正太郎君        ２番 楠原 更三君 

３番 福田 新一君        ４番 池邉 美紀君 

５番 堀内 義郎君        ６番 内村 立澤君 

７番 福永 燧文君        ８番 指宿 秋廣君 

９番 重久 邦仁君        10番 池田 克子君 

11番 山中 則夫君                  

────────────────────────────── 

欠席議員（なし） 

────────────────────────────── 

欠  員（１名） 

────────────────────────────── 

職務のため議場に出席した事務局職員の職氏名 
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局長 兒玉 秀二君        書記 矢部 明美君 

                 書記 佐澤 やよい君 

────────────────────────────── 

説明のため出席した者の職氏名 

町長  木佐貫 辰生君  副町長  西村 尚彦君 

教育長  宮内 浩二郎君  総務課長兼町民室長  黒木 孝幸君 

企画商工課長  西山 雄治君   税務財政課長  綿屋 良明君 

町民保健課長  横田 耕二君   福祉課長  齊藤 美和君 

農業振興課長  白尾 知之君   都市整備課長  上原 雅彦君 

環境水道課長  西畑 博文君   教育課長  鍋倉 祐三君 

会計課長  川野  浩君                       

 

午前10時00分開会 

○議長（池邉 美紀君）  それでは、ただいまから平成３０年第５回三股町議会臨時会を開会しま

す。 

 ただいまの出席議員は１１名、定足数に達しておりますので、本日の会議を開きます。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

日程第１．会議録署名議員の指名 

○議長（池邉 美紀君）  日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

 本会期中の会議録署名議員は、会議規則第１２５条の規定によって、２番、楠原君、９番、重

久君の２名を指名します。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

日程第２．会期決定の件について 

○議長（池邉 美紀君）  日程第２、会期決定の件を議題とします。 

 議会運営委員長より報告をお願いします。議会運営委員長。 

〔議会運営委員長 楠原 更三君 登壇〕 

○議会運営委員長（楠原 更三君）  おはようございます。議会運営委員会の協議の結果について

ご報告申し上げます。 

 去る８月２２日に委員会を開催し、本日招集されました平成３０年第５回三股町議会臨時会の

会期日程等について協議をいたしました。 

 今期臨時会に提案されます議案は、平成３０年度補正予算２件であります。これら提出議案の

内容等を踏まえ、当委員会において慎重に審査をいたしました結果、本臨時会の会期は本日１日
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限りとし、提案される２議案については、委員会の付託を省略し、全体審議で措置することに決

定しました。 

 以上、報告を終わります。 

○議長（池邉 美紀君）  お諮りします。本臨時会の会期は、議会運営委員長の報告のとおり本日

１日間とし、今回提案される２議案については、委員会付託を省略し、全体審議として措置する

ことにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（池邉 美紀君）  ご異議なしと認めます。したがって、本臨時会の会期は本日１日間とし、

今回提案される２議案については委員会付託を省略し、全体審議として措置することに決しまし

た。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

日程第３．議案第５０号から第５１号までの２議案一括上程 

○議長（池邉 美紀君）  日程第３、議案第５０号から第５１号までの２議案を一括して議題とし

ます。 

 ここで、提案理由の説明を求めます。町長。 

〔町長 木佐貫 辰生君 登壇〕 

○町長（木佐貫 辰生君）  おはようございます。平成３０年第５回三股町議会臨時会に上程いた

しました各議案について提案理由の説明を申し上げます。 

 まず、議案第５０号「平成３０年度三股町一般会計補正予算（第２号）」についてご説明申し

上げます。 

 本案は、県単かんがい排水事業及び中央テニスコート増設事業の追加による諸経費について所

要の補正措置を行うものです。歳入歳出予算の総額１０３億２,３３２万７,０００円に、歳入歳

出それぞれ１億６,４２６万７,０００円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ

１０４億８,７５９万４,０００円とするものです。 

 まず、歳入についてご説明申し上げます。 

 分担金及び負担金は、県単かんがい排水事業分担金を増額補正するものであります。県支出金

は、県単かんがい排水事業補助金を増額補正するものです。繰入金は、公共施設等整備基金から

の繰入金を増額補正するものです。諸収入は、スポーツ振興くじ助成金を増額補正するものです。

町債は、教育債を増額補正するものです。 

 次に、歳出について主なものをご説明申し上げます。 

 農林水産業費は、県単かんがい排水事業に伴う工事請負費などを増額補正するものです。教育

費は、中央テニスコート増設事業に伴う工事請負費などを増額補正するものです。予備費は、収
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支の調整額を補正するものです。 

 次に、第２表地方債補正についてご説明申し上げます。 

 地方債補正については、中央テニスコート増設事業を追加するものです。 

 次に、議案第５１号「平成３０年度三股町国民健康保険特別会計補正予算（第２号）」につい

てご説明申し上げます。 

 本案は、平成２９年度退職者医療の療養給付費等交付金の確定により、９月２８日までに償還

する必要が生じたため、歳出予算において諸支出金の償還金を増額補正し、財源は予備費により

調整するものであります。 

 以上、２議案の提案理由を申し上げましたが、よろしくご審議の上、ご承認くださるようお願

いいたします。 

 以上で、提案理由の説明を終わります。 

○議長（池邉 美紀君）  ここで、補足説明があれば許します。農業振興課長。 

○農業振興課長（白尾 知之君）  議案第５０号「平成３０年度一般会計補正予算（第２号）」の

歳出、農林水産業費の補正額１,０００万円につきまして補足説明をさせていただきたいと思い

ます。 

 今回の補正につきましては、県のかんがい排水事業、補助率４５％を活用しまして、大字樺山

の後畑、町ノ前、射場迫地区の水田１６ヘクタールを受益とする細目の貯留池におきまして、大

雨、台風による大量の堆積土砂をしゅんせつすることで、水田用水を確保する事業を行うもので

ございます。 

 臨時議会にお諮りした理由につきましては、工期を考慮し判断したものでございます。 

 なお、お手元に工事の箇所、そして受益面積ということで、細目地区の土地改良事業というこ

とでお手元にお渡ししております。赤の斜線でつけた部分が、今回工事を行います、しゅんせつ

事業を行う細目の貯留池でございます。そして、赤で囲ってある部分、塗ってある部分につきま

してが、受益地１６ヘクタールでございます。 

 以上、補足させていただきます。 

○議長（池邉 美紀君）  ほかに補足説明はないですか。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

日程第４．質疑 

○議長（池邉 美紀君）  日程第４、質疑を行います。 

 全体審議の質疑は、会議規則第５４条により、１議題につき１人５回以内となっております。

ご協力方よろしくお願いします。 

 それではまず、議案第５０号「平成３０年度三股町一般会計補正予算（第２号）」に対する質
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疑を行います。質疑はありませんか。森君。 

○議員（１番 森 正太郎君）  テニスコートの造成事業についてなんですけれども、今現在ある

テニスコートについて、町が主催して使っている用途というのは何があるのかお尋ねしたいと思

うんですが。 

○議長（池邉 美紀君）  教育課長。 

○教育課長（鍋倉 祐三君）  町主催でいいますと、町民総合スポーツ祭、これでございます。 

○議長（池邉 美紀君）  森君。 

○議員（１番 森 正太郎君）  学校の部活とかを、ま、町の利用ということにはならないんです

か。 

○議長（池邉 美紀君）  教育課長。 

○教育課長（鍋倉 祐三君）  中学校のテニス部が行っているのは、ま、貸し出しなので、町の主

催ではなくて部活動だと。 

○議長（池邉 美紀君）  森君。 

○議員（１番 森 正太郎君）  今後、広げた部分があると思いますので、新たな利用の予定とい

うか、そういう行事の計画というのがあるかお尋ねしたいんですが。 

○議長（池邉 美紀君）  教育課長。 

○教育課長（鍋倉 祐三君）  現在、年６回ほどいろんな大会を行われているんですが、今後、今

ある大会でも１日で終わらなくて２日間とかいうのありますので、今後改修をされれば、また増

やしていきたいというふうには考えております。 

○議長（池邉 美紀君）  森君。 

○議員（１番 森 正太郎君）  ちょっと確認したいのが、今回広げるというのも、今手狭だから

広げるということなんですけれども、テニスの競技人気の向上もやっぱりそういう一因があると

いうことで、テニスの人気に依存してないかというところが非常に気になるところで、やっぱり

つくるんであったら、町もこれまで以上に主体的に利用していくというふうにしていただきたい

と思うんですけども、そういう考えがあるかどうか、ちょっとお尋ね、最後にしたいと思います。 

○議長（池邉 美紀君）  教育課長。 

○教育課長（鍋倉 祐三君）  町主催というか、今いろんな各種競技、体育協会とかそういういろ

んな団体等ありますので、協議しながら、そういう人口は増やしていきたいというふうに考えて

おります。 

○議長（池邉 美紀君）  ほかに。指宿議員。 

○議員（８番 指宿 秋廣君）  先ほど説明があった県単のかんがい排水事業についてお聞きをい

たします。 
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 ２００万円の委託で設計が入っているわけですが、これは単年度……。 

○議長（池邉 美紀君）  マイクをあげてください。 

○議員（８番 指宿 秋廣君）  ２００万円の設計業務委託が入って、そして工事が８００万とい

うのが入っているわけですが、これについて、ま、県単といえども町の、要するにお金が約半分

ぐらい入っているわけで、そうなるとこれはもうこの単年度で全て終わるのか、もしくは、いや、

これ継続的にまた少しありますよてなるのか、しゅんせつ工事ですから下をとるということでし

ょうけど。類するものがほかに、またこれに関連してあるのか。 

 以上２点よろしくお願いします。 

○議長（池邉 美紀君）  農業振興課長。 

○農業振興課長（白尾 知之君）  今回の事業につきましては、単年度ということで来年の３月ま

でには終了したいというふうに考えております。 

 それと、あと関連するほかの施設等ですが、現在のところ考えておりません。 

 以上です。 

○議長（池邉 美紀君）  ほかに質疑は。指宿君。 

○議員（８番 指宿 秋廣君）  確認ですけども、これを完結するというふうに答弁で捉えていい

んですかね。答えてください。 

○議長（池邉 美紀君）  農業振興課長。 

○農業振興課長（白尾 知之君）  今回の貯留池は樺山土地改良区が管理しているところでござい

ますが、今回の事業を受けまして細目池については完結したいというふうには思っております。 

 以上です。 

○議長（池邉 美紀君）  ほかに質疑はありませんか。池田さん。 

○議員（１０番 池田 克子君）  私もこの改良の部分でありますが、ここをなぜ選ばれたかとい

うことと、蓼池方面はもっと……。 

○議長（池邉 美紀君）  マイクをちょっとあげてください。 

○議員（１０番 池田 克子君）  もっと排水が悪い場所があるんじゃないかなと思うわけですけ

れど、なぜここを選ばれたのか、その２点お願いいたします。 

○議長（池邉 美紀君）  農業振興課長。 

○農業振興課長（白尾 知之君）  今回の細目地区の貯留池のしゅんせつ工につきましては、以前

から樺山土地改良のほうから願いがあったところでございます。あくまでこの貯留池につきまし

ては、排水ではなく水田を潤す用水としてのためのため池でございますので、今回この県の事業

を活用してしゅんせつ工に取り組むというものでございます。 

 また、蓼池方面につきましては、もしそういった形での用水に必要な貯留池、そちらのしゅん
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せつという声が上がれば、そちらについてまた検討させていただきたいというふうに思います。 

 以上です。 

○議長（池邉 美紀君）  ほかに質疑ありませんか。楠原君。 

○議員（２番 楠原 更三君）  細目池についてですけれども、先ほど説明で受益地域が１６ヘク

タールと言われたと思いますが、この地域だけなんでしょうか、この細目池によって潤されると

ころは。まだほかにもありますよね。お伺いします。 

○議長（池邉 美紀君）  農業振興課長。 

○農業振興課長（白尾 知之君）  この細目地区の受益地としては、先ほど申しました１６ヘク

タール、これが基本となる受益地となります。 

○議長（池邉 美紀君）  楠原君。 

○議員（２番 楠原 更三君）  宮田池にここの水は落ちていると思いますけれども、そこから先

の受益地というのは細目池とは直接には結びつけられていないんでしょうか。 

○議長（池邉 美紀君）  農業振興課長。 

○農業振興課長（白尾 知之君）  あくまで細目池の貯留池につきましての受益は、先ほど申しま

した１６ヘクタールでございます。ただその一部宮田池のほうに用水場に流れた分はあるかと思

いますが、そこは受益としてはカウントしておりません。 

○議長（池邉 美紀君）  ほかに質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（池邉 美紀君）  質疑もないので、議案第５０号に係る質疑を終結します。 

 次に、議案第５１号「平成３０年度三股町国民健康保険特別会計補正予算（第２号）」に対す

る質疑を行います。質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（池邉 美紀君）  質疑もないので、議案第５１号に係る質疑を終結します。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

日程第５．討論・採決 

○議長（池邉 美紀君）  日程第５、討論・採決を行います。 

 議案第５０号「平成３０年度三股町一般会計補正予算（第２号）」を議題として討論・採決を

行います。 

 まず、本案に対する反対討論の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（池邉 美紀君）  次に、賛成討論の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 
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○議長（池邉 美紀君）  討論もないので、これにて討論を終結します。 

 これより採決を行います。議案第５０号は、原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（池邉 美紀君）  異議なしと認めます。よって、議案第５０号は原案のとおり可決されま

した。 

 次に、議案第５１号「平成３０年度三股町国民健康保険特別会計補正予算（第２号）」を議題

として討論・採決を行います。 

 まず、本案に対する反対討論の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（池邉 美紀君）  次に、賛成討論の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（池邉 美紀君）  討論もないので、これにて討論を終結します。 

 これより採決を行います。議案第５１号は、原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（池邉 美紀君）  異議なしと認めます。よって、議案第５１号は原案のとおり可決されま

した。 

 しばらく本会議を休憩し、全員協議会といたします。 

午前10時17分休憩 

癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡 

〔全員協議会〕 

癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡 

午前10時27分再開 

○議長（池邉 美紀君）  それでは、休憩前に引き続き、本会議を再開します。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

○議長（池邉 美紀君）  それでは、以上で平成３０年第５回三股町議会臨時会を閉会いたします。 

午前10時27分閉会 

癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘 
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    会議の経過を記載して、その相違ないことを証するため、ここに署名する。 

                                   議  長  池邉 美紀 

                                   署名議員  楠原 更三 

                                   署名議員  重久 邦仁 
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 三股町告示第42号 

  平成30年第６回三股町議会定例会を次のとおり招集する。 

     平成30年９月21日 

                               三股町長 木佐貫 辰生 

 １ 期 日  平成30年９月28日 

 ２ 場 所  三股町議会議場 

────────────────────────────── 

 ○開会日に応招した議員 

新坂 哲雄君         森 正太郎君 

楠原 更三君         福田 新一君 

池邉 美紀君         堀内 義郎君 

内村 立澤君         福永 燧文君 

指宿 秋廣君         重久 邦仁君 

池田 克子君         山中 則夫君 

────────────────────────────── 

 ○10月９日に応招した議員 

 

────────────────────────────── 

 ○10月10日に応招した議員 

 

────────────────────────────── 

 ○10月11日に応招した議員 

 

────────────────────────────── 

 ○10月19日に応招した議員 

 

────────────────────────────── 

 ○応招しなかった議員 

 

 
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 

平成30年 第６回（定例） 三 股 町 議 会 会 議 録 （第１日） 

                             平成30年９月28日（金曜日） 

 

議事日程（第１号） 

                         平成30年９月28日 午前10時00分開会 

 日程第１ 会議録署名議員の指名 

 日程第２ 議席の指定について 

 日程第３ 会期決定の件について 

 日程第４ 常任委員会補欠委員の選任について 

 日程第５ 所信表明 

 日程第６ 議案第５２号から議案第７２号までの２１議案、諮問１件及び報告４件、一括上程 

 日程第７ 決算審査報告 

────────────────────────────── 

本日の会議に付した事件 

 日程第１ 会議録署名議員の指名 

 日程第２ 議席の指定について 

 日程第３ 会期決定の件について 

 日程第４ 常任委員会補欠委員の選任について 

 日程第５ 所信表明 

 日程第６ 議案第５２号から議案第７２号までの２１議案、諮問１件及び報告４件、一括上程 

 日程第７ 決算審査報告 

────────────────────────────── 

出席議員（12名） 

１番 新坂 哲雄君        ２番 森 正太郎君 

３番 楠原 更三君        ４番 福田 新一君 

５番 池邉 美紀君        ６番 堀内 義郎君 

７番 内村 立澤君        ８番 福永 燧文君 

９番 指宿 秋廣君        10番 重久 邦仁君 

11番 池田 克子君        12番 山中 則夫君 

────────────────────────────── 

欠席議員（なし） 
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────────────────────────────── 

欠  員（なし） 

────────────────────────────── 

職務のため議場に出席した事務局職員の職氏名 

局長 兒玉 秀二君        書記 矢部 明美君 

                 書記 佐澤 やよい君 

────────────────────────────── 

説明のため出席した者の職氏名 

町長  木佐貫 辰生君  副町長  西村 尚彦君 

教育長  宮内 浩二郎君  総務課長兼町民室長  黒木 孝幸君 

企画商工課長  西山 雄治君   税務財政課長  綿屋 良明君 

町民保健課長  横田 耕二君   福祉課長  齊藤 美和君 

農業振興課長  白尾 知之君   都市整備課長  上原 雅彦君 

環境水道課長  西畑 博文君   教育課長  鍋倉 祐三君 

会計課長  川野  浩君   代表監査委員  茨木  健君 

 

午前10時00分開会 

○議長（池邉 美紀君）  それでは、これより平成３０年第６回三股町議会定例会を開会いたしま

す。 

 ただいまの出席議員は１２名、定足数に達しておりますので、本日の会議を開きます。本日の

議事日程は、お手元に配付してあるとおりであります。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

日程第１．会議録署名議員の指名 

○議長（池邉 美紀君）  日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

 本会期中の会議録署名議員は、会議規則第１２５条の規定によって、４番、福田君、９番、指

宿君の２人を指名します。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

日程第２．議席の指定について 

○議長（池邉 美紀君）  日程第２、議席の指定を行います。今回の補欠選挙の結果を受けて、議

席の変更を行います。新しい議席については、会議規則第３条の規定に基づき、期数及び年齢を

考慮し、お手元の議席表のとおり、ただいまご着席の議席といたします。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 
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日程第３．会期決定の件について 

○議長（池邉 美紀君）  日程第３、会期決定の件を議題とします。 

 議会運営委員長から報告をお願いします。議会運営委員長。 

〔議会運営委員長 楠原 更三君 登壇〕 

○議会運営委員長（楠原 更三君）  おはようございます。 

 議会運営委員会の協議結果について、ご報告いたします。 

 去る９月２１日、議会運営委員会を開催し、本日招集されました平成３０年第６回三股町議会

定例会の会期日程等について協議をいたしました。 

 今期定例会に付議されました案件は、平成２９年度決算認定９件、条例の改正２件、平成

３０年度補正予算８件、人事案件２件、諮問１件及び報告４件の計２６件であります。これら提

出議案の内容等を踏まえ、当委員会において慎重に審査をいたしました結果、本定例会の会期は、

本日から１０月１９日までの２２日間とすることに決定しました。 

 日程の詳細については、会期日程案を配付しておりますので、説明は省略いたします。 

 また、本定例会に提案される議案のうち、議案第７１号、第７２号及び諮問第２号につきまし

ては、委員会付託を省略し、第１４日目の１０月１１日に全体審議で措置することに決定しまし

た。 

 次に、意見書案１件及び議員発議１件が提出されており、意見書案につきましては、本日本会

議終了後、全員協議会の場で議論、調整し、議員発議とあわせて最終日に追加提案することとい

たしました。 

 以上で、当委員会の報告を終わります。 

○議長（池邉 美紀君）  お諮りします。本定例会の会期は、議会運営委員長の報告のとおり、本

日から１０月１９日までの２２日間とすることとし、今回提案される議案のうち、議案第７１号、

第７２号及び諮問第２号については委員会付託を省略し、第１４日目の１０月１１日に全体審議

で措置することとし、また、意見書案１件及び議員発議１件が提出されており、最終日に追加提

案したいと思いますが、これにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（池邉 美紀君）  異議なしと認めます。よって、議会運営委員長の報告のとおり決定いた

しました。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

日程第４．常任委員会補欠委員の選任について 

○議長（池邉 美紀君）  日程第４、常任委員会補欠委員の選任を行います。 

 現在、総務産業常任委員会は１名の欠員となっておりますので、委員会条例第７条第４項の規
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定により、１番、新坂君を委員として指名したいと思いますが、ご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（池邉 美紀君）  異議なしと認めます。１番、新坂君は総務産業常任委員会委員として選

任されました。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

日程第５．所信表明 

○議長（池邉 美紀君）  日程第５、町長の所信表明を求めます。町長。 

〔町長 木佐貫 辰生君 登壇〕 

○町長（木佐貫 辰生君）  おはようございます。 

 町長３期目の就任に当たり、町政運営についての所信の一端を述べさせていただきたいと存じ

ます。 

 今回の町長選挙におきまして、町民各位の深いご理解とご支持をいただき、３期目を当選させ

ていただき、引き続き町政を担当させていただくことになりました。大変光栄に思うとともに、

その責任の重大さを改めて痛感し、身の引き締まる思いであります。これまで同様、謙虚に誠実

に、「ふるさと三股」の活性化、発展のために頑張ります。 

 私は、「自立と協働で創る元気な町みまた」をスローガンに掲げ、町民との協働でのまちづく

りを推進するため、１期目にまちづくり基本条例を制定し、地区座談会等を通じて、「見える行

政」、「伝わる行政」、「情報の共有化」に努めてまいりました。この２期８年間を振り返りま

すと、みまたん霧島パノラマまらそんを初め、ものづくりフェア、まちドラ！、文教三股フェス

ティバルなどのイベントや、西部地区体育館の新設、町武道館や旧勤労者体育センターの耐震改

修、ふれあい中央広場の整備、弓道場の移転改築、パークゴルフ場の増設、東原団地の建設、旭

ヶ丘運動公園陸上競技場の全天候型への改修、テニスコートの増設などのハード事業に取り組む

ことができました。また、子育て支援の拡充、小規模特認校の魅力化、過疎対策、高齢者の居場

所づくり、障害児・者のワンストップ窓口の開設などのソフト事業にも取り組んでいるところで

あります。 

 このような取り組みを通して、若い世代の移住定住が図られ、本町の人口増につながっている

のではないかと考えます。しかし、これからの時代、将来を考えますと、本町の人口もピークを

過ぎつつあります。そして、西高東低の人口分布は、更に拡大しつつあります。このような現状

を踏まえ、これからのまちづくりを考えなければならないと考えます。そこで、これまで取り組

んできた５つのプロジェクトを拡充することで、町の活性化を図り、持続可能なまちづくりを進

めたいと考えます。 

 プロジェクトの概要を説明しますと、１つ目は、「まちむら元気わいわいプロジェクト」で、
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五本松団地跡地、駅周辺、役場周辺のエリアを中心市街地と位置づけ、コンパクトシティのまち

づくりを目指します。その柱は、五本松団地跡地を「健康と賑わいと交流の拠点」として再開発

に取り組みます。そして、各種イベント等での通過型の誘客から滞在型、滞留型に転換し、外貨

を稼ぎ、町の経済の活性化につなげたいと考えています。過疎対策として梶山小、長田小学校へ

のスクールバスを拡充するとともに、ＩＣＴ活用による学習の魅力化に取り組みます。宮村小学

校管内の小鷺巣集落の少子化対策としては、子育て世帯向けの宅地分譲を実施します。次に、災

害大国である日本の現状を踏まえ、自主防災組織の育成、強化および組織ごとのハザードマップ

づくりに取り組むとともに、自治公民館への加入促進を支援し、安心・安全な町を目指します。

通学路の安全対策及び歩行者に優しい歩道空間整備にも計画的に取り組みます。 

 ２つ目の「産業いきいきプロジェクト」では、本町の基幹産業である農畜産業の発展のため、

中央地区の農地、農道、用排水路等の基盤整備に取り組み、作業の効率化、担い手の確保、農家

の所得向上につなげたいと考えます。また、どぶろくやゴマ、プチヴェールの特産品化、六次化

をさらに進めるとともに、ふるさと納税の返礼品の充実を図り、町内経済の活性化を目指します。

ここ数年の経済の好転から、企業立地・拡充による雇用の拡大が進んでおり、この勢いを地場企

業の活性化につなげます。また、起業家育成や創業支援のため、各種研修会を開催するとともに

事業所の開設等を財政支援します。また、商工会、観光協会などとも連携し、三股の食・もの・

人の発掘に努め、アンバサダーをふやし、三股の魅力を発信します。 

 ３つ目の「少子・高齢化すくすくプロジェクト」では、本町の看板施策である子育て支援にさ

らに力を入れていきます。その一つとして、放課後児童クラブ室の環境整備に努めるとともに、

クラブの民間開設を支援します。高齢者の居場所づくりとしてサロン活動の開設、活動の活性化

を図るとともに、シルバー人材センターの組織拡大を支援します。障害児・者のワンストップ窓

口として、これまで同様、基幹相談支援センターの充実に取り組みます。健康診断の受診率向上

のため、健康ポイント制の導入を検討し、健康保持、重症化予防に取り組みたいと考えます。生

活困窮者対策としては、生活困窮者自立支援事業を実施するとともに、子供の貧困対策としては、

今年度策定する「こどもの未来応援計画（仮称）」に基づき取り組んでまいります。 

 ４つ目の「スポーツ・文化わくわくプロジェクト」では、「アスリートタウン三股」を推進の

ため、旭ヶ丘運動公園陸上競技場を全天候型に整備するとともに、中央テニスコートを増設し、

中規模の大会が開催できる環境や、野球などのスポーツ合宿ができる環境整備を進めます。本町

は、「文教の町」と言われていることから、児童生徒の学力向上のため、ＩＣＴが活用できる環

境整備や英語教育の充実に努めるとともに、熱中症対策として、全クラスにエアコンを計画的に

整備します。小学生の学力向上対策としては、三股小学校をモデル校として、放課後に３、４年

生の希望者に特化した教育を行い、年次的に全校に拡大する予定です。「文教のまち三股」をブ
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ラッシュアップするため、郷土学習にも力を入れます。また、「まちドラ！」をさらに発展させ、

「演劇のまち 三股」を全国に発信します。 

 ５つ目の「エコクリーンさわやかプロジェクト」では、各地域の民主団体の協働の力を借りて、

公園、広場、道路等の環境美化に努めるとともに、「花と緑と水のまち」をさらに推進するため、

多面的機能支払交付金を活用した花いっぱい運動を推進します。公共下水道の加入率の向上につ

いては、引き続き取り組むとともに、単独浄化槽から合併浄化槽への切りかえを進めます。老朽

化した都北衛生センターの移転改築については、地元の理解を得て、中央浄化センターにし尿を

投入する方式に変更します。 

 これらの５つのプロジェクトを柱にしながら、３期目は、これまで取り組んだ成果を地域経済

の活性化につなげる段階と位置づけ、一つ一つ計画的に、住民の理解を得ながら、アグレッシブ

に取り組んでまいります。 

 本町は、平成の大合併において、自主・自立を選択し、単独町政を展開するため各種行財政改

革を断行してまいりました。私も、歴代の町村長や先人が心血を注いで懸命に築いてこられた、

歴史と伝統のある三股町発展のため、果敢に挑戦し、さらに前進するため全身全霊をささげる所

存であります。そして、町民の皆様が、住んでよかった、これからも住み続けたいと思っていた

だける、安全・安心、快適な、多世代が交流する活力ある三股町をつくっていきたいと考えてお

ります。引き続き、議員各位のご指導、ご鞭撻をお願いいたします。 

 以上、３期目の就任に当たり、町政を担当する者としてここに決意を明らかにして、所信表明

といたします。平成３０年９月２８日、三股町長、木佐貫辰生。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

日程第６．議案第５２号から議案第７２号までの２１議案、諮問１件及び報告４件、一括上

程 

○議長（池邉 美紀君）  日程第６、議案第５２号から議案第７２号までの２１議案、諮問１件及

び報告４件を一括して議題とします。 

 ここで、提案理由の説明を求めます。町長。 

〔町長 木佐貫 辰生君 登壇〕 

○町長（木佐貫 辰生君）  平成３０年第６回三股町議会定例会に上程いたしました、各議案につ

いて提案理由の説明を申し上げます。 

 まず、平成２９年度の各会計の決算認定に係る各議案について、その提案理由の説明を申し上

げます。 

 議案第５２号「平成２９年度三股町一般会計歳入歳出決算の認定について」、議案第５３号

「平成２９年度三股町国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定について」、議案第５４号「平
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成２９年度三股町後期高齢者医療保険特別会計歳入歳出決算の認定について」、議案第５５号

「平成２９年度三股町介護保険特別会計歳入歳出決算の認定について」、議案第５６号「平成

２９年度三股町介護保険サービス事業特別会計歳入歳出決算の認定について」、議案第５７号

「平成２９年度三股町梶山地区農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算の認定について」、議案

第５８号「平成２９年度三股町宮村南部地区農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算の認定につ

いて」、議案第５９号「平成２９年度三股町公共下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定につい

て」の８議案については、平成２９年度の一般会計及び特別会計における決算認定に係る案件で

ありますので、一括してご説明を申し上げます。 

 平成２９年度におきましても、例年どおり厳しい財政状況下にありましたが、一般会計におい

て、歳入決算額１０５億６,１４３万４,１４７円、歳出決算額１０２億７,８３６万３,９８９円、

繰越明許費繰越額２,２３２万円を除く、翌年度繰越額２億６,０７５万１５８円、国民健康保険

特別会計において、歳入決算額３５億３,３３０万４,２１７円、歳出決算額３２億７,０６８万

４,６６７円、翌年度繰越額２億６,２６１万９,５５０円、後期高齢者医療保険特別会計におい

て、歳入決算額２億５,４０９万７,０９３円、歳出決算額２億５,３０１万１,５９９円、翌年度

繰越額１０８万５,４９４円、介護保険特別会計において、歳入決算額２２億６,５５９万

９,３５５円、歳出決算額２２億３,２９０万３６０円、翌年度繰越額３,２６９万８,９９５円、

介護保険サービス事業特別会計において、歳入決算額１,９１８万７,３１８円、歳出決算額

１,５３４万３,３９４円、翌年度繰越額３８４万３,９２４円、梶山地区農業集落排水事業特別

会計において、歳入決算額４,７６２万６,３７０円、歳出決算額４,６３７万４,１５０円、翌年

度繰越額１２５万２,２２０円、宮村南部地区農業集落排水事業特別会計において、歳入決算額

３,７８１万７,１１４円、歳出決算額３,７１５万７,１８７円、翌年度繰越額６５万

９,９２７円、公共下水道事業特別会計において、歳入決算額５億３,４４８万３,５９５円、歳

出決算額５億２,７３５万６６０円、翌年度繰越額７１３万２,９３５円となり、いずれの会計に

おいても剰余金をもって決算ができましたことは、町議会議員の皆様を初め、町民各位の深いご

理解と、ご協力の賜物であり、深く感謝申し上げる次第であります。 

 次に、議案第６０号「平成２９年度三股町水道事業会計剰余金の処分及び決算の認定につい

て」ご説明申し上げます。 

 本案は、地方公営企業法第３２条第２項の規定に基づき、剰余金の処分について議会の議決を

求め、さらに同法第３０条第４項の規定に基づき、決算について議会の認定を求めるものであり

ます。 

 初めに、剰余金の処分につきましては、未処分利益剰余金７,８３３万４,８２９円のうち、

１,７００万円を減債積立金に積み立て、２,１００万円を建設改良積立金に積み立て、
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３,９３７万３,９５７円を自己資本金に積み立て、残余９６万８７２円を翌年度に繰り越そうと

するものであります。 

 次に、決算の認定につきましては、収益的収入及び支出において、決算額で収入額が４億

２,３８０万１,８２０円、支出額が３億５,５２２万８９７円となりました。また、単年度純利

益は６,０６６万３３４円となりました。 

 一方、資本的収入及び支出においては、決算額で収入額が１,２１０万９,４９９円、支出額が

２億３９１万３,５４０円となり、差し引き不足額１億９,１８０万４,０４１円については、減

債積立金、損益勘定留保資金等で補痾したものであります。 

 また、建設改良事業においては、施設費として北部第２水源の計装整備工事及び配水管更新工

事を約２.１キロメートル施工し、配水管の耐震対策等に取り組むとともに、良質な水の安定供

給に努めてまいりました。 

 以上、９件の決算につきましては、監査委員の審査に付し、その意見書並びに関係書類を添え

て、議会の認定を求めようとするものであります。 

 また、物品調達基金ほか２つの基金について、その運用状況報告書を提出しておりますのでよ

ろしくお願いいたします。 

 以上、９議案について、それぞれ提案理由の説明を申し上げましたが、よろしくご審議の上、

ご承認並びご認定下さるようお願いいたします。 

 引き続き、各議案について、その提案理由のご説明を申し上げます。 

 まず、議案第６１号「三股町まち・ひと・しごと情報交流センターの設置及び管理に関する条

例の一部を改正する条例」についてご説明申し上げます。 

 本案は、情報交流センター「あつまい」の利活用の拡大を図るため、利用時間及び用途の区分

並びに料金等について所要の改正を行うもので、また、それに伴い「三股町使用料及び手数料徴

収条例」についても所要の改定を行うものであります。 

 次に、議案第６２号「三股町公共下水道条例の一部を改正する条例」についてご説明申し上げ

ます。 

 本案は、下水道使用料の算定方法において、使用者が下水道に排除した汚水の量を認定するた

めに計測装置を設置できるものに改めるととともに、規則により計測装置の設置届けを求め、合

わせて汚水排除量申告書の提出を免除するものであります。 

 次に、議案第６３号「平成３０年度三股町一般会計補正予算（第３号）」についてご説明申し

上げます。 

 本案は、国・県の補助内示・決定及び事業の追加によるもののほか、当初予算以後生じた事由

に基づく経費等について所要の補正措置を行うものであります。 
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 まず、第１条、歳入歳出予算の補正についてご説明いたします。 

 歳入歳出予算の総額１０４億８,７５９万４,０００円に、歳入歳出それぞれ４億２,１６４万

６,０００円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ１０９億９２４万円とするもの

です。 

 歳入の主なものついてご説明いたします。 

 地方特例交付金及び地方交付税は、交付決定により増額補正するものです。 

 使用料及び手数料は、財産収入へ組み替えるものです。 

  国庫支出金は、地域介護・福祉空間整備等施設整備交付金、社会資本整備総合交付金などを

増額補正するものです。 

 県支出金は、農地中間管理機構支援事業費補助金、美しい宮崎づくり推進事業補助金などを増

額補正し、地域自殺対策強化交付金、鳥獣被害防止緊急捕獲活動支援事業補助金などを減額補正

するものです。 

 財産収入は、土地開発基金運用収入などを増額補正するものです。 

 繰入金は、国民健康保険特別会計ほか特別会計の前年度決算に伴う清算返還金を増額補正する

ものです。 

 繰越金は、前年度決算に伴う剰余金を増額補正し、諸収入については、後期高齢者医療給付費

市町村費負担金返還金、学校給食会運営委託料前年度清算返還金などを増額補正するものです。 

 町債は、土木債、消防債を増額補正し、臨時財政対策債を減額補正するものです。 

 次に、歳出についてご説明いたします。 

 総務費は、総務管理費において会計年度任用職員制度導入支援業務委託料、システム変更委託

料などを増額補正し、統計調査費において 住宅・土地統計調査員報酬の減額補正などをするも

のです。 

 民生費は、社会福祉費において、地域生活支援事業費や地域介護・福祉空間整備等施設整備補

助金などを増額補正し、自殺対策行動計画策定支援業務委託料などを減額補正するものです。 

 児童福祉費においては、子供のための教育・保育給付費負担金返還金などを増額補正するもの

です。 

 衛生費は、都城市へ返還する衛生センター負担金前年度清算金などを増額補正するものです。 

 農林水産業費は、農道陥没補修委託料や町単農道整備事業として工事請負費などを増額補正し、

林業研究グループ等育成事業補助金などを減額補正するものです。 

 商工費は、中小企業育成貸付金特別利子補給補助金を減額補正するものです。 

 土木費は、道路橋梁費において道路維持補修事業として工事請負費を、住宅費において五本松

団地解体等設計業務委託料などをそれぞれ増額補正し、高才餅原市場測量試験委託料の執行残な



- 21 - 

どを減額補正するものです。 

 消防費は、小型ポンプ購入として備品購入費を増額補正するものです。 

 教育費は、小学校費において三股小学校北校舎屋根防水工事、社会教育費において公民館修繕

料などを増額補正するものです。 

 諸支出金については、前年度繰越金の２分の１を財政調整基金に積み立てるなど、また、予備

費は収支の調整額を補正するものです。 

 次に、第２表、継続費補正についてご説明いたします。 

 会計年度任用職員制度導入支援業務委託事業、小型ポンプ更新事業を継続費として追加するも

のです。 

 次に、第３表、債務負担行為補正についてご説明いたします。 

 スクールバス整備事業を平成３６年度までの６カ年事業として債務負担を追加するものです。 

 次に、第４表地方債補正についてご説明いたします。 

 地方債補正については、高才餅原市場線整備事業を追加し、交付税の決定などに伴い、臨時財

政対策債などの限度額を増減補正するものです。 

 次に、議案第６４号「平成３０年度三股町国民健康保険特別会計補正予算（第３号）」につい

てご説明申し上げます。 

 本案は、歳入歳出予算の総額２８億６,６８０万３,０００円に、歳入歳出それぞれ１億

９,８５６万９,０００円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ３０億６,５３７万

２,０００円とするものです。 

 歳入の主なものとしましては、平成２９年度収支決算による繰越金を増額補正するものであり

ます。 

 歳出の主なものとしましては、平成２９年度国保事業費等清算による国庫支出金の償還金及び

一般会計への繰出金を増額補正するものであります。 

 次に、議案第６５号「平成３０年度三股町後期高齢者医療保険特別会計補正予算（第１号）」

についてご説明申し上げます。 

 本案は、歳入歳出予算の総額２億６,７２８万６,０００円に、歳入歳出それぞれ４４４万

９,０００円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ２億７,１７３万５,０００円と

するものであります。 

 歳入の主なものとしましては、後期高齢者医療保険料の現年度分及び平成２９年度収支決算に

よる繰越金を増額補正するものであります。 

 歳出の主なものとしましては、後期高齢者医療広域連合納付金の保険料負担金及び一般会計へ

の繰出金を増額補正するものであります。 
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 次に、議案第６６号「平成３０年度三股町介護保険特別会計補正予算（第２号）」についてご

説明申し上げます。 

 本案は、歳入歳出予算の総額２２億５,７６９万３,０００円に、歳入歳出それぞれ３,３９０万

４,０００円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ２２億９,１５９万７,０００円

とするものであります。 

 歳入の主なものは、繰越金を増額補正するもので、歳出の主なものは、基金積立金、国県への

過年度分返還金及び一般会計への繰出金を増額補正するものであります。 

 次に、議案第６７号「平成３０年度三股町介護保険サービス事業特別会計補正予算（第

１号）」についてご説明申し上げます。 

 本案は、歳入歳出予算の総額１,７２７万９,０００円に、歳入歳出それぞれ３８４万

２,０００円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ２,１１２万１,０００円とする

ものであります。 

 歳入の主なものは、繰越金を増額補正するもので、歳出の主なものは、一般会計への繰出金を

増額補正するものであります。 

 次に、議案第６８号「平成３０年度三股町梶山地区農業集落排水事業特別会計補正予算（第

２号）」についてご説明申し上げます。 

 本案は、歳入歳出予算の総額４,７８２万４,０００円に、歳入歳出それぞれ１２５万

１,０００円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ４,９０７万５,０００円とする

ものであります。 

 歳入につきましては、平成２９年度決算に伴う繰越金を増額補正するもので、歳出の主なもの

は、一般会計への繰出金を増額補正するものであります。 

 次に、議案第６９号「平成３０年度三股町宮村南部地区農業集落排水事業特別会計補正予算

（第１号）」についてご説明申し上げます。 

 本案は、歳入歳出予算の総額３,７４０万円に、歳入歳出それぞれ６５万８,０００円を追加し、

歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ３,８０５万８,０００円とするものであります。 

 歳入につきましては、平成２９年度決算に伴う繰越金を増額補正するもので、歳出の主なもの

は、一般会計への繰出金を増額補正するものであります。 

 次に、議案第７０号「平成３０年度三股町公共下水道事業特別会計補正予算（第３号）」につ

いてご説明申し上げます。 

 本案は、歳入歳出予算の総額６億２,８５８万７,０００円に、歳入歳出それぞれ７１３万

１,０００円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ６億３,５７１万８,０００円と

するものであります。 
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 歳入につきましては、平成２９年度決算に伴う繰越金を増額補正するもので、歳出の主なもの

は、一般会計への繰出金を増額補正するものであります。 

 次に、議案第７１号「教育委員会委員の任命について」ご説明申し上げます。 

 本案は、地方教育行政の組織及び運営に関する法律、第４条第２項の規定に基づき、教育委員

の任命について議会の同意を求めるものであります。 

 教育委員は、人格が高潔で、教育、学術及び文化に関し識見を有する者の選任が望ましく、ま

た、委員の年齢、性別、職業等に偏りが生じないように配慮するとともに、委員のうちに保護者

（親権を行う者及び未成年後見人）である者が含まれるようにしなければならないとされており

ます。 

 現教育委員の今村一枝氏が１０月１９日付をもちまして退任されることとなりました。１期

４年間の本町の教育行政に対する情熱と、ご貢献に対し、深甚なる感謝と敬意を表する次第であ

ります。 

 その後任といたしまして、種々検討の結果、兒玉たえ子氏を最適任者であると考え、ここにご

提案申し上げるところであります。 

 次に、議案第７２号「固定資産評価審査委員会委員の選任について」ご説明申し上げます。 

 固定資産評価審査委員会の委員は、固定資産課税台帳に登録された事項に関する納税者の不服

を審査決定する職務であり、町税の納税義務がある者または学識経験を有する者のうちから、議

会の同意を得て選任するようになっております。 

 現在、固定資産評価審査委員会委員であります木佐貫克美氏が、平成３０年１０月２５日付を

もって任期満了となるところであり、引き続き選任いたしたく、議会の同意を求めるものであり

ます。 

 次に、諮問第２号「人権擁護委員の推薦について」ご説明申し上げます。 

 人権擁護委員は、国民に保障されている基本的人権を擁護し、自由人権思想の普及高揚を図る

ため設置されておりますが、この選任の手続きは町長が議会の意見を聞いて、その後、法務大臣

に候補者を推薦し同大臣が委嘱することになっております。 

 現在、人権擁護委員であります馬場真吾氏が、平成３０年１２月３１日付をもって任期満了と

なるところであり、引き続き推薦いたしたく、議会の意見を求めるものであります。 

 以上、提案理由の説明を申し上げましたが、よろしくご審議の上、ご承認くださるようお願い

いたします。 

 なお、今議会に報告４件を提出いたしております。 

 報告第４号「平成２９年度決算に基づく健全化判断比率の報告について」、報告第５号「平成

２９年度決算に基づく資金不足比率の報告について」、報告第６号「教育に関する事務の管理及
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び執行状況の点検・評価の報告について」、報告第７号「専決処分の報告（損害賠償額の決定及

び和解について）」の報告４件につきましては、それぞれ関係法令の規定に基づき報告するもの

でございます。よろしくご理解を頂きますようお願いいたします。 

 以上で、提案理由の説明を終わります。 

○議長（池邉 美紀君）  ここで、補足説明があれば許します。総務課長。 

○総務課長（黒木 孝幸君）  それでは、まず、議案第７１号「教育委員会委員の任命について」

説明いたします。 

 兒玉たえ子氏につきましては、平成９年３月に都城商業高等学校を卒業され、平成１１年４月

から株式会社ダンロップゴルフクラブ、エステルームシエスタ、株式会社仮屋建設造園に勤務さ

れました。平成２４年２月から長田地区にいと屋を開業されております。教育委員の任期は４年

となっております。 

 次に、議案第７２号「固定資産評価審査委員会委員の選任について」説明をいたします。 

 木佐貫氏につきましては、昭和２７年に宮崎県に採用され、平成６年に退職されるまでの

４２年間のうち、税務職を１１年間経験されております。退職された平成６年から現在まで、

８期２４年にわたり委員をお願いしているところであります。なお、委員の任期につきましては

３年間となっております。 

 次に、諮問第２号「人権擁護委員の推薦について」説明をいたします。 

 このことにつきましては、町が人権擁護委員を推薦するに当たり、人権擁護委員法第６条第

３項の規定により、議会の意見を求めるものであります。なお、人権擁護委員の任期は１期３年

となっておりまして、本町の人権擁護委員の数は６名であります。現在、人権擁護委員でありま

す馬場真吾氏は、平成３０年１２月３１日付をもって任期満了となるところでありまして、引き

続き推薦しようとするものであります。 

 以上、補足説明を終わります。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

日程第７．決算審査報告 

○議長（池邉 美紀君）  日程第７、決算審査の報告を求めます。茨木代表監査委員。 

〔代表監査委員 茨木  健君 登壇〕 

○代表監査委員（茨木  健君）  おはようございます。 

 平成２９年度決算審査について、監査報告を申し上げます。 

 一般会計、特別会計及び基金運用状況につきまして、７月２日に町長より審査依頼があり、監

査委員２名で７月５日から３１日までの期間、決算審査を行いました。また、水道事業会計につ

きましては、６月１５日より町長より審査依頼があり、７月４日に決算審査を行いました。 
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 審査の結果、決算書、事項別明細書、証拠書類、帳簿及び関係書類等はいずれも正確、適正に

処理されていることを認めましたので、ここで報告します。 

 さらに、財政健全化審査につきましては、８月２１日に健全化判断比率及び資金不足比率につ

いて審査を行いました。審査の結果、報告第４号及び第５号のとおり、早期健全化基準、経営健

全化基準をそれぞれ下回っており、財政状況が健全であることを認めましたので、あわせてご報

告いたします。 

 なお、詳細につきましては、別紙審査意見書をご参照ください。 

 以上で、報告を終わります。 

○議長（池邉 美紀君）  しばらく本会議を休憩し、全員協議会といたします。 

午前10時50分休憩 

癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡 

〔全員協議会〕 

癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡 

午前10時54分再開 

○議長（池邉 美紀君）  休憩前に引き続き、本会議を再開します。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

○議長（池邉 美紀君）  それでは、以上で本日の全日程を終了しましたので、これをもって本日

の会議を散会します。 

午前10時54分散会 

癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘 
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 

平成30年 第６回（定例） 三 股 町 議 会 会 議 録 （第２日） 

                             平成30年10月９日（火曜日） 

 

議事日程（第２号） 

                         平成30年10月９日 午前９時59分開議 

 日程第１ 一般質問 

────────────────────────────── 

本日の会議に付した事件 

 日程第１ 一般質問 

────────────────────────────── 

出席議員（12名） 

１番 新坂 哲雄君        ２番 森 正太郎君 

３番 楠原 更三君        ４番 福田 新一君 

５番 池邉 美紀君        ６番 堀内 義郎君 

７番 内村 立澤君        ８番 福永 燧文君 

９番 指宿 秋廣君        10番 重久 邦仁君 

11番 池田 克子君        12番 山中 則夫君 

────────────────────────────── 

欠席議員（なし） 

────────────────────────────── 

欠  員（なし） 

────────────────────────────── 

職務のため議場に出席した事務局職員の職氏名 

局長 兒玉 秀二君        書記 矢部 明美君 

                 書記 佐澤 やよい君 

────────────────────────────── 

説明のため出席した者の職氏名 

町長  木佐貫 辰生君  副町長  西村 尚彦君 

教育長  宮内 浩二郎君  総務課長兼町民室長  黒木 孝幸君 

企画商工課長  西山 雄治君   税務財政課長  綿屋 良明君 

町民保健課長  横田 耕二君   福祉課長  齊藤 美和君 
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農業振興課長  白尾 知之君   都市整備課長  上原 雅彦君 

環境水道課長  西畑 博文君   教育課長  鍋倉 祐三君 

会計課長  川野  浩君                       

 

午前９時59分開議 

○議長（池邉 美紀君）  おはようございます。 

 ただいまの出席議員は１２名、定足数に達しておりますので、これより本日の会議を開きます。 

 本日の議事日程は、お手元に配付してあるとおりであります。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

日程第１．一般質問 

○議長（池邉 美紀君）  日程第１、一般質問を行います。 

 発言については、申し合わせ事項を遵守して発言してください。 

 発言順位１番、内村君。 

〔７番 内村 立澤君 登壇〕 

○議員（７番 内村 立澹君）  おはようございます。 

 １０月に入りまして、朝夕は大分涼しくなってまいりましたけども、昼間はまだ暑い日が続い

ております。残暑が厳しいようです。まだまだ暑さに対する注意が必要ではないかと思っており

ます。 

 今回の一般質問につきましては、暑さ対策、スポーツ関係、農業について、３つのことについ

て大まかに質問をしていきたいと思います。 

 それでは、早速ですけども通告に従うことにつきまして、順番に質問をしていきたいと思いま

す。 

 ことしの夏は、例年にないような暑さが続きました。猛暑と言われておりますけども、猛暑が

災害と位置づけられて大規模災害が起きているというのが現場での実感じゃないかと言われてお

ります。 

 また、熱中症も問題になっており、これは体内の水分が不足がちであるということで、体内の

水分量は子供が７５％、成人が６５％、高齢者が５０％だそうです。熱中症は室内でも多く発生

しておりまして、夜も注意が必要であると言われております。 

 発生場所といたしましては、住居が３７％、野外が１３.９％、職場が１３.５％、道路が

１３.５％、室内が８.３％となっているようであります。これは、平成１７年調査結果でありま

す。 

 体内の水分が不足すると熱中症、脳梗塞、心筋梗塞など、さまざまな健康障害のリスクの原因
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となっているようであります。子供は体内の水分量は多いわけですけども、ことしのこの暑さと

いうものは、異常ではなかったと言われております。これも地球温暖化の影響ではないかと言わ

れております。今後も、この暑さは続くのではないかと言われております。 

 とりあえず、それでは質問です。 

 本町の小中学校における暑さに対する対策はどうであったかということで、伺っていきたいと

思います。 

 あとは、質問席にて質問させていただきます。 

○議長（池邉 美紀君）  教育長。 

○教育長（宮内 浩二郎君）  学校の暑さ対策についてお答えいたします。 

 教育委員会では、国及び県からの熱中症事故の防止に関する通知等を受けまして、各小中学校

に対しても通知したところでございます。 

 各学校における取り組みとしましては、児童生徒に水筒を持参させ、細かな水分補給をするよ

う指導をしております。これについては、例年、運動会や体育大会の練習が始まる時期に限定し

ておりましたが、ことしは７月より持参させているところであります。 

 また、屋外の活動の際には、帽子の着用を徹底させ、テントや木陰を利用しています。さらに、

職員室に環境省から発表される暑さ指数を掲示し、全教職員へ周知するとともに、昼休み時間等

の過ごし方について児童生徒へ指導しているところでございます。 

 熱中症は、屋外のみならず、屋内でも起こり得ることから、授業中は扇風機を使用し、換気に

も十分気をつけております。体育館等には暑さ指数計を設置し、それを確認した上で、大型扇風

機を利用しながら集会や事業を実施しているところでございます。また、保健室には食塩及びス

ポーツドリンクや経口保水液を常備しているところです。 

 児童生徒の健康管理については、保護者の協力も必要不可欠であるということから、生活習慣

の定着の熱中症予防について文書を配付し、協力をいただいております。 

 今後も学校医との健康相談等を重ね、連携を図りながら個々の児童生徒の健康状態を的確に把

握してまいりたいと考えておるところでございます。 

○議長（池邉 美紀君）  内村君。 

○議員（７番 内村 立澹君）  今、教育長のほうからいろいろと取り組みがなされているという

ようなことで、いろいろ話を聞かせていただきましたけども、熱中症でも軽症者、重症者と症状

の重い方と軽い方といらっしゃると思います。その中で、町内にはもちろん小学校と１つの中学

校があるわけですけども、その中で、学校別に熱中症の患者数というのはどのぐらいだったか、

そしてまた軽症者、重症者、緊急搬送された方、保健室で対応された方、大まかでよろしいです

から、どの程度あったかわかる範囲内で教えていただきたいと思います。 
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 よろしくお願いします。 

○議長（池邉 美紀君）  教育長。 

○教育長（宮内 浩二郎君）  熱中症、養護教諭は、熱中症という症状を判定する資格はありませ

んので、熱中症のような症状で訴えてきた子供たちというという数を保健日誌の中で捉えており

ます。 

 それで言いますと、学校別に言いますと、三股小学校が１４４名、勝岡小学校が２名、梶山小

学校が１１名、宮村小学校が１０名、長田小学校５名、三股西小学校１９８名、三股中学校

９９名、これは延べ人数でございます。一人の子が何回かというのもあると思います。回という、

回数というふうに捉えてられていいと思います。 

 その中で、重症者といいますか、一応、救急車で搬送されたという子供が２人ほどおります。

でも、特に異常は大きな問題となっておりません。 

 この合計、延べ人数として４６９名ということになっております。これはことしの現状でござ

います。 

○議長（池邉 美紀君）  内村君。 

○議員（７番 内村 立澹君）  今、教育長のほうから話を聞かせていただきましたけど、もう早

目に症状の見分け方というのもなかなかどの程度で判断するかというようなこともなかなか難し

い状況じゃないかと思っております。 

 その中で、やっぱり重くならないうちに早目に取り組むことが大事じゃないかと思います。そ

の中で、４６９名だったですか、全患者数、そういう疑いのある方というのがです。それと２名

が緊急搬送ということですか、これから先、また、こういう今いろんなことが言われています。

まだ暑くなるんじゃないかとか、ことしは特にいろんなところで異常な暑さで、今までの暑さに

はないような温度が４１度ぐらいになっているとか、そういうところがありましたけども、これ

から先、考え方といいますか、これから先も学校として取り組みとしてどのように考えていらっ

しゃるか、今、答弁があったわけですけども、これから先のことをそれぞれ教えていただければ

と思います。 

 よろしくお願いします。 

○議長（池邉 美紀君）  教育長。 

○教育長（宮内 浩二郎君）  今、訴えた子供たちというのは野外であったり、室内であったり、

延べ人数、訴えた子供たちの数でございます。 

 子供たちの数等は、野外、室内、それぞれあるわけですけども、今、全国的に問題になってお

ります、この熱中症で死亡事故もありましたけども、屋内につきましては、冷房施設を設置する

ことが望ましいというふうに私どもは考えておるところです。屋外につきましては、それはまま
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ならないわけでございますので、先ほど言いました帽子とか水分補給はやっておりますが、屋外

にもいわゆる温度計、乾湿計も、できれば暑さ指数がわかるようなものを運動場にも設置して、

今は設置しておりません。そういったことを設置しながら温度をどの時点で制限するとか、そう

いったことも今後必要になっていくのじゃないかなというふうにも思っているところでございま

す。 

○議長（池邉 美紀君）  内村君。 

○議員（７番 内村 立澹君）  いずれにしても、早目にやっぱり取り組みのほうが最善の策では

ないかと思っております。やっぱりお互いに注意し合うということですか、やっぱりお互いに重

症にならないように、やっぱり早目にそういう通知もさることながら、やっぱり皆さんがみんな

で取り組むということが必要ではないかと思っております。 

 次、行きます。 

 小中学校の運動会ということですけども、これ。ことしは町長選挙、町議会の補欠選挙という

ことで、中学校が９月の８日、小学校が９月の２２日ということで運動会が行われました。 

 夏休みが終わってから、運動会、体育祭というのは練習が行われて大変じゃなかと思っており

ます。中学校の運動会も行かせてもらいましたし、小学校も行かせてもらいました。どちらもす

ばらしい運動会じゃなかったかと思っております。特に三股小学校に行きまして、子供が大きな

声で運動会の歌を歌う中で、もう近くで、身近で聞いているもんですから大半がもう伝わってく

るわけです、その子供の元気のよさがです。 

 やっぱりこうしたときに、ことしの高校野球で甲子園の大会で金足農業高校が校歌を大きな声

で歌う、その印象がパーッと写してきまして、すばらしいなとやっぱり子供は元気があるなとも

いましたけども、この中で最近やっぱり、この運動会のあり方についていろいろ言われておりま

す。 

 暑さの関係上、日程変更が行われたりしております。以前も質問はしておりますけども、最近

は特にまた激しさが増しておりますから、そこ辺の対応を幼稚園なんかでも早目に取り組んでい

るところもあるし、そこ辺あたりのとこをどう考えていらっしゃるか伺いたいと思います。 

○議長（池邉 美紀君）  教育長。 

○教育長（宮内 浩二郎君）  小中学校の運動会の実施時期につきましては、本町では、全学校が、

全ての学校が秋に実施しておるところでございます。ただ、ほかの地域では、ここ最近の暑さ対

策や体育的な行事だけでなく、文化的行事も多いことから、秋を避け、春に行うところもござい

ます。 

 どちらにもメリット・デメリットがございますが、町内各学校では、次の３点から秋の開催と

しておるところであります。 
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 １点目は、この運動会の目的である安全な行動や規律ある集団行動の態度、運動に親しむ態度

の育成、責任感や連帯感を養うためには、年度初めに行うよりも、学級、学年としての絆が深ま

った時期が適しているということであります。 

 ２点目は、５月や６月は梅雨の時期であります。外での練習時間を確保することが難しいこと

であります。 

 ３点目は、現在の各行事とのバランスを考えたとき、例えば中学校では中体連と重なるなど、

年間を通した行事の調整が必要であるということであります。 

 また、本年度は日曜日が祝日と重なるなどの諸事情により、小中学校とも土曜日の実施となり

ましたが、児童生徒の頑張る姿をできる限り大きな保護者や地域の方々に参加していただく観点

から、日曜日の実施が通例となっております。 

 運動会等の期日は、基本的に各学校は地域の実情等を考慮して決定するところですが、町教育

委員会といたしましては、今後も各学校の判断を尊重するとともに、運動会の目的達成のために

指導、協力してまいりたいというふうに考えておるところでございます。 

 以上です。 

○議長（池邉 美紀君）  内村君。 

○議員（７番 内村 立澹君）  いろいろ説明がありましたけど、現実として、今のままでやって

いくというような方向性ですね。それはそれで結局やっぱりいろいろやり方あると思いますけど、

そのような中で、ことしは中学校も小学校も土曜日に組まれて、運動会が予定が組まれておりま

したよね。やっぱり今までは日曜日だったわけですけども、あるとこで、都城のところでも、ま

ず、運動会は土曜日に組まれ、計画組まれるという話も聞きまして、もし雨が降ったときに日曜

日にできる、そうしたときに、やっぱり父兄とか保護者の方がいらっしゃるときに、普段の日は

そういうたまたま休みだったですけども、そういうのがちょっとできないという、来れない方も

いらっしゃるということで、計画を組まれているという話もちょっと聞いてそうかというような

話も聞きましたけども、そのような天候不順のときにやっぱり土曜日だったときに、結局、天候

というのはなかなかあれですけど、日曜日にできるというようなことを聞いたもんですから、土

曜日に計画をすると、そして雨があったときに日曜日に行うというようなことに関してどのよう

に考えていますか。 

○議長（池邉 美紀君）  教育長。 

○教育長（宮内 浩二郎君）  先ほどもちょっといいましたけども、保護者の休みというのが土曜

日よりも日曜日のほうが休みが多いだろうと、まだ土曜日はお仕事の方が多いんじゃないかとい

うことから、通例ずっと日曜日に実施はしておったところでございます。 

 ただ、中学校の今回は町長選がございましたので、日曜日、で土曜日にやる予定でしたが、雨



- 33 - 

のために月曜日に、平日に実施をいたしました。参観、応援者、保護者の状況を見ますと、結構、

平日でも来ておられたなという感じがしました。今は休みがとれるような状況なのかなと、社会

が変化してきたのかなというふうには感じたところです。そういう意味では、土曜日も来れるの

かなというふうに思っているところです。 

 小学校は、本当に日曜日、これも日曜日に実施する予定でしたけども、祝日でした。それで、

土曜日に実施する予定でした。土曜日に実施しましたけども、結構、小学校の場合は来ました。

だから、今のこの社会の変化に伴って親の休みがとりやすい状況、とれるんであれば、土曜日で

も実施可能かなというふうに思っているところです。 

 いずれにしましても、地域の実態、あるいは学校の保護者の様子等を聞きながら、最終的には

学校が判断するというところで、教育委員会としては別にどちらでも、学校が、あるいは保護者

がたくさんおいでいただければいいかなというふうに思っているところです。 

○議長（池邉 美紀君）  内村君。 

○議員（７番 内村 立澹君）  時代の流れといいますか、やっぱりそれぞれみんな忙しい保護者

の方もお互いに勤めていらっしゃる方もいらっしゃったりする状況の中で、やっぱり今、教育長

が答弁の中で言われましたけど、やっぱりＰＴＡの皆さんの話をやっぱり聞かれて、それぞれい

ろんな話を聞かれるような話があると思います。やっぱり両方の考え方もあると思いますので、

そこへんたいは、またいろいろＰＴＡの総会とか、そういう時代に配慮を、それを聞かれて、や

っぱり対応していただければ、それなりに思います。 

 続きまして、小中学校のエアコン設置についてということで出しております。県内の公立小中

学校の授業を受ける普通教室のエアコン設置率が２６.７％で、全国平均の４９.６％を大きく下

回っているということは新聞に載っておりました。本町の設置率が９.９％ということでした。

県内の設置率の中で１００％が、高原町、高鍋町、新富町、木城町の４つの町であったというこ

とです。 

 今、熱中症対策としてエアコンの設置を求めるという声があります。財政的にも負担があると

いうことも言われております。国からも個人に対する補助金を出すというようなことも言われて

おります。今、計画的に導入済みであるとか、整備を進められてあるとか、予定をしているとか、

いろんなことを言われております。 

 今回の初日の町長の所信表明の中で、熱中症対策としてエアコンについてちょっと触れられて

おります。それはそれとして、改めてこのエアコン設置について伺いたいと思います。どのよう

に予定されているかというようなことを伺っていきたいと思います。 

○議長（池邉 美紀君）  教育課長。 

○教育課長（鍋倉 祐三君）  小中学校のエアコン設置につきましては、町長の所信表明にありま
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したように、熱中症対策として全クラスにエアコンを設置したいと考えておりますが、今、おっ

しゃったように事業費が多額となることから、設置の方法、そして財源等について検討をしてい

るところでございます。 

 以上です。 

○議長（池邉 美紀君）  内村君。 

○議員（７番 内村 立澹君）  今、検討をしているということですけども、まだ、計画的なこと

は、まだ段階ですか、そういう話し合い。これから、今、そういう計画を立てられるということ

ですか。 

○議長（池邉 美紀君）  教育課長。 

○教育課長（鍋倉 祐三君）  設置方法とか財源を含めて、今、いろんな方法を検討しているとこ

ろでございます。 

○議長（池邉 美紀君）  内村君。 

○議員（７番 内村 立澹君）  それでは、今から検討をしていくということですけども、全クラ

スといったら、クラス的なことはわかるわけですか、何クラスあるというかことが。 

○議長（池邉 美紀君）  教育課長。 

○教育課長（鍋倉 祐三君）  普通教室が１０８教室です。 

○議長（池邉 美紀君）  内村君。 

○議員（７番 内村 立澹君）  そしたら、今から計画をなされるということですけども、めどと

いうのは来年からとなりますよね。結局、設置ということは、ことしはもうですから。何年以内

というようなめどがありますか。 

○議長（池邉 美紀君）  教育課長。 

○教育課長（鍋倉 祐三君）  できるだけ早期というふうには考えておりますが、時期については

まだわからない。 

○議長（池邉 美紀君）  内村君。 

○議員（７番 内村 立澹君）  それは、まだ、今から計画を立てられて、予算を立てられて、国

とかいうとこに財源の補助金交付の申請をなされるということですか。 

○議長（池邉 美紀君）  教育課長。 

○教育課長（鍋倉 祐三君）  財源も含めて、国の補助金で言いますと、今、エアコンに関する補

助金があるのは、大規模改修、これを伴うものが３分の１というのがございます。これについて

は、３１年度の補助金申請については既にもう締め切りが終わっておりますので、３１年度のこ

の大規模改修というのはないと。 

 ただ、秋の臨時国会、これについてまた交付金とか国が検討しているということでございます
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ので、そのあたり、あるいはリースの方法とかＰＦＩとかいろんな方法がありますので、それを

含めて早期にできる方法、それを、今、検討しているところでございます。 

○議長（池邉 美紀君）  内村君。 

○議員（７番 内村 立澹君）  今、リースと言われましたか、今、リースを言われましたか、

リースを、リースの方法も考えていらっしゃるわけですか。リース的な方法も。 

○議長（池邉 美紀君）  教育課長。 

○教育課長（鍋倉 祐三君）  リースも含めて全ての方法を検討しているところでございます。 

○議長（池邉 美紀君）  内村君。 

○議員（７番 内村 立澹君）  それでは、やっぱりもう今のこれは教育関係の改善にもつながる

というようなことが言われておりますので、ぜひ、早急にやっぱり設置の方向にしていただけれ

ばと思います。 

 教育長、ここで、今、教育課長におかれる答弁がいただいたわけですけども、教育長のほうか

ら一言。 

○議長（池邉 美紀君）  教育長。 

○教育長（宮内 浩二郎君）  教育委員会としまして、私も父親としましても、一刻も早くつけて

いただくことによって子供たちが快適な環境で学習ができるということで、強く町当局も要望し

たいというふうに思っております。 

○議長（池邉 美紀君）  内村君。 

○議員（７番 内村 立澹君）  きょうは今まで暑さ対策・熱中症対策ということで、いろいろ質

問をしてきました。お互いにやっぱり情報を早くキャッチするということが大切じゃないかと思

っております。その中で、やっぱり私も私なりにいろいろ調べてみました。知っていらっしゃる

方もいらっしゃいませんけど、ここでちょっと言わせていただきます。 

 まず、健康のために水を飲もうということが言われております。水の正しい飲み方。喉の渇き

は脱水が始まっている証拠であるため、渇きを感じてから飲むのでなく、渇きを感じる前に水分

をとることが大切であるということが言われているということです。 

 水分が不足がちなときは、おおむね寝る前、前後、そしてスポーツの前後、入浴の前後、飲酒

の後などは水分をとることが特に大切であると言われます。 

 水分に適している飲み物としまして、水、ほうじ茶、カフェインなしのお茶、麦茶、ペットボ

トルやペットボトルタイプの水出し茶のティーパック、色を濃くするためにカフェインが含まれ

ている。これは、紅茶やウーロン茶の素を入れているというようなことで、要注意ということだ

そうです。 

 そして、水分補給に適していない飲み物、利尿作用のあるカフェインが入っているもの。カフ
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ェインが含まれている代表的ものには、コーヒー、緑茶、ウーロン茶、紅茶などがあるそうです。

特に大量に汗をかいた後は、スポーツドリンクがよいそうです。スポーツドリンクには、エネル

ギー補給に必要な糖分、疲労回復効果のあるクエン酸などが含まれているということであります。 

 一応、私なりに調べていただきましたので、ここで皆さん知っていらっしゃる方もいらっしゃ

いませんけど、一応ここでこういうことを言わせていただきます。 

 続きまして、中学校の部活動に際する対策ということで、質問いたします。 

 本県の中学生の日曜日の運動部活動時間が、男子は８時間１２分、２年連続で全国で１位、女

子は７時間５１分ということで２位ということがスポーツ庁の２０１７年度調査でわかっている

ということです。 

 本件につきましては、民間のスポーツクラブなどの受け皿がないということも背景にあるので

はないかと言われております。このようなことに対しまして、中学校の部活動に対しましての考

え方といいますか、どのように考えていらっしゃるかを伺いたいと思います。 

○議長（池邉 美紀君）  教育長。 

○教育長（宮内 浩二郎君）  本町の平成２９年度の中学校の土曜、日曜日の運動部活動時間につ

いてですが、男女ともに県平均時間を超えるものでありました。 

 具体的に言いますと、男子が５４分の増、女子が約２９分の増でした。スポーツ庁が平成

３０年３月に運動部活動のあり方に関する総合的なガイドラインを策定、公表をいたしました。 

 策定の趣旨につきましては、顧問となる教師の長時間労働や生徒が望む専門的な指導に応えら

れていないこと等の課題や勝つことのみを重視した過度な練習により、生徒の心身のバランスの

とれた発達を妨げるという問題等であります。 

 また、少子化が進む今後において、生徒がスポーツに親しめる基盤として運動部活動を持続可

能とするためには、抜本的な改革に取り組む必要がございます。本町でも同様の課題を抱えてい

るところであります。 

 県の教育委員会は、１０月１日に宮崎県運動部活動のあり方に関する方針を策定、公表しまし

た。適切な休養日等の設定について、週当たり２日以上の休養日を設けることや、活動時間等に

ついての基準が出されました。 

 本町の教育委員会といたしましては、国のガイドラインや県の方針を参酌しまして、今年度中

に町のガイドラインを策定して、できるだけ早く中学校に対して支援及び指導、是正を行ってま

いりたいというふうに思っているところでございます。 

 以上です。 

○議長（池邉 美紀君）  内村君。 

○議員（７番 内村 立澹君）  今年度中に早く徹底した指導を行っていきたいということですね。 
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 そして、同じようなことになりますけども、練習の量から質への転換ということが言われてお

るわけですけども、先生も子供も疲労をとることに休まなければならないというようなことも言

われております。 

 このようなことで、小林市が中学校部活動指導員を市内の中学校へ配置している。普段の練習

のほか、休日の試合引率にも当たり、子供の疲労、教職員の負担軽減ということで、こういうこ

とをやっていらっしゃるというようなことですけども、このようなことにどう考えていらっしゃ

いますか。 

○議長（池邉 美紀君）  教育長。 

○教育長（宮内 浩二郎君）  学校教育法施行規則の改正に伴いまして、この部活動指導員の活用

が全国的に広がりつつあります。小林市で今やっているとこですけれども、本町でも来年度から

この実施に向けて、今、規則等の整備をしているところです。予算も伴います。そういった意味

で実施可能なところから部活動指導員というのに向けて、今、動いているところでございます。 

○議長（池邉 美紀君）  内村君。 

○議員（７番 内村 立澹君）  お互いに連携といいますか、意志疎通を図りながらやっていただ

ければ、やっぱりいろいろ重荷にならないように、負担にならないようにお互いにやって、そう

いうふうにやって取り組んでいただければいいんじゃないかと思います。 

 続きまして、次の質問に行きます。 

 西日本豪雨から農業用のため池の決壊や破裂が相次いでいるということが、緊急点検が進めら

れているということがいろいろと新聞等にも載せられていました。 

 本町第２地区には池がたくさんあります。灌漑用水、宮田池、大谷池、前山池、堂領池という

ふうに大きな池もあります。その中で決壊すれば、今の雨の降り方というのは小時間で物すごい

雨が降りますから、そういうことに対して被害はないか、このようなことに対して伺っていきま

す。 

 どのように考えていらっしゃるか伺いたいと思います。 

○議長（池邉 美紀君）  農業振興課長。 

○農業振興課長（白尾 知之君）  それでは、町内の農業用ため池の点検状況についてお答えいた

します。 

 ７月の西日本豪雨での農業用ため池の決壊、損壊被害を受けまして、県より農業用ため池の緊

急点検を実施し、報告するよう依頼がございました。 

 ８月７日に点検結果を報告したところでございます。調査対象は、下流域５００メートル以内

にある家屋や公共施設等に被害を与える可能性のある農業用ため池で、町内では宮田池、前山池、

上薗池、堂領池、迫間池の５カ所を点検したところでございます。 
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 報告内容としましては、堤体、洪水吐き、取水施設、堤体周辺の斜面と法面での陥没、亀裂、

損傷、浸食等がないかを確認し、異常がなかったことを報告したところでございます。 

 以上です。 

○議長（池邉 美紀君）  内村君。 

○議員（７番 内村 立澹君）  異常がないということですけども、結局、この池はやっぱり土地

改良区がいろいろと携わっていろいろな仕事をなされているわけですけども、やっぱりその中で

問題がなければいいわけですけども、やっぱり今後、土手が決壊する恐れがあったりいろいろと

んでもない雨が降ったりするから、やっぱりこういうことには注意をしていただいて、お互いに

そういう連絡を取り合いながらやっていただければいいんじゃないかと思っております。 

 続きまして、牛・豚など２９万７,８００頭が犠牲となり、本県に多大な被害をもたらした

２０１０年の口蹄疫は、８月２７日で８年目を迎えました。口蹄疫発生前にいた５５頭の種雄牛

は殺処分によって５頭に減りましたけど、現在は、発生前までの水準に回復しております。 

 宮崎牛生産のかなめである種雄牛の世代交代が今進んでおります。最近の種雄牛では、口蹄疫

の激震となった西都児湯生まれのマンテンシラキオ、カネンアシュウギュウが歴代トップの成績

を残すということで期待が集まっております。 

 非常にそういう出ていますけれども、そういうとこから、都城、三股地区、そして都城農業を

中心としてやっぱり北諸盆地からもやっぱりそういう種雄牛を出してもらえるように、そういう

取り組みをなされているかということになってますけど、取り組みをしてもらいたいというよう

なことなんですけども、このようなことに対しましてどのようか伺いたいと思います。 

○議長（池邉 美紀君）  農業振興課長。 

○農業振興課長（白尾 知之君）  それでは、都城北諸管内におきます種雄牛の造成の取り組みに

ついてお答えしたいと思います。 

 管内の種雄牛造成につきましては、まず、ＪＡ都城を事務局とする都城和牛育成組合におきま

して、管内の約２万頭の肉用繁殖牛を遺伝的優劣から序列化し、上位５０頭を選抜した中で、血

統に応じて指定種雄牛を交配していきます。 

 その産子の中で、雄が産まれた場合、発育、体型及び損徴を考慮した上で、県の畜産試験場に

移行し、１年間の直接検定試験を経て合格した牛のみ種雄牛として宮崎県家畜改良事業団にて使

用されます。 

 家畜改良事業団では、精液を採取し、試験精液として県内に配付され、交配後の産子の肥育成

績によって種雄牛の評価を行うものでございます。管内では、できるだけ早く種雄牛の評価を得

るため、農家の理解と協力のもと試験精液の交配及び肥育を目的とする産子の管内保留を支援す

る取り組みを実施しているところでございます。 
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 以上です。 

○議長（池邉 美紀君）  内村君。 

○議員（７番 内村 立澹君）  いろんな取り組みをなされているということですけども、繁殖、

生産をする方が大分減っていらっしゃいますけども、やっぱり地域の中で種雄牛をつくったら、

その地域の方に、農家に渡る授精師さんのストローを精液配付をすると、やっぱり地元をやっぱ

り優先的に配付されるというようなことですけども、やっぱり地域でそういうのをつくってもら

いたいわけです。 

 そして、やっぱりそういう取り組みを都城、三股農協を中心としてやっぱりそういうすばらし

い種雄牛をつくってもらいたいわけです。 

 この和牛だよりというのがちょっと回ってきたわけですけども、全国登録協会のこの中で、全

国の種雄牛の父別の頭数的な割合もここに載っていますけども、鹿児島県と宮崎県が大半を占め

ていますけども、やっぱりですね、これは。やっぱり、その割合というものは、鹿児島県がもう

上位なんです。もうすばらしい種雄牛をつくっていらっしゃる、牛、やっぱりですね。 

 宮崎県もやっぱりそういう種雄牛をつくってもらって、今、種雄牛が出ているのが、南那珂地

区とか小林地区、西諸の小林です。宮崎、西都児湯、都城からなかなかいいのが出ていないから、

みんなやっぱりそういうことを、ちょっとそういう話も聞きますから、そういう中で今回は質問

させていただきましたけども、なかなか難しいことですけども、やっぱり鹿児島なんかは今度の

また次の全国和牛農林共進会につきましても、いろいろ対策的な事業が取り組みがいろいろ、今

からもう始まっていらっしゃいますから、そういうことで、やっぱり都城市と三股町と都城農協

さんを中心としたこういう協議会もあると思いますので、その中ですばらしい種雄牛をつくって

もらいたいというようないろんなやっぱりありますけど、そういうことに対しましてぜひ出して

もらいたいと思いますけど、どうですか。 

○議長（池邉 美紀君）  農業振興課長。 

○農業振興課長（白尾 知之君）  先ほど申しましたとおり、県内には育種組合という組織が、例

えば南那珂地区、あと小林、宮崎、県内に６育種組合がございます。それぞれ新たな種雄牛を造

成するための取り組みをしているとこなんでございますけども、一つはやはり県内の種雄牛の血

液といいますか、血縁、これが余り近くならないようにそれぞれ育種組合において種雄牛を造成

しているというのが実態でございます。 

 ただ、先ほどの精液の問題ですけれども、精液につきましては、今はそれぞれの育種組合でで

きた種雄牛の精液につきましては、その育種組合が２分の１を精液を取得しまして、残り２分の

１は、ほかの育種組合で母牛頭数によって配分されるというような状況になっていますので、そ

の育種組合でできた種雄牛は、そこの地域だけ使われるということじゃなくて、県内で広く使わ
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れるということでございますので、昔みたいな偏った精液の配合はないというところでございま

す。 

 あと、鹿児島県については、一つは県のそういった種雄牛を造成する機関もありますが、鹿児

島の場合は個人のブリーダーがかなりいまして、非常に競争力が高い。それと、そういった種雄

牛を造成する箇所が多いというのが一つございますが、鹿児島県が今、全国で一番注目を浴びて

いますけれども、宮崎もそれに劣らないような種雄牛のラインナップはできているというふうに

思っております。 

 以上です。 

○議長（池邉 美紀君）  内村君。 

○議員（７番 内村 立澹君）  地元が２分の１、あと２分の１がほかの町村に配付されるという

ことですけども、ぜひやっぱり鹿児島県は個人の確かに多いです。個人の民間で個人の種雄牛を

持っていらっしゃる方が多いですね、やっぱり。宮崎県はいない人はいないわけですから、それ、

県が管理しているわけですから、それはです。なかなか宮崎県と鹿児島県の違いというのはそこ

にあるわけですけども、そこあたりはなかなか一長一短あると思いますけど、やっぱりその中で

お互いにやっていく中でできるレベルアップになっていくと思いますので、やっぱり、今、都城

のほうが小林のほうに抜かれて、頭数的にももう多くなっている状況ですから、その中で、やっ

ぱりそういうことにぜひ取り組んでいただきたいと思います。 

 今回、大きく３つに分けて質問をいたしました。計画につきましては、いろいろと実行してい

ただくとこは実行していただいて、計画的な。今後、いろいろと前より協議する所は協議をして

いただきたいと思います。 

 一般質問を終わります。 

癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡 

○議長（池邉 美紀君）  それでは、これより１０時５５分まで本会議を休憩します。 

午前10時43分休憩 

癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡 

午前10時55分再開 

○議長（池邉 美紀君）  休憩前に引き続き本会議を再開します。 

 発言順位２番、指宿君。 

〔９番 指宿 秋廣君 登壇〕 

○議員（９番 指宿 秋廣君）  発言順位２番、指宿です。通告しておきました３点について、執

行部の見解をお聞きをしたいと思っております。 

 まず、学校の登下校の安全対策についてということで、登下校時の街灯の設置はどのように把
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握されているのかということでありますが、一般行政のほうで街灯設置がＬＥＤで終わっていま

す。しかし、教育委員会が設置した、特に下校でしょうけれども、通学路につきましては、蛍光

灯で設置がされております。その経緯、それから、数の問題、そしてその点検、そういうものに

ついてはどのように把握されているのかをお聞きをしたいと思います。 

 あとは質問席から行います。 

○議長（池邉 美紀君）  町長。 

〔町長 木佐貫 辰生君 登壇〕 

○町長（木佐貫 辰生君）  学校の登下校時の安全対策について、①登下校時の街灯の設置はどの

ように把握しているかというご質問に回答させていただきます。 

 本町の基本的な考え方としまして、集落内の防犯灯については総務課での設置、集落外での中

学生の通学路については、部活動の帰りの安全確保という観点から、教育委員会において対応し

ているところでございます。担当課が総務課と教育委員会というふうに分かれておりますから、

各課長から回答していただきます。 

○議長（池邉 美紀君）  教育課長。 

○教育課長（鍋倉 祐三君）  教育委員会が管轄する街灯についてご説明させていただきます。通

学路の街灯設置については、平成１９年度から取り組んでおり、設置の基本的な考え方としまし

て、集落と集落の間が離れていて人家もなく、どこの自治公民館も防犯灯を設置していない場所

を対象とするというふうに設置基準を設け、現在、１６５基を設置し、電気料も教育委員会で支

出しているとこでございます。さらに、複数の地区の生徒が通る夜道の危険な場所にも例外的に

設置するなど、対応しております。 

 通学路の街灯につきましては、現段階では、ある程度の整備は行われたとの観点から新設は行

わず、既存街灯の修繕のみ予算措置している状況です。しかし、設置から複数年が経過しており、

集落の変遷や人口の移動で通学路の状況にも変化が予想されます。今後は、学校、ＰＴＡ、地元

などのいろいろな要望を踏まえながら、関係各課とも連携を図り、検討させていただきたいと考

えております。 

 以上です。 

○議長（池邉 美紀君）  総務課長。 

○総務課長（黒木 孝幸君）  防犯灯の設置についてご説明いたしますと、防犯灯は、地域の自治

公民館からの要望に応じまして町が設置しているところでございます。設置後は、自治公民館に

おいて電気料の支払いや維持管理が行われているところです。 

 以上です。 

○議長（池邉 美紀君）  指宿君。 
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○議員（９番 指宿 秋廣君）  それでは、通告が通学路というふうになっておりますので、教育

委員会にお聞きをいたしたいと思います。 

 修繕のみ行っているということでありますが、要するに、その修繕等についてはどこから来た

ときに修繕をされるのか、自分たちで点検して回られているのか、集落外ですから、自治公民館

にとっては所管外ですよね。自治公民館の電気料を払う集落内であれば、自分のところで不備が

あれば連絡が来るでしょうけども、自治公民館ではない教育委員会側が通学路として学校が認定

しているところに主につくっているということでしょうから、それについての把握、さっき言っ

たように、どういうふうにされているのか、防犯灯以外の通学路問題について絞ってお答えをお

願いしたいと思います。 

○議長（池邉 美紀君）  教育課長。 

○教育課長（鍋倉 祐三君）  現在、特に教育委員会で定期的に点検しているということじゃなく

て、教えていただいたときに修繕やっているというような状況でございます。 

○議長（池邉 美紀君）  指宿君。 

○議員（９番 指宿 秋廣君）  町が率先してやって、最初設置したときには、大変よかったんだ

ろうと思います。多分、集落間であるけれども、集落の子供さんたちもそこを通るわけですから、

自治公民館も大変喜んだんだろうと思いますが、もう年数がたつと自治公民館長もかわります。

ＰＴＡの役員さんもかわります。行政の担当者もかわります。そうなったときに、そのいきさつ

がどうであったのか、どうしなければならないのかというのが、少し曖昧かなあ。 

 先ほど申しましたように、防犯灯については自治公民館が自分とこで電気代を払うわけですか

ら、常に関心がおありでしょうし、自分たちで不服、不具があるからそうなるでしょう。特に学

校が通学路に使う街灯については、普通の人間は車で行き来するので、車の電気をつけて走るか

ら、そんなに不便はないんです。たとえ、その街灯が二、三個壊れておっても、そんなに苦にな

るものではない。ただ、子供さんにとってはそれは大変なことだろうと思うんです。 

 だから、どういうふうに把握されているのかというのが、ちょっとわからなかったのでお聞き

したわけですけれども、要するに、そういう報告等がない限りは把握しないということですから、

やっぱりそこら辺のところも少し考えられたほうがいいのではないのかな。例えば、そこを一番

使うＰＴＡの役員さん、各地区長がいらっしゃいますよね、中学校。だから、そこに例えば、こ

この地区を使うのはどこだよね、例えば梶山やったら、長田の生徒も通るわけですから、そうな

ると学校に部活等で自転車行くちゅうことは余りないのかもしれませんけども、バスだけかもし

れませんが、そういうところを兼ね備えたところの連絡体制というのが日々あったほうがいいの

ではないのかなと、そうすると、私のこの設定設問しているような問題は、ほぼ教育委員会の中

で把握されているはずだというふうに思うんです。その考え方について要望をしておきたいと思
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います。どういうふうにすれば、教育委員会が汗を流さずに知恵だけ出すことができるかという

ことを考えておいてほしいなというふうに思います。 

 ２番目の問題に入ります。 

 勝岡の新坂の問題です。この延長線ですが、あそこの新坂は、こちらから行くと手前の納骨堂

を左側に入ります。蓼池のほうから来ると、今度は地蔵さんが立ちようですね、要するに崖等が

崩れたときの慰霊でしょう。そうすると、夜暗いときに、どっちから行っても、どっちを通って

も余り歓迎するものではない。ましてや、子供さん、生徒に防災意識を位置づけるために、１年

に１回あそこで慰霊やっていますよね。蓼池以外の子供さんは、１年に１回だから気をつけない

といけないなというふうに思うでしょうけども、１年に１回、毎年これでもかとすり込まれる蓼

池の子供さんにすると、あそこ気持ち悪いと言うんです。要するに、納骨堂はあるわ、要するに

崖崩れてあそこで死亡事故があったわ、ましてや中学生だわという話ですから、そういう目線で、

あそこを夜自転車で通ってみました。とても、老人の私でさえ気味悪いなと思うぐらいですよね。

車なら何も感じません。車で通って、次、自転車で通ってみると、登り、重いです、暗い。 

 そこでですが、そういう感じのところが、ＰＴＡなり蓼池なり６地区の自治公民館長なり、何

らかの連絡が来ていますか、情報があれば教えてください。 

○議長（池邉 美紀君）  教育課長。 

○教育課長（鍋倉 祐三君）  蓼池の自治公民館長５名の連名によりまして、８月３０日に要望書

というのが来ております。 

○議長（池邉 美紀君）  指宿君。 

○議員（９番 指宿 秋廣君）  要望書が来ていると言われていましたけど、要望書もいろいろあ

りますよね、要りませんというのも要望書でしょうから。どういう要望が来たのか教えてくださ

い。 

○議長（池邉 美紀君）  教育課長。 

○教育課長（鍋倉 祐三君）  それで、勝岡の新坂ですね、薄暗いというのがありましたけども、

こちらの要望としては街灯の増設ということで来ております。この件につきまして、三股中学校

の６地区のＰＴＡから新坂沿いの街路灯について、要望があったわけですが、先ほど言ったよう

に８月３０日付で６地区自治公民館長５名の連名にてありました。これを受けて、教育委員会は

もう早急に現場を確認したとこでございます。 

 現在、新坂沿いには、教育委員会が設置した街路灯が納骨堂側に２基、向こう側に蓼池側に

２基ということで、計４基ついております。また、坂の頂上の交通安全地蔵尊の横にも大型の明

るい街路灯があります。しかし、街路灯横のキンモクセイが生い茂っておりまして、新坂方向に

光が届かない状況となっておりました。そこで、地蔵尊敷地を管轄する総務課と協議しまして、
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９月の７日に樹木の伐採作業を行ったところでございます。伐採後は、街路灯の光が新坂方向へ

も届き、安全に通行できるようになり、さらに見通しもよくなり、防犯効果が高くなったと考え

ております。樹木伐採後に要望のありました６地区の館長へも報告したところでございます。 

 今後、現在の状況も検証しながら、増設等についても関係課であります総務課とも協議して検

討していきたいというふうに考えております。 

 以上です。 

○議長（池邉 美紀君）  指宿君。 

○議員（９番 指宿 秋廣君）  冒頭にちょっと申し上げましたけど、蛍光灯とＬＥＤ、要するに

設備がなくても光的にはどうなのかなと思うんですが、行政側はＬＥＤにほぼ換えたという感じ

からいうと、そこもほぼ新たに電気をつけるとなると、電柱かもしくはそれ専用のポールがし立

ってないとやるところがないわけですよね。そうすると、その１本１本の光量をふやす、もしく

は方向性を持たせる、いろんなことが考えられるんでしょうけども、私自身的にいうとＬＥＤや

ったら相当明るいよなというふうに思うんですが、そういう考えた的なところはなかったんでし

ょうか。お教えください。 

○議長（池邉 美紀君）  教育課長。 

○教育課長（鍋倉 祐三君）  今後、交換するときにはＬＥＤというのも検討の一つになると思う

んですが、ただ、判断が同じ形態にすると防犯灯、総務課が設置なのか、教育委員会なのか区別

がつかなくなるというのもありますので、どういう方法がいいのかというのは、また協議しなが

ら検討していきたいというふうに考えております。 

○議長（池邉 美紀君）  指宿君。 

○議員（９番 指宿 秋廣君）  後でわからなくなるというのもわからないわけじゃないですが、

ＬＥＤもいろいろ種類があるでしょうから、行政ではないのをつけるちゅう手もあるでしょうし、

もう少し光量の大きいのを持たすちゅうのもあると思います。 

 特に、あそこの場合は、先ほど申したとおり、途中にはグレーチング等もあって滑るというの

もあるんです。だから、いろいろなことがあそこに重なっていますので、できればそういうこと

も踏まえた上で行ってほしいなというふうに思っておりますので、ただ、樹木を伐採した、それ

は対処療法的にはいいことかもしれませんけれども、ちょっと抜本的に少し見直してほしいなと

いうふうに思っておりますので、要望しておきたいと思います。 

 ３番の問題に行きますが、これは、新聞等に載っていて、全協が途中、それから以後あったん

ですが、このブロック塀についての説明は何もなかったので、私自身は通告をしておきました。

今年度の予算の中に、梶山小学校の壁の撤去というのが予算化されています。そこで、梶山小学

校についての問題だけなのか、ほかにもまだ考えられるのか、梶山でいうと、県道沿いは間知ブ
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ロックですが、そういう崩れるとかちゅう想定の中で、大変高い間知ブロックですね、あそこは

ということも踏まえて、調査をされたのかどうか、ちょっとお聞きをしたいと思います。 

○議長（池邉 美紀君）  教育課長。 

○教育課長（鍋倉 祐三君）  本町の学校などのブロック塀等の構造物に危険性はないのかという

ことです。ことし、６月１８日に発生しました大阪北部地震において、違法建築のブロック塀が

倒壊し、児童が犠牲になった事故を受けまして、本町でも学校内のブロック塀等を職員が調査し

たとこでございます。 

 調査を、高さが１.２メートルを超え、控えブロックがないものを対象に調査いたしました。

その結果、梶山小学校の駐車場用地として購入しました民有地に設置されていたブロックが１基

ございました。また、危険性は低いと思われますが、バックネットに使用されているブロック塀

のうち、基準に満たないものが勝岡小学校に１基、三股小学校に２基、三股中学校に１基あるこ

とが判明いたしました。今後の対策としまして、梶山小のブロック塀と勝岡小のバックネットに

つきましては撤去、三股小、三股中のバックネットにつきましては、修繕で対応したいと考えて

おりまして、今回の補正予算で計上しているとこでございます。 

 以上です。 

○議長（池邉 美紀君）  指宿君。 

○議員（９番 指宿 秋廣君）  あとは議案の中の審議の中に入るんでしょうけれども、要するに

通告したのは、この話の前ですから、そういうことも考えて少し前もって説明をしてもらえると

よかったなというふうに思っています。これは要望として、あとは議案の審議の中で行わざるを

得ないのかなというふうに思っています。 

 ４番の問題に入ります。 

 今度は学校、通学路等々ですけれども、ブロック塀の補修、個人持ちで通学路に、もしくは通

学路と限らんでも危険だと称されるものについて、他自治体においては予算の範囲もしくは要綱

等で、撤去するために補助金というのもやっている自治体もありますが、本町においてそういう

考え方はあるやなしやお聞きをいたします。 

○議長（池邉 美紀君）  都市整備課長。 

○都市整備課長（上原 雅彦君）  通学路の民間ブロック塀等については、地震にて倒壊し、人命

を脅かすことが懸念されております。ブロック塀等は私的財産でありますので、所有者の責任に

おける維持管理が基本的と考えております。町では、まず自己点検の方法を、先ほどお配りしま

したピンクのビラ、こちらのほうを回覧したところであります。また、ホームページにも示し、

各家庭での点検をお願いしているところであります。なお、ブロック塀補修に対する補助金制度

等については、県でも現在検討がなされていると聞いております。県の動向を注視しながら、今
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後、検討していきたいと考えているところであります。 

 以上です。 

○議長（池邉 美紀君）  指宿君。 

○議員（９番 指宿 秋廣君）  宮崎県がどうしているのかは問題として、宮崎市は設けているん

です、宮崎市。それから、ほかの自治体、宮崎県内ではなくて、一番近場でいうと、曽於市は設

けています。曽於市の名前は、危険家屋解体撤去補助金交付要綱なるものが曽於市にはあります。

お金でいうと、３０万円以上の工事で、補助率３０％で上限金額３０万。全部３０で切ってある

からすぐ覚えたんですが、要するに、３０万以上の工事をしたときは該当ですよ、その金額の

３０％補助しますよ、上限は３０万ですよとこう言っているわけです。もちろん、予算の範囲と

ありますから、年間に何件かしか認めていないんでしょうけれども、そういうふうな感じで予算

の範囲内でこういうことをやるというような考え方も必要だろうと思います。曾於市のホーム

ページを見て、こういうのもあります。狭あい道路後退用地等整備要綱、これも要するに平米幾

らか金出しますよ。狭い道路を広くする、もしくは隅切りするときに、家主さんがやっていくと、

その分は町が少しずつ金を出してでもやりましょうねというようなやり方もやっているんです。 

 だから、曽於市のを見ながら考えたんですが、要するに、撤去費用は個人のやから個人でしろ

よと言われたら、それはお金が潤沢にあって裕福な人はそれは急いでするでしょうけど、今、自

分は困っていないんですよね、困るのは通行している人たちが困るわけですので、その呼び水と

してこういうふうな感じなのはどうですかというのが、この趣旨なんですけども、その点につい

てもう１回、答弁お願いします。 

○議長（池邉 美紀君）  都市整備課長。 

○都市整備課長（上原 雅彦君）  今、曽於市のお話がありましたけど、曽於市の話もちょっと調

べてはいたんですけど、町としても予算が伴いますので、今後、検討に値するのかなとは考えて

おりますけど、今後、先ほど言いましたように、県の動向も注視しながら検討していきたいと考

えております。 

○議長（池邉 美紀君）  指宿君。 

○議員（９番 指宿 秋廣君）  曽於市が特別にやっているわけじゃなくて、鹿児島県はいっぱい

やっているところがあるんです。例えば霧島市もそうです。だから、ご存じだということですか

ら、あえて知ったかぶりしてしゃべらんでもいいんでしょうけども、やっぱりそういう感じで撤

去作業を１００％出せとか言っていないんです。ただ、やるための動機づけにどうですかという

ふうにやっていって予算の範囲内と、もちろん、この要綱の中にも予算の範囲内と出てきますか

ら、毎年、予算を見直すときに金額が決まっていくんだろうと思うんですが、そういうふうに個

人のところで壊してくださいよ、見てくださいよと、ピンクでこうしてわかった、だけどどうす
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ればいいのと多分なるんだろうと思います。それをどうにかして行政としても壊してくださいと

言うためには、こういうのをつくっておく必要があるんだろうというふうに思います。 

 町長、ここの問題について、町長にも情報が来ているでしょうから、こういう個人に対する考

え方、意識づけについて答弁ちょっとお願いします。 

○議長（池邉 美紀君）  町長。 

○町長（木佐貫 辰生君）  私のほうもこのブロック塀は大丈夫ですかということでチラシを配ら

せていただきまして、やっぱりいろんな方法があるんだなというのを改めて勉強させていただき

ました。そういう中で、どのような町が応援できるのかというような方法ですけれども、しかし、

今町が補助金制度を設けても、使ってもらわないと意味がないわけです。要するに、曽於市が、

今、先進自治体がやっているということでございますので、そういうのが本当にそれで利用され

ているのかどうか、実際、それから効果があるのか、そういうのも検証させていただきまして、

今、県が検討しているということであれば、県が取り組んでいるその補助制度に町がまた上乗せ

していって、より使いやすいようなやり方をするというのも一つの方法であるというふうに考え

ますので、もうちょっとしばらく時間をいただきまして、検討させていただきたいなというふう

に思っています。 

○議長（池邉 美紀君）  指宿君。 

○議員（９番 指宿 秋廣君）  この問題は、さっき言ったように、前にも質問した危険家屋、要

するに家を壊すときに何だというのも一緒に全部入っているんです。車庫から入っていますし、

倉庫、店舗が入っていますし、この要綱の中を見てみると全てのものが入っているんです。だか

ら、そういう形で、多分呼び水だろうと思うんです。要するにこういうことがありますよと。も

ちろん、補助の対象は当該自治体の工務店さんでないとしませんよというのが、かくしゃとうた

ってありますので、そういうことも考えた上で検討するということであれば、ちょっと広域的に

検討していただきたいと思うし、早急に結論を出してほしいなというふうに思っているところで

す。 

 では、次の問題に入ります。 

 前の議員の方も質問をされていましたので、できるだけ重複しないように質問をしたいと思い

ます。この１番ですが、本町の小中学校のエアコン設置率が９.９％というふうに新聞に載って

いました。推測するに、プレハブ校舎かなと今一瞬思ったんですが、どういう学校なのか、それ

で間違いないのかちょっと答弁お願いします。 

○議長（池邉 美紀君）  教育課長。 

○教育課長（鍋倉 祐三君）  本町の小中学校のエアコン設置についてお答えいたします。 

 文部科学省が実施した平成２９年７月１日現在の空調設置状況について、８月３日の宮崎日日
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新聞に、県内公立小学校の普通教室における設置率が掲載され、本町の設置率は９.９％という

ふうに掲載されたとこでございます。 

 これにつきまして、昨年度の調査報告書を確認したところ、特別支援学級を含めた小中学校の

普通教室の総数が１１１教室で、そのうち三股西小学校が２教室、三股中学校が９教室となって

おりまして、設置率が９.９％というふうになったところでございます。なお、三股中学校の

９教室にはコンピューター室や音楽室、図書室などの特別教室、こちらの数字が含まれていまし

た。 

 以上です。 

○議長（池邉 美紀君）  指宿君。 

○議員（９番 指宿 秋廣君）  ということは、このマスコミの言うのは普通教室だったけど、本

当はもっと下がるというふうに理解してよろしいんですか。 

○議長（池邉 美紀君）  教育課長。 

○教育課長（鍋倉 祐三君）  本町のエアコン設置されているのは、先ほどおっしゃいましたよう

に、仮設の校舎ですので、実際には１.８％です。現在、今年度の現在の数値は３.７％というこ

とでございます。 

○議長（池邉 美紀君）  指宿君。 

○議員（９番 指宿 秋廣君）  ９.９％も少ないなと思ったけど、３.７％ちゅうたら、またその

３分の１の下かなというふうに思うんですが、要するに、このエアコンをするという自治体が多

分ばあっと手を挙げていくんだろうと思います。 

 ２番の問題に入りますが、独自でエアコンの設置を決めた自治体も結構あります。議員の視察

で山江村に行って、山江中学校を見させてもらったときに、教育長も行かれたでしょうからわか

っていると思いますが、普通教室じゃなくて全部の教室に、エアコンが一つ残らず３台ぐらいに

なっていたです。それから、建物のつくりも違ったです。屋根がこうなっていて、外気温が高い

とき、暑いときには抜けるようになっていました。それでも、普通教室以外についても全てでし

た。 

 一概に、パソコンがＩＴ関連で上にいったというだけではなくて、本当の教育環境、三股中学

校、聞くところによると扇風機が２台というふうに、子供に聞いたら、音がうるさいだけで風が

全然来ないというふうな話を言っていましたので、要するに、人の息がいっぱいばって集まるわ

けですから、だから、扇風機がそこに回したって冷たい空気が来るわけじゃなくて、上のほうは

熱い空気が上に行くわけですから、熱い空気が下に下りてくるだけですよね。そういう感じのも

のなので、このエアコンの問題について、例えば隣の都城市が今議会に補正予算を提案をされて

いるのは、町長、ご存じでしょうか、このエアコン問題で。 
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 ご存じですね、はい。 

 この小さいあれでしたけれども、都城市５４校にエアコンということで、今回の補助ですね、

今回の補正に９,２５０万円の設計委託料を計上したとこれ載っているんです。その補助率がど

うだとか補助金がどうだという前に、なら幾らかかるんよと。都城市はこう出しながらも、末尾

の中では総事業費は２５億と見込んでおります。こう大体の試算はでき上がっているんよね。そ

して、実質的に補助金申請先にはどうなるというのも委託費盛り込んだということなんですが、

今回、私が見過ごしたのかしれませんけども、補正の中に入っていないようでしたけれども、町

長、ご存じなのに見送られた原因は何かお聞かせください。 

○議長（池邉 美紀君）  町長。 

○町長（木佐貫 辰生君）  見送った原因というか、見送ったわけではないわけです。そういう予

算要求が上がってこない以上は、査定もできませんので。 

 しかし、このエアコン設置については、昨年から本町でも全教室にというようなことで検討す

るようには指示しているところでございます。そういう検討の中で、先ほど教育課長もお話しま

したけれども、どういう方法がいいのか、言われるように単独でやる方法もございます。リース

方式でやる方法もございます。国の補助金を使うやり方もございます。あるいは、また国、文科

省が進めているＰＦＩ方式もございます。そういう将来的な負担も考えながら、このエアコン設

置については慎重に検討する、しかし、現状を踏まえると早目、早目の対応が必要だというのは

認識しているところでございます。 

 以上です。 

○議長（池邉 美紀君）  指宿君。 

○議員（９番 指宿 秋廣君）  要するに、本体は多分都城の１０分の１、三股町がやると２５億

やれば２億５,０００万という話が粗い数字としてあるかもしれませんけども、本当にどんぐら

い必要かというのが、都城市がこれが九千何百万ですから、１０分の１にしたら九百何万の全体

的にどこにどうした場合にどうなると、電気料はどうなる、もしくは外部から多分動力か何か引

いてこんと、今のワット数じゃ足りないかもしれません。だから、本設備したときどうなるとか

というのも、全てあった上でさー三股町が足踏み出しますか、躊躇しますかという話が出てくる

わけで、要するに多額に及ぶって多額って幾らやっちゅう話ですよ。だから、ぜひとも全体的に

はどんぐらいなのか、もしくはどういうことが必要かというのは、この補正の中に入れないと、

専門屋さんが、電気の人は多分、三股の役場にいなかったというふうに思っていますのでと思う

んですが、教育委員会として多額に及ぶという多額はどういうふうに算出されて多額と言われた

のか、ちょっとお聞きします。 

○議長（池邉 美紀君）  教育課長。 
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○教育課長（鍋倉 祐三君）  概算ではありますが、一般的に、キュービクルの増設とか配線工事、

電源工事にこういう電気設備工事を含めた場合、１教室当たり３００万円程度かかると言われて

おりますので、それで計算しております。 

 以上です。 

○議長（池邉 美紀君）  指宿君。 

○議員（９番 指宿 秋廣君）  もうちょっと、１教室当たり３００万かかるということですか。

そうすると、都城市は５９校なんです。宮崎市も約１,０００教室なんですけど、計算少し合わ

ないと思うんですが。要するに、だからこそ専門屋さんにどういうことが、例えば三股中学校は

規模が大きいからこういうのぐらい必要ですよ、新たに電気をこれぐらい契約しないといけない

ですよ、長田小学校は教室が少ないからこんぐらいですよというふうなのが必要だと思うんです。

だから、どうしてもこの問題、踏み出すか踏み出さんかの以前の問題として、教育委員会の要す

るに概算で話をする、割り算をするぐらいやったら、この新聞紙上の私の見たものでできるわけ

ですけども、そうじゃなくて、各学校ごとにいろんな特殊事情もあるでしょうし、普通教室をし

たときに幾ら、いや、音楽室とか理科室とか、そういうのも入れたときには幾らとかそういうの

が各学校ごとにあって、何年計画というのが次に出てくるんだろうと思うんですが、ぜひともそ

ういう予算措置をされる考え方ありますか。ちょっと、要求が聞けないと町長が言うんで、要求

してくださりますかちょっとお聞きします。 

○議長（池邉 美紀君）  教育課長。 

○教育課長（鍋倉 祐三君）  先ほど申しましたように、現在は直轄方式にするのかリース方式に

するのか、あるいは民間を活用したＰＦＩにするのか、その方式を今検討している段階でござい

ます。 

 今、おっしゃられたように直轄でやる場合は、当然、設計が必要になりますので、その場合は

専門業者へ委託する補正予算を組みたいというふうに考えておりますが、現在のところ、直轄す

るのかどうかを含めて、また方式を検討中ですので、まだ至っていないとこでございます。 

○議長（池邉 美紀君）  指宿君。 

○議員（９番 指宿 秋廣君）  その答弁おかしいですよね。要するに、基礎があって、直轄でし

たら幾らかかる、だからＰＦＩでやります、だからリースでやりますという物差しがほんごとの

物差しがないで、どっちがいいかいうたら、口のうまいやつのほうに行きますと今言っているわ

けですよね。そうじゃなくて、直轄でやった場合にもこんだけかかるんですよというふうなのが、

まず必要だと思うんです。要するに、誰でも家をつくるときにどれぐらいかかるかと試算するん

です。そして、受けがいいのか直営がいいのかと考えるわけですから、そこら辺が、まず、総体

的といえ、どんだけ何小学校はどんぐらい要るというのを全て把握した上で、ＰＦＩは三股中学
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校はＰＦＩがいいだろう、長田小学校は小さいので直轄でもできるというふうに、取捨選択がで

きるか、全部丸抱え、小中学校、三股町内の小中学校全てでＰＦＩでやるのか直轄でやるのかと

いう話もあるでしょうけども、一つ一つ個別に考えるちゅうのも必要だと思うんです。ぜひとも、

先ほど言った、設置しろと言っているんじゃないです。委託費を、都城市もどげんするか書いて

いないんですよ。要するに、これぐらいの予算をして、各学校したときにはどうなるかというの

の委託費を計上しましたとこう言っているわけですから、それが必要だと思うんですけれども、

再答弁お願いします。 

○議長（池邉 美紀君）  教育課長。 

○教育課長（鍋倉 祐三君）  先ほど、概算でいくと１教室当たり３００万というふうに言いまし

たが、現在、専門業者にお願いして、ある程度の図面をお渡しして、ある程度詳細に近い形での

リースした場合幾ら、あるいは直轄した場合は幾らぐらいという形の概算というのは、今、お願

いしているとこでございます。 

 だから、教室に単純に３００万かけるというんじゃなくて、それぞれの教室の面積、それに応

じたどのくらいの容量が必要とか、その辺を含めた形でのある程度の概算、それについては、今、

専門の人にお願いしているとこですが、詳細設計という形では、ちゃんと今後予算要求していか

なければならないというふうに考えております。 

○議長（池邉 美紀君）  指宿君。 

○議員（９番 指宿 秋廣君）  よくわからないんですけども、その業者に頼んだということは、

その業者がするかもしれんと本人は思って見積もりするのかなというふうに思ったんですが、や

っぱりそうじゃなくて、第３者的に引いてするためには、明確な数字をつかんでおく必要がある

だろうというふうに思いますので、その業者に頼んだらどうだと、その業者にさせるのか、させ

なくて見積もりだけとらしよったらそれどうするのという話ですよね。建設業やってん、ここの

舗装すりゃ幾らかかると聞いちょって、いやいや、それは予算ですよちゅう話、いやいや、でき

は別ですよちゅう話したら、その業者どうすんのちゅう話です。だから、そうじゃなくて、基盤

を全部設計しておいて、ちょっと次の段階にぜひとも走ってほしいというふうに思います。 

 都城市はこういうふうに９,２５０万円というふうに明確に今年度、今補正予算に、今議会採

決されたでしょうけども、なっているということもちょっと見ていただいて、どういうふうに考

え方でこうなっているのかというのも、それから、都農町は多分、日本で２番目のふるさと納税

なので、ふるさと納税で今ゼロだけど、全部やりますとこう言っていますよね。だから、そうい

う考え方でいうとふるさと納税だってこういう使い道としてはできるのかなあというふうに思い

ますので、そういうことも踏まえた上で、検討を雑にするんじゃなくて、実際じゃあどうすると

いうところまで予算計上した上で行ってほしいなということを申し添えておきたいと思います。 
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 ぜひとも、もう一回、町の財政として金少しかかるかもしれませんけれども、やっぱり正確な

数字が出るようなことを要望しておきたいと思います。 

 最後の問題に入ります。 

 去年の１２月議会でも質問をしたんですが、長田地区の危険箇所の問題等々の５地区の公民館

が避難場所に指定できない危険箇所にあるとかという話をしたんですけども、今回も１つだけ、

消防の詰所に限ってのみ質問を上げておきました。 

 町長答弁の中で、議事録でいうと、町長が言われた「今後の課題としまして、この５地区分館

と消防団の詰所、これについても、もう以前からずっと認識はしております。ただ、これについ

てどういう順番でやるか、そのあたりはまた十分検討させていただきたい」というふうにご答弁

になっているんですが、公民館は確かにお金だって相当かかるでしょう。つくるとなったら壊す

というのも要りますから、別にまた要るんでしょうけども、あえて詰所というふうにさせていた

だきました。今回も避難準備等々、台風２４号、２５号も出たんですが、詰所だけでも町の持っ

ている土地でも、あの県道沿いにないといけないということじゃないでしょうから、詰所だけで

も、５部の詰所だけでも移設、移転は考えられないか質問いたします。 

○議長（池邉 美紀君）  総務課長。 

○総務課長（黒木 孝幸君）  ただいまのご質問ですけども、第５部の消防詰所につきましては、

急傾斜地崩壊危険箇所でありまして、かつ土砂災害防止法による土砂災害警戒区域に入っている

ため、第５地区の防災拠点施設という観点からも、早目の移転が必要だと認識をしております。 

 そのことから、今回、町の総合計画に基づきます３カ年実施計画も検討中でありますけども、

それでも第５部の詰所の移転建てかえを検討しているところです。移転候補地としましては、町

有地を優先的に、かつ安全な場所を検討しているところであります。今のところ、消防詰所のみ

の建設を考えておりますけども、現在でも、お話にありましたとおり第５地区分館も同様に土砂

災害警戒区域に含まれているところでありまして、公民館施設と消防詰所を併設した防災拠点施

設の検討も考慮する必要はあると考えているところであります。 

○議長（池邉 美紀君）  指宿君。 

○議員（９番 指宿 秋廣君）  詰所だけでもということでしましたけど、５地区の分館について

も答えがありました。理想は同じところにあったほうがいいんでしょうけれども、ぜひとも一緒

のところちゅうことではないと思いますので、やっぱり先ほどありました５部の詰所だけでも、

消防団が詰めとったら土砂崩れで詰所ごと埋まったといったら、笑い話どころの話沙汰じゃなく

なってしまいますので、今は第５地区の分館については、避難場所じゃないから無人だというふ

うに思うんですが、詰所については道具等があるわけですから、必ずそこに寄ると思うんです、

消防団員が。その今度の総合計画の中に入れていくということですけれども、ぜひとも来年とい
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うかことしの３月議会の、３１年度はないのかな、２０１９年度の予算の中にぜひとも詰所だけ

でも入れてほしいと思っておりますが、町長、答弁お願いします。 

○議長（池邉 美紀君）  町長。 

○町長（木佐貫 辰生君）  先ほど、総務課長が回答しましたように、３カ年実施計画にもこの詰

所だけの移転ですけれども、そちらのほうを掲載させていただいたところでございます。先ほど

ありましたように、移転工事、町有地というようなことで、今現在、場所の選定等、内部で検討

をさせていただいております。あとは地元消防団、そしてまた地元公民館とも連携しながら場所

の特定を含めて、そしてまたありました公民館施設もございますんで、それと併設するとなると

時間もかかりますし、大変多額の予算も必要になりますので、とりあえず消防団詰所だけでも移

転ができないかというとこも今後地元と相談させていただきながら、早期な結論を出して移転の

事業ができるように努力をしたいというふうに考えています。 

○議長（池邉 美紀君）  指宿君。 

○議員（９番 指宿 秋廣君）  １２月の質問を議事録を見ながら、いろいろ思ったところでした。

それで、前向きな答弁があって、多分、５地区の人たちも消防団にお世話になっている人たちが

いっぱいいらっしゃるわけですから、安心されるんではないのかなというふうに思っています。 

 町有地も、遊休地、長田の地区にはその目で見ると結構、今、児童館はどうなっているのかわ

かりませんが、児童館跡、そういういろいろな敷地が課を超えないといけないという条件はあり

ますけれども、その目で見ると結構あるので、町側に一日も早い移転ができますようにお願いを

しまして、私の質問を終わりたいと思います。ありがとうございました。 

癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡 

○議長（池邉 美紀君）  これより１３時３０分まで本会議を休憩します。 

午前11時43分休憩 

癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡 

午後１時30分再開 

○議長（池邉 美紀君）  休憩前に引き続き本会議を再開します。 

 発言順位３番、森君。 

〔２番 森 正太郎君 登壇〕 

○議員（２番 森 正太郎君）  発言順位３番、森正太郎でございます。私は、日本共産党を代表

いたしまして、一般質問を通告にしたがって行ってまいります。 

 まず初めに、小中学校のエアコン設置についてお尋ねをいたします。 

 ことしの夏は猛暑ということもありまして、各地で熱中症の緊急搬送が相次ぐというニュース

が皆様ご存じのことと思います。今度の議会でも多くの議員さんがこのエアコンについて質問を
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しております。傍聴の方もいらっしゃいますので、重複しているところもご答弁いただければな

と思います。 

 ６月議会で、学校環境衛生基準の改正によって教室の望ましいとされている温度が、以前まで

は１０度以上３０度以下とされていたものが、１７度以上２８度以下が望ましいという基準が改

正されたことを受けて、かつ、また文教の町三股というスローガンを具体化するという点からも、

最適な学習環境を整えるという立場から、教室の気温の計測をするべきではないかと質問を行い

ましたところ、教育長からは、現在、年２回計測する規定になっているところを年間回数をふや

して測定することが大事だという答弁をいただいたところであります。 

 各地の状況を、昨年の７月２日から９月２日までの熱中症による救急搬送は全国で４万

３,６９３名でした。ことしの同じ時期の救急搬送者数は８万２,０５３名、昨年と比べるとほと

んど２倍に迫るほど激増しております。 

 きょうの朝のニュースでもやっていました、温暖化が進んでいると、この１００年で１.５度

ほど気温が上がるのではないかと言われております。 

 気温については、ことしのような猛暑や酷暑もあれば、冷夏、寒い夏もあるんですけれども、

近海の海面水温というのを見ると、この１００年で、もう既に１.１度上昇しているということ

が発表されております。日本近海に限って言いますと、１.７度の温度上昇もあると。世界基準

を上回って、この日本はどんどん暑くなっているんではないかと思います。 

 改めてお尋ねいたしますけれども、気候変動、温暖化と言うと何か大きなスケールのように聞

こえますけれども、学びやにも密接にかかわっていることではないでしょうか。今、子供たちが

どんな環境で生活し、また、学習しているのか、クーラーのきいた部屋ではなかなか実感ができ

ないのではないかもしれません。 

 改めて、小学校中学校の気温の計測が個別に行うことができないでしょうか。お尋ねをいたし

ます。 

 続きましては、質問席から行います。 

○議長（池邉 美紀君）  教育長。 

○教育長（宮内 浩二郎君）  学校の気温計測についてのご質問にお答えいたします。 

 議員がおっしゃるとおり、今年度、学校環境衛生基準の一部改正に伴いまして、これまで夏は

３０度以下、冬は１０度以上であるということは望ましいとされていたものが、改正によりまし

て、夏は２８度以下、冬は１７度以上であることが望ましいというふうにされたところでありま

す。 

 しかしながら、温熱環境というのは温度のみならず、相対湿度、あるいは気流等によっても影

響を受けることから、これらを総合的に考慮した対応をすることが求められております。 
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 これらのことから、長田小学校では、温度湿度計を全学級に設置し、温度や湿度を確認してお

りますが、ほかの学校においては、各階ごとに設置し、計測、確認をしているところでございま

す。 

 また、体育館におきましては、全ての学校において設置しまして、体育の授業や集会等におけ

る環境整備の一次手段としているところであります。 

 子供たちのよりよい学習環境を成立するためにも、各教室での温度、湿度の計測は必要である

というふうに考えております。 

 順次、温度計、湿度計を整備していけるよう、町長部局とも協議しながら進めてまいりたいと

いうふうに思っております。 

 以上です。 

○議長（池邉 美紀君）  森君。 

○議員（２番 森 正太郎君）  ただいま各学校で温度湿度計を設置して計測をしているというふ

うにご答弁いただきましたけれども、その統計みたいなものは、日割の何日は何度、何日は何度

というのはつけていらっしゃるんでしょうか。 

○議長（池邉 美紀君）  教育長。 

○教育長（宮内 浩二郎君）  全ての統計、各学校等細かなデータは届いていなんですけども、あ

る学校で、例えば先ほど言いました湿度気温、その他、暑さ指数といったものを出している学校

はございました。 

 その中で、暑さ指数、いわゆるＷＢＧＴ、この指数によって熱中症の危険度が幾ら、数字が幾

らになったら危険ですといったものが出るのがあるんですが、その中で、特徴的なことを申しま

すと、梶山小学校の例を申しますと、８月２８日、２学期が始まってすぐ、そのころの時期なん

ですけれども、大変暑かったようです。熱中症指数が約２８度、一番高いところで、８月３０日

で２９度。この２８度、あるいは２９度は、このＷＢＧＴでいいますと、数字から言いますと厳

重警戒の範囲に入ると。そういうような状況で学校の学びがあったようでございます。 

○議長（池邉 美紀君）  森君。 

○議員（２番 森 正太郎君）  前の議員さんでも、この暑さ指数計というのを利用しているとい

う答弁があったんですけれども、ちょっと聞きなれない言葉で、温度計、湿度計とこの暑さ指数

計とどう違うのかというのがわかれば、ちょっと解説をしていただきたいんですが。 

○議長（池邉 美紀君）  教育課長。 

○教育課長（鍋倉 祐三君）  暑さ指数ですが、外気と人体の熱のやりとり（熱収支）に着目した

指標でありまして、人体の熱収支に与える影響の大きさ、湿度、日射・輻射など周辺の熱環境と

気温、この３つを取り入れた指標であります。 
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 先ほど教育長からありましたように、これが３１度以上になると危険ということで、運動とか、

そういうのは中止すべきであるというような指数であります。 

 先ほど言いましたけど、厳重注意というのは、２８度から３１度ですが、この場合は熱中症の

危険性が高いので、激しい運動とか、持久走とか、そういう体温が上昇しやすい運動は避けるべ

き、運動する場合には頻繁に急速をとって、水分、塩分の補給を行うというような指数でござい

ます。 

 以上です。 

○議長（池邉 美紀君）  森君。 

○議員（２番 森 正太郎君）  温度だけではなくて、そういった暑さ指数というので、子供たち

の体にどういう影響があるかというのを測っていらっしゃるということとだと思います。 

 しかし、２学期に入ってすぐ厳重注意という指数が出ていたということで、その際に、学校の

ほうでは対策を何か取られたんでしょうか。 

○議長（池邉 美紀君）  教育長。 

○教育長（宮内 浩二郎君）  内村議員のご質問の中でもお答えしましたように、学校の中では扇

風機の対応だとか、保水液、これは保健室で準備しておりますけれども、それから、水筒の持参、

水分補給をするといったもの、運動場癩癩外での学習のときには日陰を利用する、帽子を着用す

るとか、そういったことで対応しているところでございます。 

○議長（池邉 美紀君）  森君。 

○議員（２番 森 正太郎君）  それは、先ほどの質問の答弁の中では、夏の間は恒常的にされて

いる対策だっていうふうに受けとめがあったんですけれども、きょうは厳重注意の指数になって

いるというのを受けて、その日だけ特別に何か対策を取ったということはあったでしょうか。 

○議長（池邉 美紀君）  教育長。 

○教育長（宮内 浩二郎君）  暑さ指数というのを、教師がそれを把握して子供に注意を喚起する、

そして、自分の自覚症状を訴える。そういったことは教師のほうでやっていますので、学校で特

別に何か、スポットクーラーを準備するとか、そういったほうのところまでは、物理的な対策は

取ってはおりません。 

 子供たちの意識を高めて、例えば、具合が悪いときには我慢しないですぐ訴えなさいとか、そ

ういった教師側の指導の手だてとして、暑さ指数を生かしているということでございます。 

○議長（池邉 美紀君）  森君。 

○議員（２番 森 正太郎君）  例えば子供たちに、きょうは熱中症になるかもしれないからいつ

もより気をつけなさいとか、外での体育をちょっと控えてみるとか、そういう特別な対応があっ

たのかと、把握されているかということをお伺いしているんですが。 
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○議長（池邉 美紀君）  教育長。 

○教育長（宮内 浩二郎君）  日々、この暑さ指数も温度も湿度も変わってきますので、時間でも

変わってきますので、そのときに教師がどういう対応をしたかということまで全て報告は受けて

おりません。 

○議長（池邉 美紀君）  森君。 

○議員（２番 森 正太郎君）  初めて聞いた言葉ですから、厳重注意というのはどのくらいの心

持ちで当たらなければいけないのかというのは、やっぱり実感がないんですよね。 

 私が今、お尋ねしたところによると、どうも避難勧告は出ているけど避難せんでもよかがと、

そういうぐらいの感じなのかというふうな受けとめをしたんですけれども、例えば厳重注意とい

う指数であったとしても、何も対策を取らなかったというふうに取られても仕方ないんじゃない

かと思うんですが、その辺の受けとめ方はどうでしょか。 

○議長（池邉 美紀君）  教育課長。 

○教育課長（鍋倉 祐三君）  先ほど暑さ指数、特に激しい運動とか、そういうのをやめなさいと

いうような指数でもありますので、先ほど内村議員のところで答弁しましたように、例えば体育

館とか、特に体育の授業とか、そういうときにはこの暑さ指数を見て、指数がそういう値を超え

ているときには大型扇風機、そういうのをかけたりとか、そういう形で対策を取っているところ

でございます。 

○議長（池邉 美紀君）  森君。 

○議員（２番 森 正太郎君）  先ほどの教育長の答弁では、個別の教師が、職員がどういう指導

をしているのかというのは、逐一は報告が上がってきていないということだったので、今、課長

がおっしゃられたそういう対策を取っているというのは、取っているんだろうという、何月何日

にそういう対策を取りましたということではないと思うんです。 

 なので、その暑さ指数ですとか、個別の温度、湿度というのを計測しているということであれ

ば、それを緊急事態というふうに捉えて、緊急搬送者がでないようなふうな具体的な対応を取る

と。それが教育長のみならず、役場にも小学校で今、こういう数値になっているからこういう対

応を取りましたというのは、そこはラインを設けて対応を取っていただかないといけないのかと

思います。 

 ２８度から３１度というのが報告するまでもないという数字だ、３１度を超えたときには学校

から報告があるんだというラインがもしあるんでしたら、そのラインをしっかりと自覚をした上

で対応を取っていただかないと、この暑さ指数を置いています、測っています、先生は知ってい

ますというだけじゃ、まだ不十分じゃないかと思います。 

 次にまいります。 
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 熱中症対策を含め、小中学校にエアコンを設置する考えはないかというお尋ねなんですけれど

も、先ほどからご答弁されておりますけれども、きょうは傍聴の方もいらっしゃいますので、も

う一度、方針の説明をお願いします。 

○議長（池邉 美紀君）  教育課長。 

○教育課長（鍋倉 祐三君）  小中学校へのエアコン設置につきましては、町長の所信表明であり

ましたように、全小中学校の全クラスに設置したいというふうに考えております。 

 以上です。 

○議長（池邉 美紀君）  森君。 

○議員（２番 森 正太郎君）  考えは考えでも、時期は未定ということですよね。 

○議長（池邉 美紀君）  教育課長。 

○教育課長（鍋倉 祐三君）  多くの財源を必要としますので、その方法を含めて今、検討をして

いるというところでございます。 

○議長（池邉 美紀君）  森君。 

○議員（２番 森 正太郎君）  小中学校の教室の、今、お伺いした暑さ指数なんかも見ながら、

どれくらいのスピード感を持って対応しなければいけないのかというのは、やはり教育課だけで

はなくて町長も含めて、皆さんで早急に、最優先だということで取り組んでいただきたいと思い

ます。 

 次にまいります。 

 障害者雇用の水増し問題について、とりわけ官公庁における不正についてどう考えるかという

お尋ねでございます。 

 ことしの８月１６日に複数の中央官庁で障害者雇用に水増しがあったとして、各省庁が調査を

していることが明らかになりました。それを受けまして、２８日には各省庁で３,４６０人の水

増しがあったということが厚労省から代表して発表されました。これは３３の国の期間の中で

８割に当たる、国税庁や国土交通省など２７の機関で水増しが行われて、合計６,８６７.５人と

していた、それまでそうされていた雇用者数は、実際はその半数以下の３,４０７.５人だったと。

雇用率は平均２.９４％から法定雇用率の２.３％を下回る１.１９％であったということが明ら

かになりました。 

 こうした結果を受けまして、日本共産党などの野党は、その同日の２８日に国会内で各省に対

するヒアリングを開いて、その中で、各省からはガイドラインを広く捉えて障害者手帳を確認し

ていなかったとか、該当範囲を拡大解釈して、手帳を持っていない人も対象に含めていたという

報告が相次いでおります。 

 今回の調査で、そういう国の機関で障害者雇用率が２.４９％だといわれていたものが
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１.１９％だったと、下がってしまったということについて、日本障害者協議会の代表の藤井克

徳さんは、雇用率が障害者雇用促進法が始まってすぐの４０年前の水準に戻ってしまったと批判

しております。ほかの出席者からも、それをさかのぼっていけば、何万人という人の働く場所が

奪われて、人生が大きく変えられたと、こういう発言が相次いでおります。 

 障害者法定雇用率というのは、ご存じのように、障害者の皆さんの自立を促し、社会参加を補

償するもので、一般の企業では２.２％、また、国・地方公共団体などでは２.５％以上の割合で

障害者を雇用するという義務があります。法定雇用率を達成していない企業、団体については、

障害者雇用納付金として制裁金まで課されていることになっています。 

 当然、積極的に障害者を雇っている大手メーカーなんかからも怒りの声が上がっております。

当事者の障害者団体からももちろん怒りの声が上がっております。 

 この三股町においては、先日の所信表明でも、町長は「自立と協働で創る元気な町みまた」と

いうスローガンを上げまして、まちづくり基本条例を制定し、さまざまな政策を行ってきたとご

報告なさいました。このまちづくり基本条例に目を通しますと、住民みんなで力を合わせて、住

民みんなが住みやすい元気な三股をつくろうという意気込みが私には読みとれました。この住民

みんなという中には、当然、子供、障害者、高齢者、病気の方など、さまざまな方が含まれてい

ると思います。 

 この障害者対策についても、基幹相談支援センターの設置など、政策を打ってこられた三股町

長は、中央省庁で障害者雇用率が水増しされていたということについてどのようにお考えになっ

たかお尋ねしたいと思います。 

○議長（池邉 美紀君）  町長。 

○町長（木佐貫 辰生君）  ただいま障害者雇用の官公庁水増し問題につきまして、種々お話がご

ざいました。そちらのほうと重複するかもしれませんけれども、回答とさせていただきたいと思

います。 

 今回の障害者水増し問題についてでありますけれども、公的機関や民間企業は、ご案内のとお

り障害者雇用促進法により一定割合以上の障害者を雇うように義務づけられているところであり

まして、その雇用率は国や自治体が２.５％、民間企業が２.２％に定められておりまして、雇用

率に算入する対象者は、原則として障害者手帳を持つ人というふうにされております。 

 今回の水増し問題について、政府の調査機関によりますと、国の行政機関の雇用率は昨年６月

で２.４９％と公表をされておりましたけれども、先ほどお話がありましたように、調査後は

１.１９％に半減いたしまして、法定雇用率を大きく下回る結果となったところでございます。

これは雇用数を国のガイドラインに反し、不適切に算定していったことを理由とするものであり

まして、つまり多くの省庁が障害者手帳の交付のない軽度の人など、対象外のケースを雇用数に
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含めていたということであります。 

 また、８月２９日には、共同通信社の集計で。３７府県においても雇用数の不適切な算定があ

ったということが判明しており、その理由は、国と同じように障害者手帳などの確認を行ってい

たケースが中心というふうに報道されております。 

 この問題については、法令を順守する立場の行政機関における行為でありまして、大変遺憾に

思いますし、その背景を明らかにし、早急に再発防止への対策に取り組むことが必要というふう

に考えているところであります。 

○議長（池邉 美紀君）  森君。 

○議員（２番 森 正太郎君）  大変遺憾で再発防止に努めるべきだというふうにお答えがありま

した。 

 宮崎県でも障害者雇用に計上している８３人を雇っていると言われていたうち９人の水増しが

明らかになっております。 

 三股町も、当然、地方公共団体ですので、２.５％の法定雇用率になっていると思います。本

町の障害者雇用の実績とそこに不正はないか、ズバリお尋ねしたいと思います。 

○議長（池邉 美紀君）  総務課長。 

○総務課長（黒木 孝幸君）  本町の職員の障害者の雇用人数と雇用率についてお答えいたします。 

 現在、三股町職員のうち障害者雇用人数として把握しています職員数は、平成３０年６月現在

で４名で、雇用率が３.５１％となっています。法定雇用率は２.５％であることから、達成でき

ている状況となっています。また、雇用率の引き上げ前は２.３％の平成２９年度も３.４１％と

なっておりまして、達成できている状況となっております。 

 役場の障害者雇用率の算定は、平成１７年に策定されました国のガイドライン指針に従いまし

て、障害者であることの確認については、口頭での申告等によるものではなく、本人の同意に基

づき、手帳の写しの提出により行っておりまして、障害者手帳を持っている人のみをカウントし

ております。 

 よって、適正な算定を行っているというところです。 

○議長（池邉 美紀君）  森君。 

○議員（２番 森 正太郎君）  平成１７年より手帳の提出によって算定を行っているということ

で、本町では、この障害者雇用率の算定に対する不正はないということで、今、ご答弁いただい

たと思います。 

 三股町に限らず、障害者を雇用している団体というのは当然多くあるわけでありまして、何で

こういう不正があるのかというふうに考えると、障害者を雇って仕事をするということが大変と

感じる団体や方がいらっしゃるからかと思います。 
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 当然、身体障害者、知的障害の方、精神障害の方、こういう方々を職場から省いて健常者だけ

で仕事をするということになれば、当然、能率は上がるかもしれないです。仕事の作業の効率と

いうのは上がるかもしれないです。 

 しかし、ある大手メーカーの採用担当の方はダイバーシティの考えのもと、その会社の業績に

とっても、障害者の方を含め、さまざまな事情をお持ちの方を雇用するということは、その会社

の成長のためにもなるというふうなコメントをしている方がいらっしゃいました。 

 ダイバーシティというのは、日本語にすると多様性ということです。さまざまな事情をお持ち

の方、さまざまな方々が同じところで作業をする、同じところで仕事をするというのは、一見不

都合に見える、一見やりにくいというふうに見えるかもしれませんけれども、やはりそれがその

団体の底力を引き上げるというふうにそのメーカーの方はおっしゃっているわけです。 

 率直に、この障害者雇用促進制度について、町長はどのようなお考えをお持ちか、率直にお尋

ねしたいと思いますけれども。 

○議長（池邉 美紀君）  町長。 

○町長（木佐貫 辰生君）  まず、今回の過大計上の言い訳というのが、法令解釈や通達の拡大解

釈、また認識不足などという弁解、弁明がありますけれども、これは法令に基づき、仕事を進め

る公務員としては大変言語道断と言いますか、とんでもないというふうに感じを持っております。 

 そういう中で、今回のこの役所で障害者の方がどのような仕事をするのが適当なのか、先ほど

言いましたダイバーシティというお話もございましたけれども、なかなか難しい面もございます。

そういう実態等を十分認識しながら、数字だけを求めるんじゃなくて、中身を求めていく、どう

いう仕事をしていただけるか。 

 先ほどありましたように、例えば知的障害者を雇う、あるいは精神的な障害のある方を雇うか

らと、その方に今度は一人の公務員がついていくような形で、余計に仕事がふえる部分もござい

ます。そういう意味合いでは、仕事の中身も精査しながら、そして、障害者の方をどう生かすか

というところも十分研究しながら、把握しながらダイバーシティを目指していく、そういう努力

が必要なのかというふうに思います。 

 ですから、数字というのは一定程度必要なハードルでございますので、そこを求めながらも、

やはり障害者の方が適正に働ける環境をつくると、そういうものを求めていくことが大事かと思

います。 

 先ほどありましたように、大企業ではいろいろなところで、そういう多様性を重視していると

ころもございますけれども、そうでないところもございます。例えば、障害者の方々を農業の一

作業に、要するに雇用率を達成するために、そういう第三者機関みたいな仕事をさせながら、そ

して、そういう達成率を確保しているというところもございます。それがいいかどうかというの
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は、また疑問になるところではございますので、そういう意味合いでは、やはり障害者の方をど

う生かすか、どういう仕事があるのか、どういうふうな形でのバックアップが必要かを含めて、

研究、検討する余地があるのではないかというふうに思っております。 

○議長（池邉 美紀君）  森君。 

○議員（２番 森 正太郎君）  今、町長の答弁の中で、障害者の方、雇用をされている障害者の

労働者の方をどういうふうにバックアップしていけばいいかというふうなご答弁がありました。

また、仕事によっては例えば職員の手がバックアップに割かれてしまうということもあり得ると

いうふうな答弁もありました。 

 この議場を見ても、例えば車椅子の議員がいたらどうかと。階段になっています。車椅子の議

員がいたら、結構そこの通路も狭いですし、上がってくるまでにかなり手間はかかると思います。 

 また、傍聴席を見ても、扉は重たい、階段は急、そして狭いということで、なかなか高齢の方

や身体に障害をお持ちの方なんかは入りにくい環境になっているのではないかと思います。 

 こういう誰にでも使えるような環境という、みんなが使える環境というのを考えたときに、こ

れが余計な仕事と考えるのか、それとも、我が町をよくするための必要なことと考えるのかとい

うところは、やはりこれから大事になっていくのではないかと思います。 

 おっしゃるとおり、数字を求めると言うだけではなくて、その中身、内容というのも重視して

町長はこれからもやっていかれると思います。 

 今後、三股町で不正が行われるとは考えたくありませんけれども、今度の事態を受けまして、

例えば、何か今までやってきたこと等、何か対策を新たに取るというお考えがあればお伺いした

いと思います。 

○議長（池邉 美紀君）  町長。 

○町長（木佐貫 辰生君）  特別に新たな対策というのは考えておりません。本町では、障害者手

帳、本人の申告に基づいてしっかりと検証してこの数値を上げるということで、今まで同様の取

り組みをさせていただきます。 

 それと、ことしから正職員、そちらのほうの雇用という形での採用もさせていただきました。

できるだけ職員の中にも、先ほどありましたように、いろいろな仕事の中で障害者の方々が働け

る職場というのもあろうかと思いますので、そういうところも研究していきたいというふうに思

います。 

○議長（池邉 美紀君）  森君。 

○議員（２番 森 正太郎君）  ありがとうございます。私も新たな対策を取る必要はないのでは

ないかと思います。当たり前のことだと思います。簡単なことをどうして中央省庁ができなかっ

たのかと、そっちのほうにむしろ疑問を抱くほどのことではないかと思います。 
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 障害者の方を雇うということを重荷と捉えずに、それが当然のことだと、当然の住民参加の権

利なんだというふうに捉えていただければいいんだと思います。 

 また、この問題は、障害者だけではなくて女性だとか、外国人だとか、そういう方々にも目を

向ける機会になるのではないかと思います。 

 通告から外れそうなんで、次の質問にまいります。 

 最後ですが、選挙について。先日行われました三股町長選挙、町議会議員補欠選挙について。 

 いずれも立候補者１名だったため無投票当選となりました。この件について、９月４日に告示

が行われた選挙が、いずれも立候補届出が１名だったということで、無投票ということで、この

たび当選されました町長はどのように捉えているか、お尋ねしたいと思います。 

○議長（池邉 美紀君）  町長。 

○町長（木佐貫 辰生君）  今回の町長選挙におきましては、２期連続無投票ということになった

ところでございます。 

 このことについて、今回、私としては２期８年間、いろいろな取り組み等をさせていただきま

した。それの一定の評価をいただいたんじゃないかという認識から、大変光栄に思っているとこ

ろでございます。 

 ただし、立候補者が１人であったということで、１人で無投票だからといいまして、町民の皆

様からこれからの町政運営について白紙委任にされたわけではありませんので、これまで同様、

町議会や地区座談会、各種会合などを通して、見える行政、伝わる行政を目指しまして、誠実に、

謙虚にまちづくり、町の活性化に邁進したいというふうに考えています。 

 町長選挙及び町議会補欠選挙において、有権者としての投票権が行使できなかったことを残念

がる向きもあろうかと思いますが、私としましては、調整全般にわたって実直に、誠実に取り組

むことで、町長としての責任を果たしてまいりたいというふうに考えております。 

 なお、町議会議決補欠選挙についても同様ではなかろうかというふうに考えています。 

 以上です。 

○議長（池邉 美紀君）  森君。 

○議員（２番 森 正太郎君）  白紙委任されたわけではないというお答えがありましたけれども、

どういう意味ですか。 

○議長（池邉 美紀君）  町長。 

○町長（木佐貫 辰生君）  言葉どおりですけれども、全て私のマニフェストに書いてあるとおり、

全てやってくださいというのではなくて、一つ一つを検証しながら、住民に投げかけながら、そ

して議会のほうへも相談しながら仕事をさせていただくということで、一つ一つ誠実に、実直に

マニフェストを実行したいというふうに考えております。 
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○議長（池邉 美紀君）  森君。 

○議員（２番 森 正太郎君）  選挙はなかったわけですから、委任も信任もないのかというのが

私の実感なんですけれども。 

 所信表明でも、先ほど取り上げましたように、町長は「自立と協働で創る元気な町みまた」を

スローガンに掲げまして、これからもまちづくりに取り組んでいかれるんではないかと思うんで

すけれども、このまちづくり基本条例の基本原則として、町民が主体であると、町民が主体的に

積極的に参加して、初めてまちづくりが行えると書かれておりますけれども、今、町長は町民が

主体的に、積極的にまちづくりに参加しているという実感がありますか。これをお尋ねしたいん

ですが。 

○議長（池邉 美紀君）  町長。 

○町長（木佐貫 辰生君）  そうですね。いろんなところで、いろんな団体、そしてまた自治公民

館を含めて、いろんな取り組みをさせていただいております。 

 全ての方々が全てそれぞれの団体が計画されたものに参加しているかとなると、それはまた難

しい問題であろうと思いますけれども、かかわっている方はたくさんいらっしゃいますので、そ

してまた、議会も含めて、いろんなご意見等を伺う場でもございますし、そういう声を大事にし

ながら、町の活性化、地域づくりをやっていきたいというふうに考えております。 

 そういう意味から全般的に見回していきますと、多くの方々が何らかの形でまちづくり、地域

づくり、地域の活性化にかかわっているんじゃないかというふうに考えています。 

○議長（池邉 美紀君）  森君。 

○議員（２番 森 正太郎君）  多くの方々がまちづくりにかかわっているというのは、私も見て

おります。たくさんの方々がまちづくりに積極的に参加して、さまざまな団体もありますし、個

人でも三股を応援するという取り組みを行っていらっしゃる方が多いというのは私も実感してい

るところではありますが、ベクトルとして、その町長がこれまで２期８年間行ってきたこのまち

づくり基本条例にのっとって行ってきた施策の中で、町民がこれまで以上により積極的に参加し

てきたというベクトルとしての実感はどうでしょうか。 

○議長（池邉 美紀君）  町長。 

○町長（木佐貫 辰生君）  やはりまちづくりは行政、そしてまた、各種団体のトップだけができ

るものではありませんので、多くの方々が参加するということが大事でございます。 

 そういう意味合いでは、例えばアスリートタウン三股を書いておりますけど、体育協会を超え

ていろんな個別の種目団体も参加していますし、そしてまた、福祉関係では、高齢者の居場所づ

くり、サロンとうような取り組みも多く広がりました。 

 それからまた、ほかにも地域おこしの団体も以前からするとふえておりますし、そして、小さ
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な公園等、そういうものに対する地域での草刈り、維持管理、そういうものも今までは業者、あ

るいは町直営、シルバーに頼んでおりましたけれども、それも地域の中でやっていこうという機

運も盛り上がっておりますし、そしてまた、道路の環境整備等も地域の中で年間を通して維持管

理していくと。 

 そういうふうに多くの方々が行政にかかわって、まちづくりにかかわっていくと、そういう場

をだんだんふやしておりますので、そういう意味合いでは、このベクトルがそちらの方向に、住

民参加のまちづくりに向いてきたんじゃないかと私は考えております。 

 特にまた社協のほうでも貧困世帯、あるいはこども食堂、そういうのにも関わりますし、いろ

んな意味合いで地域の問題等を行政指導ではなくて民間でいろんなことに取り組んでいただく、

そういうふうな機運、そういうふうな流れ、そういうふうな取り組みが盛んに最近目につくよう

になったんじゃないかというふうに感じているところでございます。 

 そういう意味合いでは、まだまだこれからやることがたくさんございます。高齢化も進んでい

きます。少子化も今後展開される。そういう意味合いでは、まだまだやるべきこともたくさんあ

りますので、今後とも住民参加、総参加というような取り組みを評価していきたいというふうに

思っています。 

○議長（池邉 美紀君）  通告に沿った形で質問をお願いします。森君。 

○議員（２番 森 正太郎君）  選挙についてということで通告を出しております。 

 所信表明で町長が自治公民館の加入促進をやるというふうにおっしゃいました。これは、公民

館の加入率が下がっているから、これを上げなければいけないというお考えがあるんではないか

というふうに捉えたんですけれども公民館への加入率と政治への関心、この投票率、こういうの

も私は密接に関係しているんではないかと考えています。 

 以前も本議会で申し上げたんですけれども、住所は三股、心は都城という方もいらっしゃいま

す。このたびの選挙が無投票に終わったということは、三股町民であるという自覚にもかかわっ

てくるんではないかというふうに考えていますけれども、そういうふうに少しでもお考えにはな

らないでしょうか。 

○議長（池邉 美紀君）  町長。 

○町長（木佐貫 辰生君）  三股町は都城のベッドタウン的な要素もございますので、住まいは三

股、心は幾分か都城にいっている方もいらっしゃるとは思いますけれども、やはり、皆さんそれ

ぞれ三股に居を構えている以上は、三股住民としての自覚、意識を持ってもらいたいというふう

には思います。 

 そういう意味合いでは、やはり公民館の加入関係、そのあたりもとらえながら、この町の人間

として、また、何らかの形で地域とかかわってもらいたいということで、公民館加入率のアップ、
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加入促進を図りたいというふうなことで書いたところなんですけれども、それが選挙にどうかか

わるのか、投票率にかかわるのか、その辺はちょっとわかりませんけれども、しかし、これから

の災害等、大規模災害等、そういうのを考えると、やっぱり地域の中で隣近所で顔の見える関係

をつくるというのは大事でございますので、それなりに公民館加入を促進したいと思います。 

 そしてまた、選挙も対立候補がふえていって、お互いがまちづくりについて議論するというの

は大事でございますが、たまたま今回は、前回もそうですけれども、候補者がいなかった、１人

だったということで無投票になったわけですけれども、これはどなたかと一緒にやれば、また、

そういうふうな選挙に対する関心も高くなるわけでしょうけれども、今のところ、そういうふう

にならなかったんですけれども、しっかりとこの町の将来づくりについて、一生懸命取り組みた

いというふうには思っています。 

○議長（池邉 美紀君）  森君。 

○議員（２番 森 正太郎君）  たまたま今回無投票だったという答えがあったんですけれども、

ご当選された町長に何で選挙をせんかったかと聞くのは確かに筋違いに聞こえるかもしれません。 

 私は、当然、これは行政、役場にだけに求めることではなくて、我々議員、議会も当然、責任

の片翼はかついでいると思います。 

 しかし、この４年間、８年間で、政治に無関心な住民を育ててしまったんではないか、そうい

うふうな危機感も私は少しはお持ちいただけたらと思います。非常に難しい問題ですけれども、

我が町のことは私たちで決めると、そういう住民を育てていっていただきたい。当然、議員とし

ても、議会としても取り組んでいかなければいけないことですけれども、住民参加のまちづくり

ということで、例えばパブリックコメントを募集してみたり、いろいろご意見箱を設けてみたり

というのがありますけれども、そういうのも全部ひっくるめて、もう少し自分たちのしているこ

とを見てほしい、政治に関心がある住民を育てていくというのは、住民参加のまちづくりの私は

本当だったら第一歩じゃないかと思うんですけれども、どうお考えでしょうか。 

○議長（池邉 美紀君）  町長。 

○町長（木佐貫 辰生君）  何と答えたらいいのか。 

 私の立場からすれば、やはり議論を戦わして、この町はこういう方向にしますという、そうい

う準備はしておったわけです。ですから、そういうふうな組織づくりもさせていただきました。

後援会もつくっております。戦う準備はできておりました。 

 そういうふうな議論があることが、やっぱり皆さんがこの町に関心を持つというのも１つの方

法だと思います。 

 しかし、良く考えてみますと、全般的に、国政選挙もそうですけれども、全ての投票率が低い

んです。これはなぜかというのを、ある新聞記事を言いますと、これを言っていいのか悪いかわ
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かりませんけれども、以前は中選挙区制でありましたけれどもこれが小選挙区制になって、政党

別の選挙になったということで、以前は中選挙区で同じ党派の中でも３人、４人出て、どちらの

誰の指示をするということで、選挙に非常に監視が高かった。非常に盛り上がった。どちらかが

どこかに所属する。それが小選挙区制になりまして、宮崎県もそうですけれども、１、２、３区、

大体争っても決まっているような感じで、そういうふうな制度的な問題もあるのかというような

記事もございました。 

 そしてまた、宮崎県の中でも、町長選挙もそうですが、市町村選挙もそうですけれども、首長

選挙もそうですが、また、議会の議員選挙もですが、無投票というのが大変多くなっているとい

うことで、今後のことが危惧されているようであります。 

 言われるように、政治に関心を持たせるということが非常に重要でございますので、そういう

意味合いでは、やはり立候補されて、お互いが将来について議論するというのは大事だというふ

うに思っております。 

 ですから、次は選挙であろうことを期待しながらというふうに思っています。 

○議長（池邉 美紀君）  森君。 

○議員（２番 森 正太郎君）  この話をすると、お前がせんかと言われるんですけれども、それ

は置いといて、やはり先ほども申し上げましたとおり、議員、議会もその責任の一翼は担ってお

ります。 

 議員選挙が無投票に終わったということも、やはり議員のこれまでの広報活動や住民に政治の

関心を持たせるという活動が足りなかったのではないかということで、選挙に立候補して、選挙

をやった立場から申し上げますと、４年前は、無投票にならなくて本当によかったと思っており

ます。 

 選挙をしなかったことのメリットとして、お金を使わんで済んだという声も聞かれますけれど

も、選挙をしないと、名前を書いただけで通ったなどと言われると、これは本当に何をしても説

得力がなくなる。そのためには、選挙はやっぱり必要なんだということはどこに行っても聞かれ

る話であります。 

 立候補された方に、そして、無投票で通られた方に、選挙をすれば良かったのにというのはど

う考えても筋違いなんですけれども、政治に関心を持ってもらう、投票に足を運んでもらう、公

民館に加入をしてもらう、まちづくりに参加してもらう、私はこういうことは全部１つのことな

んではないかと、根っこは一緒じゃないかと、自分の住んでいるコミュニティに対して、どれだ

けの責任とどれだけの関心があるのかと考えれば、根っこは１つなんじゃないかと思います。 

 私は町議会議員ですけれども、国の話でありますけれども、１つ提案が、憲法を勉強しないと

税金を納めちゃいけませんという制度にしたらどうかと思うんです。憲法を知らないと税金を納
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めてはいけない。こうすると、政府は、国は必死で国民に憲法を教えます。そうすると、憲法を

知った国民は、必死でその政権が、その政府が自分たちのために力を尽くすところがどうかとい

うのがはっきり見えるようになってきます。 

 そうすると、わざと０点を取るという住民も当然出てきます。そうすると、学力テストという、

今行われている小学校の学力テスト、中学校の学力テストというものの本質も問われてくるんで

はないかと思って、私はこれはすごいグッドアイデアじゃないかというふうに考えているんです

けれども、これを三股町でやれというわけではありませんが、そういうふうに住民に民主主義と

は何か、議会制民主主義とは何かということを、これも政策とはまた別に、共産党の考えじゃな

いですよ、憲法にのっとって、我々は憲法にのっとって選挙に出て、そして、権利を行使してい

るわけです。権力を行使しているわけです。 

 そのことをしっかりと皆さんの胸にも刻んでいただきたいということを申し上げまして、私の

質問とさせていただきます。 

癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡 

○議長（池邉 美紀君）  これより１４時３０分まで本会議を休憩します。 

午後２時20分休憩 

癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡 

午後２時30分再開 

○議長（池邉 美紀君）  休憩前に引き続き、本会議を再開します。 

 発言順位４番、池田さん。 

〔１１番 池田 克子君 登壇〕 

○議員（１１番 池田 克子君）  通告いたしておりました質問事項（１）児童生徒を事故や災害

から守る環境整備についての質問で、①学校施設や通学路におけるブロック塀の安全性確保に関

すること。２つ、各学校のエアコンの設置に関する事項は、私が質問をせんとするところを、そ

れぞれの議員がほぼ質問されましたので、割愛させていただきます。 

 ですが、これらの質問に対して、今後対応しなければならない事項は、早期に実施されるよう

要望いたしておきます。 

 登壇におきまして、第１の質問のみとなっておりますので、第２問は、質問席にて質問させて

いただきます。 

○議長（池邉 美紀君）  池田さん。 

○議員（１１番 池田 克子君）  では、第２問にまいります。 

○議長（池邉 美紀君）  マイクを。 

○議員（１１番 池田 克子君）  （１）高齢者対策について、それぞれお尋ねいたします。 
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 まず、①の認知症初期集中支援チームの活動状況であります。 

 日本の高齢化は、最速のペースで進んでおります。２０６５年には、高齢化率が３８.４％に

達し、約３.９人に１人が７５歳以上になると予測されております。ゆえに本町でも高齢者福祉

計画や介護保険事業計画を策定され、福祉行政に尽力されていることは十分承知いたしておりま

す。 

 しかし、超高齢社会に対応した介護問題の対策は急務であります。特に身体的機能から見た運

動機能、転倒、うつ予防等の調査結果によりますと、認知症の割合が一番高いとのデータがあり

ます。 

 また、全国の統計でも、２０２５年には認知症の患者数が約７００万人になると見込まれてお

ります。これは６５歳以上の高齢者の約５人に１人の割合であり、認知症は誰でも発症する可能

性があるということであります。当町も地域支援事業の中で認知症施策の推進が図られておりま

す。その中の一つに認知症初期集中支援チームの設置が上げられております。 

 そこで、お尋ねいたします。認知症初期集中支援チームの活動は、どのような状況なのでしょ

うか。お尋ねいたします。 

○議長（池邉 美紀君）  福祉課長。 

○福祉課長（齊藤 美和君）  認知症初期集中支援チームの活動状況についてお答えいたします。 

 認知症になっても、本人の意思が尊重され、できる限り住みなれた地域で暮らし続けられるた

めに、平成２８年度より、地域包括支援センターに認知症初期集中支援チームを設置し、早期診

断・早期対応に向けた支援体制を構築しております。 

 認知症初期集中支援チームは、地域包括支援センター職員と認知症サポート医師が、認知症が

疑われる人とその家族を訪問し、アセスメント、家族支援などの初期の支援を包括的・集中的に

行い、自立のサポートを行うチームとなっております。 

 今のところ活動実績はありませんが、これは、相談のあった段階で、地域包括支援センターと

認知症疾患医療センターが連携をとり、早期に医療につなぐことができていることによるもので

す。 

 また、継続的な相談支援事業、認知症講演会、認知症疾患医療センターの医師や精神保健福祉

士等の専門職と、ケース検討を行うケアパスミーティング、認知症の人や家族を見守る応援者と

して、日常生活の中での支援をする認知症サポーターを養成する講座等を行っているところでご

ざいます。 

 以上です。 

○議長（池邉 美紀君）  池田さん。 

○議員（１１番 池田 克子君）  今、おっしゃったように、認知症の初期集中支援チームは、看
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護師さんやら社会福祉士の方々の構成で、各構成されていると聞いております。ということで、

もうこれは本当に少人数の方々であるわけですね。 

 その中で、やはりご家族の方への訪問とか、そういう部分も当然必要になってくるわけですけ

れども、心配されるのは、そういう少人数で、果たしてどれまで対応できるのかというのが心配

するわけですが、先ほどの答弁では、まだ１件もないというような答弁でございましたけれども、

しかし、現状の中では、実際本当に支援しなけりゃいけないというご家族の方はいっぱいいらっ

しゃると思うんですね。 

 となると、大きな介護の中でこういうものを皆さんに呼びかけていますというのは、それは当

然活動の中でされていると思うんですが、しかし、そういう細かな身近な方々への支援というの

も、やはり情報をキャッチされながら対応していただけるという部分では、もうちょっと小まめ

に目標を設定していただきたいと思うんですが、課長としてはどのようにお考えでしょうか、お

尋ねいたします。 

○議長（池邉 美紀君）  福祉課長。 

○福祉課長（齊藤 美和君）  認知症初期集中支援チームでの実績は、今はないと申し上げたとこ

ろなんですけれども、包括支援センターのほうには、高齢者に関する相談が多数来ております。

その中で、昨年度でいいますと、約２０件ほどが認知症に関する相談が来ております。これの相

談に関しましては、認知症初期集中支援チームのメンバーや包括支援センター等が中心になって、

医療や介護等につなげているところです。 

 あと、身近なところでいいますと、このオレンジの輪っかをつけていらっしゃる方々を見かけ

ることもあるかと思うんですけれども、認知症サポーターの養成講座等を地域包括支援センター

が中心になって実施しておりまして、身近な方々が地域で生活持続とした支援者として活動をし

てもらっているところです。 

 以上です。 

○議長（池邉 美紀君）  池田さん。 

○議員（１１番 池田 克子君）  この集中支援チームというのは、国が各自治体にぜひ構成員で

構成させてくださいという指示のもとにされていると思うんですけれども、また、福祉の計画、

介護保険事業の中にも、しっかりこれはうたってあるわけなんですね。ですから、もう実際から

言ったら、そういうチームががっちりと組んでいただいて、独自な戦い癩癩戦いというと失礼で

すが、活動をしていただければ、ありがたいなと思うわけですね。 

 ですから、先ほど、２０件ほどあるとおっしゃったんですけれども、ぜひ今後の課題の中で、

独自な活動として、もう一回検討をし直していただくちゅうか、されていると思うんですけれど

も、身近な方々への対応というものを、今後考えていただきたいと思うわけですね。ぜひ、それ
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は課長さん、考えておっていただきたいと思います。 

 そこで、私は、実は町長さんにお願いしたいことは、そういうふうに看護師さんとか、社会福

祉士さんという、もう本当に人数の特定な方々が支援チームとなっているわけですので、例えば

ですが、そういう方々をもっと支援チームをふやして、町内全域の中で目標設定をしていただい

た上で訪問していただくという意味でも、もう１チームぐらいふやしてほしいという考えはない

のかということで、町長さん、どういうふうにして考えてくださるでしょうか。お尋ねいたしま

す。 

○議長（池邉 美紀君）  町長。 

○町長（木佐貫 辰生君）  先ほど、課長のほうから回答がございましたけれども、相談件数は、

２０件ほどあると。しかし、この集中支援チームの実績はまだ今のところないということでござ

います。 

 今後、２０２５年問題ということで、５人に１人が認知症になるということで、そういうふう

な時代を迎えつつあるということで、必要に応じてやはりこのチームの増設というのも検討しな

くちゃならんだろうというふうに思います。 

 現在、保健師、社会福祉士、介護福祉士、主任介護専門員、認知症サポーター医師５名で

１チームという形でつくっておるところでございますが、今後の展開次第では、また言われるよ

うなチーム編成も必要かなと思いますので、実態を把握しながら、今後検討させていただきたい

と思います。 

○議長（池邉 美紀君）  池田さん。 

○議員（１１番 池田 克子君）  本当に初期の方々の支援ということでございますので、もうぜ

ひぜひ本当に重度にならないためにも、やはりこの初期の支援というのが大事かと思いますので、

今後、ぜひ前向きに考えていただければと思います。 

 では、次にまいります。②の認知症予防への推進状況であります。 

 高齢者福祉計画・介護保険事業計画の中に、認知症予防としての特定項目はありませんですね。

ですが、この中で、介護予防が認知症予防につながるとして捉えていただけたらと思います。 

 そこで、この中の一般介護予防事業の中に、介護予防把握事業、普及啓発事業、活動支援事業、

評価事業、地域リハビリテーション活動支援事業等がありますね。それらの推進状況をお尋ねい

たします。 

○議長（池邉 美紀君）  福祉課長。 

○福祉課長（齊藤 美和君）  認知症予防への進捗状況についてお答えいたします。 

 平成２９年度の実績としまして回答いたします。 

 認知症の正しい理解と認知症予防や地域での見守りの大切さ等の周知のために、認知症講演会
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を３回行い、６６名の方が参加されました。 

 認知症サポーター養成講座は５回実施し、９６名の方が参加、認知症サポーターリーダー研修

は２回実施し、２１名の方が参加されています。 

 また、認知症サポーターリーダーの協力をもらい、ふるさと祭りで認知症に関するチラシの配

布や相談コーナーを設け、普及啓発活動を行いました。 

 認知症疾患医療センターの医師や精神保健福祉士等の介護職とケース検討を行うケアパスミー

ティングは、１０回実施しております。今年度も認知症予防の事業を継続して実施しているとこ

ろです。 

 なお、先ほど言われました体操教室や転倒予防教室等も、認知症予防につながりますので、こ

ちらのほうも継続して実施しているところです。 

 以上です。 

○議長（池邉 美紀君）  池田さん。 

○議員（１１番 池田 克子君）  項目としてはないので、これを介護予防ということで捉えてと

いうふうなことも申し上げまして、それがしっかりと認知症予防に活動としてつながっていると

いうことの答弁でございますね。 

 確かに、いろんなこういう活動をされていることは承知いたしておりますし、今後、そういう

方々が本当に地域に根差して、介護、要するに認知症にならないための予防、これはもう本当に

大事な活動になるかと思いますので、これを皆さん方が、本当にもう人数もおっしゃったんです

けれども、もっともっと地域全体の中で広がって、多くの方がそのサポーターになってくださっ

たり、もういろんな活動でしてくださる方がふえることを願いまして、今後の活動を広げていた

だきたいと思っておりますので、それをよろしくお願いしておきますね。 

 もうすぐ終わります。最後の質問でございます。③です。各種予防教室の現状と今後の対応に

ついてであります。 

 認知症のリスクを高めるのが生活習慣病だと言われております。特に生活習慣全体を脳によい

生活にすれば、認知症を遠ざけられる可能性があると、これが高まると言われております。日常

生活で大切にしたい４つのポイントがあると。その１つが食生活、２つが有酸素運動、３つが脳

トレ、４つがストレス対策であります。 

 これらを上手に取り入れられているのが予防教室ですね。その予防教室が、足もと元気教室、

骨コツ貯筋教室、脳はつらつ倶楽部ではないかと思っております。ですから、住民の皆様もお聞

きすると、本当にそういう教室、クラブとかに参加されると、本当に楽しいと、本当に大好評で

ございます。 

 ですから、そういう教室に皆さんが楽しんで参加されることに対して、この各種予防教室の現
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状ですね。そして、その今後もそれらの教室が存続されるのかどうか、ちょっとこうその辺を心

配される方もいらっしゃるので、お聞きしたいと思います。お願いします。 

○議長（池邉 美紀君）  福祉課長。 

○福祉課長（齊藤 美和君）  認知症予防教室の現状と今後の対応について、お答えいたします。 

 認知症機能の低下を予防する認知症予防教室、脳はつらつ倶楽部を、今年度は１０月から

１２月にかけて、全１０回で開催する予定にしております。 

 ９月末現在の予防教室について申し上げますと、認知症サポーター養成講座を今年度は５回講

座を開催し、６１名の方が参加されております。認知症サポーターリーダー研修を１回開催し、

１５名の方が参加されています。 

 また、住民主体のふれあいサロンを２８カ所、介護予防教室として行っている足もと元気教室

を１４カ所、ぼけない体づくり講座を１３カ所、ノルディックウオーキング教室を１１カ所、骨

コツ貯筋教室を１カ所で実施しており、これも先ほど池田議員が言われましたように、認知症予

防につながっているところです。 

 今後の対応としましては、認知症の理解を深めるための普及啓発として、認知症サポーターの

養成と活動の支援を図っていきます。 

 また、認知症予防として、認知症予防教室や住民主体のふれあいサロン、体操教室等の介護予

防事業を推進してまいります。 

 認知症の様態に応じた適時・適切な医療介護の提供としましては、認知症初期集中支援チーム

による早期発見・早期診断・早期対応、地域包括支援センターと認知症疾患センターや医療機関

等との連携を行っていきます。 

 今後も今、述べました各種予防教室を継続していき、認知症の人と、その家族、地域の人々、

医療・介護の関係者が認知症を正しく理解し、住みなれた地域でその人らしく暮らし続けること

ができるように推進してまいります。 

 以上です。 

○議長（池邉 美紀君）  池田さん。 

○議員（１１番 池田 克子君）  「継続は力なり」という有名な格言でございますが、あります

ね。この町民の皆さんが本当に喜んで参加されているということは、これはもう健康寿命ですね、

言われていますが、これを伸ばすことにつながるということで、その参加をされる方々の意思を

酌んで、これはもう皆さんが一番感じているのは、一番気軽で、一番安上がりで、そして認知症

予防につながるということを皆さんは期待されているわけですから、ぜひこれを年間を通して実

施していただきたいという皆さんの声が、実はあるわけなんですね。 

 それで、今後のはつらつ倶楽部は１０回ということでございますから、多分今年度の中で、期
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間を１０回を区切られておられたと思うんですが、どことは申しませんが、やはり参加されてい

る方のご意見の中には、半年間で終わっちゃうという教室もあるということを聞いているわけで

すね。 

 ですから、さっき申したように「継続は力なり」ですので、これをぜひ１年癩癩せっかく半年

一生懸命頑張って、もう半年お休みとなると、せっかく頑張った半年がまた元に戻っちゃうとか、

そういう不安もちょっとあられるみたいなんですね。ですから、これをぜひ１年を通した計画と

いうものをしていただきたいと思うわけですね。 

 さっき現状、あるいは今後も存続するかどうかということも質問をしたんですが、大まかに各

教室ごとの云々というのは、もうされなかったので、今、この質問をしているところなんですけ

れども、やはりそういう部分の中では、ぜひ皆さんの住民の方が喜んで参加されているという意

味を酌んでいただいて、もしそういう教室があれば検討をしていただきたいと思うんですが、課

長はどう思われますか。お尋ねします。 

○議長（池邉 美紀君）  福祉課長。 

○福祉課長（齊藤 美和君）  現在行っております予防教室につきましては、今後も継続して実施

していきたいと思いますが、参加の状況や住民者の要望、それからまた今後の高齢者の増加、認

知症の方の増加とか、国の施策等も考えながら、ただ単に継続するではなく、毎年、事業の見直

しを行っておりますので、毎年、事業の見直しをしながら次年度の計画を策定していきたいと思

っております。 

 また、行政が実施したほうがよい事業、住民主体で行ったほうが効果がある事業等ありますの

で、そこも地域の方々や社協にいます生活支援コーディネーター等と検討をしていきながら、ま

た事業の計画を行っていきたいと思っております。 

 以上です。 

○議長（池邉 美紀君）  池田さん。 

○議員（１１番 池田 克子君）  行政としては、そういう部分で計画されていると思うんですけ

れども、やはり先ほどから申していますように、参加されている方の各教室の皆様に、感想なり

とか要望なりとか、そういうアンケートをとられたことがあるんでしょうかね。お尋ねいたしま

す。 

○議長（池邉 美紀君）  福祉課長。 

○福祉課長（齊藤 美和君）  予防教室に関して、アンケートをとったかどうかのちょっと把握は、

私のほうが今ちょっとしておりませんので、また確認したいと思いますが、教室等に出向いてい

る職員は、地域の方々の声を聞いておりますので、その中では継続してほしいとか、来てよかっ

た、楽しかった、いい運動ができた等の声は聞いております。 



- 75 - 

 教室に行くことが、もう楽しみになっていて、教室に行くまでに準備をしたり、教室で体操し

たりとか運動するだけではなく、人との会話等もいい効果をもたらしているということは聞いて

おります。 

 以上です。 

○議長（池邉 美紀君）  池田さん。 

○議員（１１番 池田 克子君）  現場の中で皆さんのご要望とか、そういうものは聞いていらっ

しゃるということですが、やはりそれをどういう形でつないでいらっしゃるのかなと思うと、さ

っき計画の中で云々とおっしゃいましたけれども、その皆様の声をしっかり真摯に今後受けとめ

ていただいて、計画をぜひ皆さんの要望に沿ったような形で計画を進めて、今後計画をしていた

だきたいと思っておりますので、よろしくお願いします。 

 介護予防には、各地域でのサロン活動も大変大事でございまして、これはまた人とのコミュニ

ケーションとか、閉じこもり予防とか、もうしっかりフォローしてくださっています。本当にサ

ロンを楽しみにして、もう多くの方、各地域で今実施されていますので、参加されております。 

 もうそういう方々を大事にしながら、それに加えて、先ほどから私が申し上げるように、各教

室の部分としては、体とか、あるいは脳トレで動かすことが認知症予防につながっていくわけで

すね。 

 ですから、今後の中でさらなる支援をお願いしたいと考えますが、これについて町長はいかが

お考えになるのでしょうか。お尋ねいたします。 

○議長（池邉 美紀君）  町長。 

○町長（木佐貫 辰生君）  介護予防イコール認知症予防につながる、また健康寿命をいかに延ば

していくかということが、これからの高齢化社会で非常に重要なことだというふうには認識して

おります。 

 今、いろんな取り組みをさせていただいております。要するに行政ができることは行政でしっ

かりやっていきますけれども、やはり住民を巻き込んで、また住民のリーダーをつくりながら取

り組んでいくということも、これからの対策として必要なことだというふうに思っておりますの

で、いろんなこのリーダー育成、サポート体制、そういうものを住民を巻き込んで取り組むとい

うふうな活動が、一つのサロンという形で、今、地域に広がったところでございますので、まだ

まだこのサロンというのも、細かく細かくといいますか、近いところにこうつくっていく、そう

いう形でのこの皆さんの参加しやすい環境づくりというのが大事でございますので、これもまた

力を入れていきたいなと思います。 

 そのほかにもいろいろ、ノルディックとか、あるいはいろんな体操教室とか、いろんなものも

ございますので、そういうものにも多くの方々が住民参加できるような取り組みも強化したいな
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というふうに思っております。 

 これから高齢化癩癩超高齢化社会を迎えるわけですので、できるだけ健康で長生きということ

で、そういうふうな場づくりを一生懸命、町として、そしてまた住民を巻き込んで取り組む、そ

のような方向でこれから進めていきたいというふうに思っています。 

○議長（池邉 美紀君）  池田さん。 

○議員（１１番 池田 克子君）  本当にこの超がつくぐらい高齢化社会、もうあっという間に

５年癩癩もう５年後、１０年後といったら、どんなになるんだろうという心配をするぐらい、私

なんかもそろそろかなというぐらい、認知症というのが皆さん不安に思っているわけでございま

すので、ぜひこの予防として、町も全体的な中で取り組んでいただければと思っておりますので、

ぜひよろしくお願いしておきます。 

 これで私の質問を終わらせていただきます。ありがとうございました。 

○議長（池邉 美紀君）  発言順位５番以降は、１０日に行うことといたします。 

 以上をもちまして、本日の一般質問は終了します。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

○議長（池邉 美紀君）  以上で本日の全日程を終了しましたので、これをもって本日の会議を散

会します。 

午後２時58分散会 

癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘 
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平成30年 第６回（定例） 三 股 町 議 会 会 議 録 （第３日） 

                             平成30年10月10日（水曜日） 
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                         平成30年10月10日 午前10時00分開議 

 日程第１ 一般質問 

────────────────────────────── 

本日の会議に付した事件 

 日程第１ 一般質問 

────────────────────────────── 
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────────────────────────────── 

欠  員（なし） 

────────────────────────────── 

職務のため議場に出席した事務局職員の職氏名 

局長 兒玉 秀二君        書記 矢部 明美君 

                 書記 佐澤 やよい君 

────────────────────────────── 

説明のため出席した者の職氏名 

町長  木佐貫 辰生君  副町長  西村 尚彦君 

教育長  宮内 浩二郎君  総務課長兼町民室長  黒木 孝幸君 

企画商工課長  西山 雄治君   税務財政課長  綿屋 良明君 

町民保健課長  横田 耕二君   福祉課長  齊藤 美和君 
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農業振興課長  白尾 知之君   都市整備課長  上原 雅彦君 
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 

午前10時00分開議 

○議長（池邉 美紀君）  おはようございます。ただいまの出席議員は１２名、定足数に達してお

りますので、これより本日の会議を開きます。 

 本日の議事日程は、お手元に配付してあるとおりであります。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

日程第１．一般質問 

○議長（池邉 美紀君）  日程第１、一般質問を行います。 

 ９日に引き続き質問をお願いします。 

 発言については、申し合わせ事項を遵守して発言してください。 

 発言順位５番、福田君。 

〔４番 福田 新一君 登壇〕 

○議員（４番 福田 新一君）  秋空にあすの三股を描き見て、雲を吹き払う９月議会か。秋空に

あすの三股を描き見て、雲を吹き払う９月議会か。発言順番５番、福田新一。 

 改めて、おはようございます。今回、町長３期目の就任に、町政運営についての決意表明が出

されました。まず、所信表明について質問をしていきます。 

 それと、通告に出していました小中学校のエアコンにつきましては、先日から多数の議員のほ

うからも出ていますので、私の通告の内容としては、一般質問からはカットしたいと思います。 

 それでは、所信表明について質問をしていきます。 

 これまで取り組んできた５つのプロジェクトを拡充するとあります。１つ前のまちむら元気わ

いわいプロジェクトの中で、各種イベント等での通過型の誘客から滞在型、滞留型に転換し、外

貨を稼ぎ町の経済の活性化につなげたいとあります。これは、非常に現実性に富み、実行し、成

果出せる自信あり気な発言だと思います。具体的な計画や財政面との裏づけがあっての内容じゃ

ないかと察します。 

 そこで、通過型の誘客から滞在型、滞留型に転換するというのは、本町の弱点とも言えるイベ

ントは多くあるが宿泊施設がないという、この課題を解決する内容かと察するのですが、この通

過型からの転換とはどういう転換でしょうか。 

 あとの質問は、質問席から行いたいと思います。 

○議長（池邉 美紀君）  町長。 
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〔町長 木佐貫 辰生君 登壇〕 

○町長（木佐貫 辰生君）  おはようございます。ただいま福田議員ほうから、所信表明において、

通過型の誘客から滞在型、滞留型に転換し、外貨を稼ぎ町の経済の活性化につなげたいという、

このことを表明いたしましたけれども、その具体的な構想についてのご質問についてお答えいた

します。 

 本町では、これまで町の活性化や住民の一体感を醸成するため、多くの祭りやイベントを開催

してまいりました。春まつりを初め、パノラマまらそんや、まちドラ、モノづくりフェア、ふる

さとまつりなど多彩で個性的な取り組みがございます。また、スポーツ施設も充実しつつありま

す。 

 このような環境を踏まえ、これまで通過型の誘客や訪問客であったものを、滞在型、滞留型に

転換し、本町の経済の活性化に結びつけたいと考えています。 

 スポーツ関係では、民間事業所が合宿用の宿泊施設を建設する計画があることから、町として

は合宿誘致に積極的に取り組みたいというふうに考えています。 

 また、五本松団地跡地に、地域経済の活性化に貢献する施設を立地することにより、稼げる場

所としての施設展開も検討したいというふうに考えます。 

 具体的な構想、あるいは取り組みはこれからでありますけれども、稼げる町、稼ぐ町という目

標を視野に入れ、これからの各種事業に取り組む考えでございます。 

 以上です。 

○議長（池邉 美紀君）  傍聴席の皆さんは、携帯電話、十分注意するようにお願いします。 

 福田君。 

○議員（４番 福田 新一君）  今出ました五本松とか、それと、民間業による合宿所の計画とあ

ったんですけど、もう１回、具体的な計画、そしてまた、財政面との裏づけ、これについてもう

１回説明いただけますか。 

○議長（池邉 美紀君）  町長。 

○町長（木佐貫 辰生君）  具体的な構想というと、まだこれからということでございますけれど

も、ただ、ことし、今年度でしょうか、合宿用の宿泊施設を民間事業所のほうが立ち上げるとい

うお話がございまして、具体的に動きつつございます。 

 本町のほうでもスポーツ施設を借用しながら合宿する、そういう、海外から、あるいはまた国

内からのこの取り組み、そういうふうな合宿誘致がございますので、それとあわせたところでの

通過型から滞在型、また、地域の中にお金が回るような仕組み、そういうものをつくりたいなと

いうふうに。 

 それとともに、五本松団地跡地にもそのような地点、稼ぐ町、いろんなイベント等ございます
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けれども、そのイベントが終わったらすぐ帰るというような今の情勢でございますので、そこは

やはり三股町の顔になる、あるいはまた核になるそういう施設にも寄っていただいて、経済の活

性化につなげると、そういうふうなことを視野に入れながら今後のまちづくりに取り組みたいと

いうことでございます。 

○議長（池邉 美紀君）  福田君。 

○議員（４番 福田 新一君）  今まで一般質問の中でもそうだったんですが、本町における宿泊

施設や、例えば民泊施設に対しては、どうしても一時的な運営であり、１年、年間を通して運営

するのは困難であるというのは大体回答できたんですが、これに対しての今回のこの問題に対す

る克服できる面というのはどういうことなんでしょうか。 

 何回か今まで出した中で、そのときだけの運営で、１年を通して運営できないから、はっきり

言って、そういう施設をつくるとか、民泊施設というのは困難なんだというふうに私、そういう

見解で受けとめておりました。 

 今回、思い切ってそこまで非常に具体的な話が出た裏づけとして、こういうふうな格好で克服

していくんだよというのを、町長、意見をお伺いしたいんですけども。 

○議長（池邉 美紀君）  町長。 

○町長（木佐貫 辰生君）  これまで議会等で宿泊施設関係の質問がございました。これについて

は、町として、行政として施設を展開する予定はございませんと、要するに合宿関係も時期的な

ものがございますので、行政が物をつくって、そして、それを年間を通しての運営というのは大

変厳しいんではなかろうかという観点から回答をさせていただいたところでございます。 

 今回は民間が運営しますので、民間ノウハウと、そして、民間のこの誘致活動等もあろうかと

思いますので、それを町としましてはバックアップ、あるいはまた、町としても誘致活動にも積

極的に取り組みたいということでございます。 

○議長（池邉 美紀君）  福田君。 

○議員（４番 福田 新一君）  次の質問で、今の回答と重なってしまうんですけど、先ほどの滞

在型、滞留型への転換と関係あると思うんですが、４つ目の所信表明の中で、スポーツ・文化わ

くわくプロジェクトにおいて、野球などのスポーツ合宿ができる環境を整備とありますが、これ

はどういうことかというのをお聞きしようと思ったんですけど、今のと重なったんじゃないかと

思いますけど、もうちょっと具体的に。 

 民間のほうでやるというのも今お聞きしたんですけども、例えば場所等とか、そういうものが

はっきりしているんであればお伺いしたいんですけども。 

○議長（池邉 美紀君）  町長。 

○町長（木佐貫 辰生君）  まずは、野球などのスポーツ合宿ができる環境整備とはどういうもの
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かというものについてお答えをさせていただきます。 

 本町では、アスリートタウンみまたの創造を掲げまして、各種スポーツ施設の整備を進めてま

いったところでございます。体育館、弓道場、それから、パークゴルフ場、昨年度は多目的ス

ポーツセンターを改修いたしました。現在、旭ケ丘運動公園の陸上競技場の整備及びテニスコー

トの増設を進めております。 

 また、野球場には練習で使用するバッティングゲージなどの備品も整備してきたところでござ

います。 

 このような環境を踏まえまして、本町での合宿誘致に積極的に取り組みたいというふうに考え

ます。 

 先ほどお話しましたように、幸いにも民間での合宿用の宿泊施設の計画もあることから、その

事業者と連携を図り、合宿誘致に結びつけたいというふうに考えております。 

 合宿誘致に当たりましては、他の自治体とも取り組んでおります財政支援といいますか、行政

支援、そういうようなところも視野に入れながら誘致環境の整備を進めたいというふうに考えて

おります。 

 具体的にどこかというと、仲町のほうだということで、大体想像がつくかと思います。そちら

のほうで今計画が進んでいるというふうに聞いております。まだ具体的な建築には着手はされて

おりませんけれども、そういう計画があるということをお話は伺っているところでございます。 

 以上です。 

○議長（池邉 美紀君）  福田君。 

○議員（４番 福田 新一君）  大体わかりました。非常に楽しみになってきます。 

 次の質問ですが、同じく４つ目のプロジェクトにおいて、小学生の学力向上対策として、三股

小学校をモデル校として、放課後に３・４年生の希望者に特化した教育を行うとあります。特化

教育の内容を教えてください。 

 そして、またこれが学力向上対策につながる根拠といいますか、ゆえんを説明、お願いいたし

ます。 

○議長（池邉 美紀君）  町長。 

○町長（木佐貫 辰生君）  町長の所信表明であります三股小学校のモデル校のことについてご説

明申し上げます。 

 本年度、三股小学校をモデル校として、次のような小学生の学力向上対策に取り組む予定であ

ります。 

 この取り組みは、毎週水曜日１時間程度、放課後に学習会を開設しまして学習支援を行うこと

により、児童の学習意欲を高めたり、家庭学習の習慣の定着を図ったりすることにより、学力の
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向上を目指すものであります。 

 実施においては、教員ＯＢ等の地域ボランティアを活用しまして、児童の学習の補充を行う予

定です。 

 学習内容が難しくなり、学習に対する意欲や学習内容の定着度の個人差が大きくなる時期であ

る小学校３・４年の児童を対象といたします。 

 また、家庭における教育力を支援する観点から、学習塾に通っていない児童を優先というふう

に考えているところであります。 

 本年度は、放課後学習会を行う学習スペースの確保や学校規模の観点から、三股小学校をモデ

ル校といたしました。先行実施となるこの三股小の実践で得られる成果や課題は、次年度以降、

他行へ導入する際に生かしていきまして、町内全ての学校へこの取り組みを拡大してまいりたい

というふうに考えているところでございます。 

 以上です。 

○議長（池邉 美紀君）  福田君。 

○議員（４番 福田 新一君）  どうして３年、４年という選定されたんですか。 

 それと、希望者だけというのが、どういう理由なのかなと思ったんですけど。 

○議長（池邉 美紀君）  町長。 

○町長（木佐貫 辰生君）  学力差が難しくなってくる、学力がつき出す段階が小学校３・４年生

というのが、時期だというふうに捉えております。 

 それと、三股小学校というのは、スペースの問題で、今、広い和室が非常にあいている状態で、

そのキャパの問題もありまして、希望者の中でも２０人程度を考えているところです。マンツー

マンでの指導ができるような体制をとりたいということです。 

 余り多いと、マンツーマンの学習、個別の学習ができないということで、２０人規模で絞って

いきたいということで、いわゆるつまずいているところをマンツーマンの個別学習によって、そ

こで復習し、理解し、次の学習へつなぐ。理解できるようになったら、また新たな形で、また人

を入れかえていくということもまた考えているところです。 

○議長（池邉 美紀君）  福田君。 

○議員（４番 福田 新一君）  わかりまた。そういうことで、結局、希望者というのは、順次順

次、つまずいている子供たちに手を差し伸べてやろうという、そういう狙いということですね。

それを一応、そういう格好で三股小をモデル校としてやっていくということですね。 

 この５つのプロジェクトは、それぞれ関連性があると思います。相乗効果を出すものだと思い

ます。本町の活性化、発展につながるものです。より確実に、よりスピーディに成果が出せるよ

う、みずからも町民の目となり、また、自分からも現場に入っていって進めていきたい、応援し
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ていきたいと思っております。 

 １つ、この所信表明の中で気になることがあります。それは、聞きなれない片仮名語です。例

えば、「アンバサダーをふやし」とか、「ブラッシュアップするため」とか、「アグレッシブ

に」とか、「ワンストップ窓口」等、意味がわからず困惑してしまいます。 

 町長は、よく「見える行政」とか「伝わる行政」を口にされます。資料の１に置きましたけど

も、タイトルを読みますと、「インバウンド」、インバウンドというのをよく聞きますが、僕は、

本当恥ずかしい話ですけど、インバウンドとインプラントと間違って大笑いされたことがありま

す。インバウンドというのは、どっちかというと、日本語で訪日客としたほうがぴったり来るん

ではないかなと思います。 

 左のほうに表がありますが、コンソーシアムとかインバウンド、フォローアップ、パブリック

コメント、ガイドライン、いろいろあって、黒の枠が広いほうが、これは絶対漢字のほうがわか

りやすいという意味で出されております。 

 この記事の後半のほうを読みますと、多くの人向けの文書では、置きかえられる限り漢字を使

うほうがよいと指摘したとか、生活の中で片仮名語を使うことが好ましくないと答えた人が、好

ましいと答えた人よりも多く上回った。要するに漢字をできるだけ使ったほうがいいと、そうい

うのがコメントが出ておりました。 

 こういうことに対して、町長、どんな意見でしょう。 

○議長（池邉 美紀君）  町長。 

○町長（木佐貫 辰生君）  私のほうも所信表明の中で幾つか横文字を使わせていただいたところ

でございます。 

 ここにありますコンソーシアム、共同事業体とかインバウンド、訪日客、本当に、どちらかと

いうと日本語のほうがわかりやすいなというのもございます。 

 私も、アンバサダーというのが、去年、おととしですか、そういうふうな使い方で、何だろう

かということで調べまして、そういう、何大使ですか、観光大使ですかね（「親善大使」と呼ぶ

者あり）親善大使ですね。三股のこのよさを味わっていただいて、これを発信していただくと、

そういうふうな方をアンバサダー、親善大使といいますけれども。 

 そういうところで、一般の人にといいますか、理解しにくい部分もたくさんございます。そう

いう意味合いでは、わかりやすい言葉を使うというのは大事ではないかなというふうに思います。 

 だんだん、ある意味では、新聞なんかも読んだりいろいろしまして、やはり、こういう言葉を

知っていないと、何か意味がわからない、あるいは即また国語辞典を引きながらやっていくとい

うこともありますので、できるだけこの言葉、横文字も十分理解できるように頑張りたいなとい

うように思いますけども。 
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 本町の中でも横文字を使ったら、そこの中に漢字も入れるとか、そういうこともしながら、皆

さんに理解できるような文章をつくるというのも必要かなというふうに感じました。 

 以上です。 

○議長（池邉 美紀君）  福田君。 

○議員（４番 福田 新一君）  やっぱり、町長の今おっしゃったとおり、特にアンバサダーとか

いうのは何か全然わからなくて、恐らく、失礼ですけども、傘下の議員たちもわからない人がほ

とんどじゃなかったかなと思います。 

 ただ、この中間ぐらいになるのが、パブリックコメントとかいうのは非常に一般化されていま

して、これは一回、それこそ議場でこういう言葉は、日本語のほうがといったら、それはパブリ

ックコメントのほうがみんなよくそれは知れ渡っているというがありましたので、そういう言葉

も、また片仮名のほうがわかりやすい、やたら漢字にしてわかりやすいということでもありませ

んので、そこら辺の使い分けを、本当に、いわゆる見える行政、伝わる行政という観点から選ん

で使っていただければいいかなと思います。よろしくお願いいたします。 

 それでは、次の質問ですけども、所信表明についての通告は後からになりましたので、多少重

なり合っているところがあります。 

 例えば、次の質問、「文教みまた」の本質ということでの質問についても、今の所信表明の回

答ともダブるところもあるかもしれませんけども、質問をしていきたいと思います。 

 全国学力テストが平成３０年４月に実施されて、文部科学省が結果を公表しました。学力テス

トは、小学６年生と中学３年生が行い、各教科のＡは主に知識を問い、Ｂは主に活用を問うとな

っています。目的は、児童生徒の学力状況の把握・分析と、これに基づく指導方法の改善・向上

の２つ、要するに点数だけを問題にするのではなく、それを受けて学校の授業や指導を改善する

ことが求められています。 

 そのことはあらかじめ納得した上での質問です。平成３０年、本町の全国学力学習状況調査、

全国学力テストのことですが、の結果と評価について報告をお願いいたします。 

○議長（池邉 美紀君）  教育長。 

○教育長（宮内 浩二郎君）  今年度の全国学力学習状況調査の結果についてでありますが、小学

校においては国語Ａ、算数Ａの主として知識を問う問題では、昨年度は全国県の平均を上回って

おりましたが、今年度は全国県の平均をやや下回る結果でありました。国語Ｂ、算数Ｂの主とし

て活用を見る問題では、全国県平均を下回っている状況です。また、理科も同様の結果でありま

した。 

 中学校においては、国語、数学ともに、昨年度と同様に全国県の平均を下回る結果となってお

ります。理科も同様の結果でありました。 
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 比較については、年度の比較でありますので、対象児童生徒は違っております。昨年度の小学

校５年生及び中学校２年生を対象とした宮崎学力テストの結果から、今年度の全国学力テストの

結果は、ある程度予想をされておりましたので、自校の結果・分析をもとに指導方法の工夫・改

善などの学力向上対策をお願いしたところでありましたが、成果が見られなかった今回の結果に

ついては真摯に受けとめております。 

 そこで、今年度は８月に分析を行い、分析結果につきましては、８月の定例の教育委員会への

報告とともに、９月の町校長会において、より具体的な結果分析の説明を行いました。そして、

各学校に対しましては、学校訪問を実施しまして、自校の結果分析をもとに今後の指導方法の工

夫・改善などの学力向上対策についての確認、指導、助言を行ったところでございます。 

○議長（池邉 美紀君）  福田君。 

○議員（４番 福田 新一君）  教育長にいただいたこの資料の中で、私、疑問に思うのは、小学

校で見ていきますと、上のほうの結果に「低い」という字が非常に目立つんですが。 

 ただ、下の「いい」と書いてある児童質問紙の結果の中には、例えば上から３番目の項目でい

きますと、家で学校の授業の予習復習をしていますかの項目は、全国と比較して相当高い傾向に

ありという、家庭学習の習慣が図られていることがわかりますという、こちらは非常に高いとい

う評価をされているんですけど、これは率直にどういうふうに教育長は捉えられます。 

○議長（池邉 美紀君）  教育長。 

○教育長（宮内 浩二郎君）  三股町はもとより宮崎県全体がこういう傾向にあります。全国学力

学習状況調査は、学力テストと意識調査をやります。学力テストでは秋田県とか福井県がずっと

全国では高いんですけども、この意識調査のほうでは宮崎県はトップです。全国１位とか２位と

かという状況で、非常にいい子供が育つ、いい子供、心のいい子供たちが育つ県ということで全

国では捉えられております。三股町もその一つだというふうに捉えております。 

 学校は知育、徳育、体育、いわゆる学力を上げるだけの教育ではありません。だから、知育、

心の問題、体育、体力もないと有能な人間は育ちません。心と体と、そして学力、全てが備わっ

た人間力といいますか、それを育てるのが教育、学校でございますので、その中でも特にこの心

のほうが育っているという町ではないかなというふうに捉えているところです。 

 それは、学校だけではなく、地域や家庭や、そういった全ての方々のおかげで、そういった人

間性豊かな子供たちが育っているんじゃないかなというふうに捉えているところであります。 

○議長（池邉 美紀君）  福田君。 

○議員（４番 福田 新一君）  私は、ちょっと違うんじゃないかなと思うのは、家で学校の授業

の予習復習をしていますかに対して非常に高い傾向というのは、ズバッと言って、集中力という

のが足りないんではないかな。時間はいっぱいかけているけども、そういう結果の上の結果に
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「いい」とつながらない非常にやり方といいますか、そこら辺に問題があるんじゃないかなとい

うような気もするんですけど。 

 ある先生に聞きますと、例えば３時間、４時間、寝る時間よりも勉強時間をするほうをふやせ

というぐらいにやっていたところが、お前勉強の時間がかけ過ぎだ、それを１時間でやれと言っ

たときに成績が伸びたという事例もあると、それは何が言いたいかというと、いざというときに

集中力というのをそこに高めていったほうが、学力としては上がるんだというような話も聞いた

んですけど、これは中学生においてもそういう傾向が出ているんですけども。 

 要するに結果としては低い、でも状況としては非常に優秀な状況。今、教育長の回答としては、

この学力というのは、心のそういう教育とかいろんな意味で、いい子供たちを育てるという意味

では優秀なんだよという評価をされたんですけども、どうもこの結果と上の結果がちぐはぐな捉

え方をしているような気がするんですけど、町長はどんなお考えをお持ちですか、これに対して

は。 

○議長（池邉 美紀君）  町長。 

○町長（木佐貫 辰生君）  この質問紙の結果と児童質問紙の結果というところで、あくまで、読

んでいきますと、予習復習への意識は非常に高いけれども、家庭学習の時間については低い傾向

にあるということのようでございますので、そして、言われるような集中力を含めて、その傾向

が結果に結びつかないというところもございます。 

 そういう意味合いでは、いい傾向もあるわけですから、それをいかにいい結果に結びつけるか、

そういうところの取り組みといいますか、言われるような集中力を含めて、家庭での取り組み、

学校での取り組み、全体的な取り組み、そういうものを引き上げていくということが大事ではな

いかなと思います。 

 そういう意味合いで、先ほどお話がありましたけれども、小学校の３・４年生での落ちこぼれ

をなくす、学力の低い子たちをできるだけ救い上げていって、その子たちのレベルを上げること

によって全体的な結果も上がっていくんじゃないかなというふうに考えております。 

 そういう意味合いで、三股小学校をモデル校として、全体的な引き上げには、やはり底辺のと

ころに力を入れていくという部分も大事でございますので、そういう取り組みをしながら、この

いい傾向を、またいい結果に結びつける取り組みを今後させていただきたいなというふうに思っ

ています。 

○議長（池邉 美紀君）  福田君。 

○議員（４番 福田 新一君）  ありがとうございました。平成３０年小学校・中学校学力テスト

の結果において、ことしも秋田、石川、福井、富山が上位を占め、中学校における数学は秋田、

石川を抑えて福井が１位、前年も福井は１位だったということで、非常に数学に強いようです。 
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 このような背景もありまして、今回、文教厚生常任委員会で福井のほうに視察研修を計画して

おります。三股町児童生徒憲章をつくる際、参考にされたのが、今度行く福井県永平寺町だった

と聞いています。よって、あらかじめ教育長より本町の教育方針をしっかり聞いて、理解した上

で出向き、三股町にとって生かせるところを効率よく吸収してきたいと考えております。 

 それを踏まえての質問でもあります。結果によると、どうしても小学校に比べると中学校にお

いて連続では何かとんと低下してしまうと、これは教育長、何が原因だと思われますか。 

○議長（池邉 美紀君）  教育長。 

○教育長（宮内 浩二郎君）  中学校において低下するのは何が原因かという質問にお答えしたい

と思います。 

 今年度の全国学力テストの意識調査の生活習慣に関する項目等において、肯定的な回答の割合

が、小中学校ともに全国より高い傾向にあることや、自己肯定感、思いやりをもつことの大切さ

を感じている割合も高いという結果からも、心身の健全な成長が図られているということが言え

ると思います。 

 また、家庭学習に関する分析結果から、家で計画的に勉強をしていますかの項目では、全国と

比較して高い傾向にあり、家で学校の授業の予習復習をしていますかの項目は相当高い傾向にあ

ります。先ほどの内容です。しかし、家庭学習の時間については、全国と比較してやや低い傾向

にあります。 

 このことから、学力向上には教職員の授業における指導力向上も課題の一つではございますが、

特に中学校１年生においては、部活動と家庭学習との両立ができていないことが一番の要因では

ないかというふうに考えております。 

 今後は、これまで全学校で取り組んでおります三股の子の学力を伸ばす学習指導等の研究をし

っかり継承しまして、三股のモデル、授業の流れでございますが、三股のモデル、それから、家

庭学習の手引きの活用など、全職員が同じベクトルで学力向上対策が進められるよう指導すると

ともに、部活動の活動時間の改善や、保護者、地域との連携を図りながら家庭学習の充実にも努

めてまいりたいというふうに考えております。 

○議長（池邉 美紀君）  福田君。 

○議員（４番 福田 新一君）  いただいた資料の中で、非常に本町の中学校というのは全国平均

より非常に、こういう相当低いとかいうのは何カ所か出てきます。三股中学校は避け、よその中

学校に行こうと、そういった話もちょこちょこ聞くことがあります。やはり文教厚生委員会とし

ては気になるところです。 

 そこで、教育長、可能、不可能は別にして、教育長だったら、私だったら、こういう環境にし

たら成績を上げられるぞというのがありましたら、ぜひ教えてほしいんですけど。 
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○議長（池邉 美紀君）  教育長。 

○教育長（宮内 浩二郎君）  モデルにしました永平寺中学校は、学校規模が２００人弱ぐらいの

ところでございます。取り組み内容は、三股中学校が取り組んでいる児童生徒憲章等のモデルに

しました中身とほぼ取り組む内容は変わらないんですけども、やはり、今、文科省もやっていま

す学校規模の問題もいろいろありますけども。 

 やはり、三股中学校は今、県下で中学校としては一番生徒数が多い学校でありますが、例えば

小規模校でありますと教育が徹底してまいりますし、学力向上には図れる一番のいい環境ではな

いかというふうには思っているところですが、これはなかなかそう簡単にはいかない問題であり

まして、三股中学校のそういう環境の中でいかにして上げるかということで今頑張っております

が、町のアスリートタウンを、礎になっている、三股中学校が頑張っている成果ではないかなと

いうことで、三股中の今のこの大規模、この予算もあります。 

 あとは、いかにしてこの三股中学校の大規模校の中で学力を上げるかということが課題であり

ますが、ことしの３年生の結果がこうでした。ただし、以前は違いました。来年も違います。そ

の次も違います。毎年子供たちは、学力の結果は変わります。きっと二、三年後は変わると思い

ます。 

 生徒の実態は変わりますので、学力は年によって毎年変わってきます。そのときの子供たちの

実態、子供たちによって変わってくると、だから、いろんなことが要因はありますけども、今、

学力の結果の中で、ことしは、文部科学省は調査をしましたのは、家庭の調査をいたしました。

家庭の経済力と学力との関係はどうかということで調査をした結果もございます。 

 経済力がこの学力に大きく関係しているということも結果としては出ております。だから、一

概に学校に勉強だけではどうのということは言えない。いろんなこと、いろんな要素が絡み合っ

て、子供たちは育っているんだなということを感じております。 

 ですから、一概にこれをすればというのは、なかなか今、私も持ってはおりませんが、いろん

なことを総合的に考えていかなくてはいけないんだなというふうに思っているところでございま

す。 

 以上です。 

○議長（池邉 美紀君）  福田君。 

○議員（４番 福田 新一君）  今度、永平寺町の中学校に行くというのも、一つは非常に三股中

と対照的な中学校であるということで、そこに何かあるのはというので、以前、もし、教育長に

聞いて、小規模だったらやっていけるよだったら、小規模というのはこういう体制をとるんだな

というのを見つければ、今の三股中学校でもちょっと工夫をすれば、それに似たシステムもでき

ないことはないと思うんです。 
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 ことしの３年生が違う、来年も違うと、それはもちろん違うでしょう。 

 でも、かといって、こういう手を打って、こういうふうにシステムを変えたんだよ、だからよ

くなったんだよというとこまではなしに、たまたまことしはよかったというのは、ずっとここん

とこ中学校になると、何かとんとんと、小学校でよかったけど、ことしは小学校もいいとはなっ

ていないんですけど、中学校で落ちるときに、やはり、今の大規模の欠点としてはちょっと、さ

っき言葉にありましたように、それぞれに先生がアドバイスできる期間しか、チャンスが少ない

という、そこら辺を一つは原因もあるのかなと言われれるんであれば、ぜひ今回、そういうもの

も取り組む価値はあるかと思います。 

 結果として、こういうところはいいんだよというのもあるんですけども、足りないところはこ

うやって克服する方法がありますよ、それこそ宮崎県で一番大規模な三股中がこんなシステムを

とって、小規模と同じようなそういった勉強のレベルも用いったとなると、また一躍目を引くん

じゃないでしょうか。そういった前向きな考えも必要じゃないかと思います。 

 と逆に、今どうしてもそれは、これについてはいろんな問題があるからというんであれば、逆

にそれとは違って、本町は、これだけは取り組んでいるんだという何かテーマがあるんですか。 

○議長（池邉 美紀君）  教育長。 

○教育長（宮内 浩二郎君）  対策につきましては、先ほども申し上げましたとおり、三股町内の

先生方が学習、授業中の流し方を同じベクトルでやっている、同じ授業の流し方をやっていると

いうことは、他市町村とは大きく違いがあると思います。同じ指導課程といいますけども、同じ

流し方をやっています。 

 だから、小学校から中学校に入ってきたときに、その勉強の流れが変わらない、そして、各教

科で先生方の授業の流し方、いわゆる目当てをつくって、三股では流しているんですけども、目

当てをつくって指導、最後まとめていきますこの授業の流し方が、全ての先生方が同じ共通理解

をしてやっているということが、他市町村にない大きなものだというふうに思っております。 

 これは、子供たちが１時間、１時間、中学校は特に１時間、１時間授業が変わります。先生が

かわりますので、そのときに流し方が変わってくると戸惑いもありますけども、それが統一され

ているというのが三股の特徴だというふうに思っております。 

 それから、家庭学習も言いましたけど、家庭学習の手引きというのをつくりまして、小学校の

家庭、中学校のご家庭につきましてもそのことを理解していただきながら、家庭ではこういうふ

うな学習をここまでしてくださいねと、そして、学校にやってください。学校がこうします、そ

して家庭ではまたこうしますというような、家庭の理解も得ているところでございます。 

 それから、先ほどちょっと出ましたけど、また後でご質問の内容になりますが、児童生徒憲章

というのをつくりましたけど、これは学力を上げるためのもので、底上げるための基盤的なもの
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ですけども、それも今定着してきつつあるということで、これが他町村にない大きな一つの目玉

かなというふうに思っているところでございます。 

○議長（池邉 美紀君）  福田君。 

○議員（４番 福田 新一君）  今、私、よくわかったとこが１つあったんですけど、それこそ今、

小学校が６校あって、それが全部１つの中学校になるわけですから、中学校の授業というのは、

例えばそれが宮村小学校スタイルじゃないし、また、三股西小スタイルでもないし、その６つの

小学校から１つのとこにボンと来たときの戸惑いというか、そういうのもあるんだろうなと思い

ました。 

 それで、僕はふっと思ったんですけど、次の憲章の問題だったんですが、いろんな小中学校を

訪問していますと、各学校の特徴がうかがえるんです。中学校は１つしかないですから比較でき

ませんが、もちろんその児童数と先生の数という違い、ここからの影響だろうなと思うんですけ

ど、平成２２年に三股町児童生徒憲章、今、教育長のほうからも出ましたけども、何回もこの資

料をよくつけるんですけど。 

 三股町児童生徒憲章というのが制定されていますが、三股西小学校において、本年度からです

けども、次のようなことが実行されています。憲章の中に、３番目、１つ、授業の始まりには黙

想、座礼をしますというのがありますが、これを校長先生が時計を見ながら、授業の２分前にな

りますと、校舎の窓をあけて全クラスに向かって大きな声で「授業２分前」て叫ばれるんです。

各クラスに声が通る。それで、教室も戸をあけています。 

 そして、それがざわざわさが自然と静まりつつあるんですが、また大きな声で「授業１分前」、

２回叫ばれます。そうすると、シーンと物音ひとつしなくなり、教室の児童は黙想をしています。

そして授業開始です。 

 ことしからされているみたいですけども、授業に対する集中力が間違いなく以前に比べてアッ

プされているなと感心しました。先日参ったときには、校長先生が叫ばれるのではなくて、校内

放送で同じ内容が流れていました。 

 これは、徹底しているのは西小だけじゃないかなという気がしたんですけども、今、教育長の

言葉にあったように、この今、西小の校長というのは、私が直接聞いた話ではこんな言葉が出た

んです。 

 やはり、小学校で、中学校に入っても学習ができる体制をこうやってつくっていくべきなんで

すということで、それを基本に先生方にも指導しているようなこともおっしゃっていました。 

 ほかの小学校についても、中学校についてもですけど、この児童生徒憲章についてはどう取り

組んでいらっしゃるか、報告ありますか。 

○議長（池邉 美紀君）  教育長。 
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○教育長（宮内 浩二郎君）  この三股町児童生徒憲章の取り組み、効果ということで回答したい

と思います。 

 三股町は、平成１９年度より県の地域の特性を生かした多様な一貫教育研究事業の地域に指定

されたことを受けまして、町の教育研究所を中心に、平成２０年度から三股の特性を生かした小

中一貫教育の研究、タイトルは「学校と家庭、地域社会が連携した挨拶、清掃、郷土学習のあり

方」について研究をいたしました。 

 研究では、三股の日の必要性についてまとめたり、実践項目を継続させるために、文教みまた

の伝統教育と名づけ、伝統教育指導の手引等の作成をいたしました。 

 そして、研究３年目に、「文教みまた」こどもサミットを実施いたしまして、この「文教みま

た」こどもサミットは、三股中学校で６校全ての小学校の代表者が三股中学校に来まして、三股

中学校の生徒は全生徒ですけども、テレビ会議システムで、各小学校の子供たちが各学校で画面

を見ながら討論をやるというテレビ会議システムを使いましての全小中学校が一堂に同じ時間に

討論をしたサミットでございます。 

 その成果として、三股町児童生徒憲章を制定をいたしました。その後、三股町児童生徒憲章を

活用した伝統教育を実践するようになりました。 

 当時、この子供サミットに参加した小学校１年生が、現在の中学校３年の生徒になります。制

定後８年が経過しまして、当時を知る先生も少なくなりました。 

 そこで、今年度は全教職員を対象としました夏季研修会におきまして、文教みまたの伝統教育

について、これまでの経緯等も含め、指導の手引きを手にとり、改めて共通理解を図りまして、

今後の各学校間の連携や小中連携に向けて具体的な指導・支援を行ったところでございます。 

 本町のスローガンの一つに、文化と人間性を培う「文教の町」三股町と掲げてあります。今年

度の全国学力テストの意識調査の生活習慣に関する項目等において、肯定的な回答の割合が小中

学校とも全国より高い傾向にあることや、自己肯定感、思いやりを持つことの大切さを感じてい

る割合も高いという結果からも、この文教みまたの伝統教育を通して、心身な健全の成長が図ら

れているということが言えるんじゃないかなというふうに思っているところでございます。 

 そして、全ての小学校、そして中学校、今は幼保小中連携というのも図っておりますので、全

ての園というまではいきませんけども、この黙想座位、こういったことを園でやっていらっしゃ

るところもあります。 

 以上でございます。 

○議長（池邉 美紀君）  福田君。 

○議員（４番 福田 新一君）  非常に難しく考えないで、例えば、今、私紹介したような、ある

学校でこれやったらよくなったよということは、じゃおたくもやってみたら、町内の小学校でこ
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れやってみようかということに、即そういう連携がとれるといいなと思ったんですけど、そうい

うのはされているんですか。 

 例えば、そういった今の中学校に６つの小学校の代表が集まってとか、テレビ会議みたいなこ

とをやる中で、うちはこういうことをやったら非常に風紀がよくなりましたとか、そういうのが

あったら、おたくもどうですかと、うちもやりますとか、そういった連携プレーとかいうのは、

事例はないんですか。 

○議長（池邉 美紀君）  教育長。 

○教育長（宮内 浩二郎君）  スタートの時点で、先ほど言いました手引きをつくりまして、全て

の学校でやりましょうということで連携はとっております。 

 「文教みまた」こどもサミットから当初、ちょうど私も三股中に赴任した当初でしたので、そ

の後毎年ミニこどもサミットというのをやりまして、各学校の取り組みを発表し、自分たちの学

校は、その中で特にこんな取り組みをしていますといった情報交換をしながら、その具体的な事

例の情報交換はしたところでございます。 

 だから、基本的なこの児童生徒憲章につきましては、全ての学校が一斉に同じようにやってい

るということで、そこからの各学校の特性に応じた、校門のどこで礼をするとか、それは学校の

特性でやっているところです。 

○議長（池邉 美紀君）  福田君。 

○議員（４番 福田 新一君）  わかりました。 

 次の質問に行きたいと思います。 

 楽しい短歌づくりの習慣から思考力育成を始めませんかというテーマなんですけど、スタート

できざなまねをしましたけども、夕べ、せっかくこういう話をするんだったらつくってみようか

なと思って、１集詠んだわけです。 

 資料２に入れましたけど、これは、西小学校自信で資料をつくっていただいております。目的

を読みますと、日本の伝統文化である短歌づくりについて、専門的な指導を行っていただき、短

歌づくりのノウハウを知る。次に、ことばの美しさや感性のすばらしさについて知り、日本の伝

統文化を愛する心を育成する。ひいては、国語科学力の向上に資する。 

 また、６番の内容におきましては、短歌という文化のすばらしさについて知る、２、短歌づく

りの基本について知る、短歌をつくってみる、でき上がった短歌について工夫の観点について指

導を受ける、作品を仕上げるといった、こういった内容で、三股西小を皮切りに短歌の出前講座

といいますか、出前の授業を開始しました。 

 西小学校におきましては、そこにあるとおり、４年生４クラスをそれぞれ２日間の２時間行い

ました。続いて、長田小学校は全児童を行いました。３年生、４年生が、そして５年生、６年生
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が複式学級ですから、１年生、２年生合わせて４クラスです。五七五七七と指を折りながら言葉

を見つけ、気持ちや情景をあらわす短歌をつくります。 

 グループでまずつくり、最後は各人でつくります。２月の三股町文化の祭典における歌詠み会、

小学生、中学生、三股町短歌会の事前準備にもなったようです。 

 先日、勝岡小学校６年生２クラスのプレハブ教室で各２時間行いました。ここでは、国語辞典

を引きながらの短歌づくりを目にしました。勝岡小学校は児童数が年々増加していて、非常に活

気を感じるんですが、これは通告はしていなかったんですが、純粋な疑問です。勝岡小学校６年

生というのは、本町で成績がこの前の学力テストで一番よかったんじゃないんですか。 

○議長（池邉 美紀君）  教育長。 

○教育長（宮内 浩二郎君）  公表につきましては、お知らせしました全国学力、これが全てだと

思っていただければいいと思います。よろしいでしょうか。 

○議長（池邉 美紀君）  福田君。 

○議員（４番 福田 新一君）  やっぱりだめですかね。 

 いや、意見の出方が、非常に活発な意見がどんどん出てきて、非常に興味を持ってくるスピー

ドも速かったし、何か先生方が、見ていて、本当この人たちみんな優秀なんですよというような

ことを言われて、やっぱり６校区を回ったときにそれをちょっと感じたもんですから、純粋な疑

問で、じゃないかなと思ったんですけど、じゃないですか。 

 それで、引き続き今度は、三股小学校が来年の６月に、大イベントで短歌教室をやってくれと

いうことで依頼が来ています。また、宮村小学校は昨日、１１月に４年生を対象にぜひやってく

ださいということで、打ち合わせに来てくださいとなっております。 

 資料の３に入れましたけども、出前講座に行ったときの様子です。大体このように１クラスに

３人から４人の短歌会のメンバーが入って、子供たちと一緒になって、どういう言葉を使おう、

どんな気持ちだったのということで入っていって、だんだん皆さん興味を持ちだして、ある教室

では、もちろん担任はずっとそこに観察しているんですけども、今までの授業できょうの授業が

一番楽しかったと言ったら、担任が、きょうは非常にショックだったというようなこともありま

したけども、非常に言葉を見つける国語と、それと今度は数字と合わせていく、そういう過程と

いいますか、プロセスというのが非常に、物を考える思考力にはもってこいだなと思いました。 

 遊び半分で入る最初の五七五七七ですけども、それに対して本当の自分の気持ちはそうじゃな

い、こうだった、ああだったという過程に、プロセスに非常にぼおっとテレビゲームしたりとか、

ぼおっとスマホをいじるよりも頭をめぐらし、また、国語辞典を持ってきて調べるというのは、

本人たちのいろんな思考力にはつながるんじゃないかなと思うことでした。 

 これについては、本当に、もう一つ次のページに若山牧水の短歌甲子園という、この案内があ
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りましたので、それをつけたんですけども、日向市で、そこにあるとが日向市中央公民館で行わ

れた、これはテレビで何回も放映されました。５２チームの予選から通過した強豪１２チーム、

そこに出場チームとありますけども、この１２チームは、５２チームの中から通過したチームだ

ったです。 

 審査委員に俵万智さんとか、この方がいらっしゃるわけですけども、そのテレビの中で、つく

った短歌に対して、見られたことあります、赤と白を持って、どっちの勝ちとかいう、あの内容

のその過程に、あなたたちがつくった短歌のこの意味は何ですかとか、そのことが適切な言葉じ

ゃないじゃないですかとか、いろんな指摘をし合う大会なんですけど、その受け答えに対して審

査員が、今のは赤の勝ち、白の勝ちって判断をする甲子園になっています。 

 それを見ていて、私は本当に勉強になるなと思いました。社会に出てから本当に役に立つ能力

育成だなと、相手の意見を聞く、そのときにまた、指摘されたときに興奮しないで冷静に受けと

めて、それを返すとか、本当にそういう意味では、社会に出て生きたこれは、それこそ学力向上

につながるような短歌甲子園じゃないかなと思いましたけど、こういうのについては、教育長は

どんなお考えですか。 

○議長（池邉 美紀君）  教育長。 

○教育長（宮内 浩二郎君）  まず、短歌について述べさせていただきますが、短歌につきまして

は、国語科の目標の一つに、我が国の伝統的な言語、文化に関する指導の改善充実というのがあ

りますが、具体的には、小学校低学年で昔話や神話、伝承を読む学習に始まり、小学校中学年で

は優しい文語調の短歌や俳句の音読や暗唱をして情景を思い浮かべる。そして、高学年では短歌

や俳句をつくるなど、感じたことや想像したことを各活動や古文を読むといった学習を行います。 

 さらに、中学校においても引き続きさまざな古典の作品にあらわれたものの見方や考え方に触

れたり、古典の一節を引用して文章を書いたりするなど、伝統文化に関する学習を系統的に指導

することとなっております。今のは授業の流れということであります。 

 また、本町においては、生涯学習の取り組みの一つとして、毎年２月に三股町文化会館を会場

に、三股町文化の祭典の中で歌詠み会を実施しております。小中学生だけでなく、地域の方々か

らも広く短歌作品を募集しまして、世代を超えて優れた作品を発表し合い、「文教の町」三股を

町内外へ発信しているところであります。 

 今後は、児童生徒の授業での学びを、教室だけにとどまらない、より生きて働く力へと高める

ために、この歌詠み会を学びを生かす場として観点を図るなど、今後さらに充実させていきたい

というふうに考えているところであります。 

○議長（池邉 美紀君）  福田君。 

○議員（４番 福田 新一君）  内容はわかりました。 
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 資料の５に入れたんですけども、宮崎日日新聞に、小中学校の授業で俳句を教えてという投書

がありました。これは俳句てなっていましたけど、俳句は五七五でしょうけど、その内容におい

て非常に、後半を読みますと、「俳句をつくるときには言葉を調べるから」、この方は、歯科医

板谷麻生６４てなっているんですけど、板谷という歯科はないよなと思ったところが、ある方に

聞いたんですけど、姓が板谷で名が麻生で、姓で歯医者としてしまうと、いたい歯科、これが聞

こえがよくないということで、麻生歯科と病院の名前を変えたということです。 

 それはそうですね、痛い歯科には誰も行きたくないんです。そういうことで知りましたけど、

ここに書いてあるのは、 

 俳句をつくるときには言葉を調べるから、国語辞典、漢和辞典を使う、季語においては春夏

秋冬の動物、植物、天文、行事などが出てくる。頭脳を総動員してつくるので、総合学習にも

なり、頭の活性化にもなる。小学校で英語の授業必修化が始まるが、愚の骨頂だ。コンピュー

ターと人工知能の発達で英会話や翻訳は機械がやってくれる時代がもう近くに来ている。日本

人なら日本語をしっかり学んだよほうがよい、文学的素養や芸術的素養が身につく俳句をぜひ

小学校、中学校の授業に取り入れてもらいたい。 

という、こういう投書を目にしまして、やはり、議会において、これを引用するというか、資料

の中に入れていいですかということで許可をもらいに行きました。私は、ここは会ったこともな

いし、知らない病院だったんですが。 

 そうしましたら、待合室にこの自分の投書したのを載ったのをきれいにコピーされて、患者さ

んに、みんな持っていってくださいということで置いてありました。そういったわざわざ、どう

ぞどうぞということで、そのときに許可もらったんですけども、きのう、たまたま、帰って見ま

したら、また、ファクスが入っていまして、「三股町にも短歌作家で本を２冊出版されている人

がいます。なかはらさんという方です。小中学校に短歌・俳句が根づくと、文教の町がもっと発

展すると思います。よろしくお願いします」ということで、麻生先生からエールが届いておりま

した。 

 このように、非常にひしひしと文教みまたにふさわしい短歌ブームというのが浸透していくの

を身に染みて感じています。 

 いろんなところで、学校も、いや、うちも、うちもで始まりますし、こういった投書もありま

すし、そして、ましてやぜひという、そういう声を聞き出して、本当に「文教の町」三股にふさ

わしいこのブームを本当に、地味ながらじわっと進めていく価値があるんじゃないかと思うわけ

です。 

 ひょっとすると、町長、１集詠んでいらっしゃるかもしれませんけども、きょうは詠んでいな

いですか。短歌は詠んでいらっしゃいませんか。詠んでいません。わかりました。 
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 では、これについてはどんな思われます。 

○議長（池邉 美紀君）  町長。 

○町長（木佐貫 辰生君）  短歌、板谷先生が書いていらっしゃるように、言葉を選びますから、

大変、脳の活性化、いろいろと勉強になるものだというふうに思います。 

 都城、三股は、薩摩藩で郷中教育の土地柄でございまして、その中で薩摩のいろは歌、そうい

うものも短歌として、子供のころから郷中教育の一環として取り上げられておりました。 

 私も、言葉を覚える、そしてまた、その言葉、その短歌の中にやはり教育的な見地もある、道

徳的な見地もあるという意味合いや、いろは歌なんかを何らかの形で取り入れたいなというふう

には思っております。 

 それを、この放課後児童クラブ、そういうところで、すごくいいんですけれども、意味はなか

なか、漢詩といいますか、ちょっと難しいこともありますので、即その意味を理解するのは難し

いかもしれませんけれども、言葉になれるという意味、そしてまた、将来的にはそれを子供たち

が繰り返すことによって、自分の生きざまの一つの指針にもなっていくという意味合いでは、そ

ういうものを何らかの形で取り入れていくというのは大変重要かなというふうに思います。 

 学校の中では、カリキュラムの中で限られた時間でしょうけど、それ以外の中で、そういうふ

うなものを取り入れ、これを、放課後児童クラブは、どちらかというと文科省でありませんで、

厚労省ですから、遊びの場を設けるというのが放課後児童クラブということに聞いておりますの

で、ですから、その中で教育というのは難しいんですけども。 

 ただ、短歌を遊びとして、いろは歌を含めて、百人一首でもいいんですけれども、そういうも

のを取り入れることは、やはり、遊びの中の一環として非常に有効な手段かなというふうに思い

ますので、そのような取り組みも、福祉課のご理解が得られれば、やりたいなというようには思

っているところでございます。 

○議長（池邉 美紀君）  福田君。 

○議員（４番 福田 新一君）  本当に、今、町長のおっしゃったとおり、ぜひ福祉課のほうも協

力していただきたいと思いますが、大人でも、本当に今まで短歌もつくったこともない自分だっ

たんですけども、ある、本当１回しかそのような授業といいますか、１時間だけ聞いただけなん

ですけど、いつどこで誰がどうした、どうだったということだけでもいいから、五七五七七で並

べてみると、意外と、今までちょっとしたことが、これ何か歌にならんかなと思い出すと、はま

って、今、町長がおっしゃったように、非常に楽しい自分の頭でのゲームができるような気がし

ます。 

 それこそよくＮＨＫで言っていますボーっと生きているんじゃないよという番組がありますけ

ども、ああいうのと違って、ちょっと頭を使いながら一緒にしているほうが充実した日々を送れ
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て、それこそ認知症とかそういう防止にもなるんじゃないかというような気もしますけども、ぜ

ひ、そういった意味では、皆さん前向きに、短歌と言うのはおもしろいです。やってみたらいい

んじゃないかと思います。ぜひ取り上げていってほしいと思います。 

 次の質問に行きます。旭ケ丘運動公園の総合整備について質問していきたいと思います。 

 陸上競技場だけでなく、運動公園全体の見直しをということで、資料６に添付しました。写真

にありますとおり、アスレチック場のトイレのロープ、これは恐らく１年以上張られたままだと

思います。野良猫は、上から下に車で上がっていくだけも１０数匹と出会います。それとまた、

野球場の水はけが悪いというのも、利用者の以前からの共通する意見です。 

 ご存じだとは思うんですが、先日、台風２４号が来たときに、また旭ケ丘の大きな木が何本も

根こそぎ倒れております。さらに荒れた状態になっております。まだ倒れたままだと思うんです

けども、これはいつごろ修復の予定ですか。 

○議長（池邉 美紀君）  都市整備課長。 

○都市整備課長（上原 雅彦君）  今、管理をしている業者さんに随時、まず簡単な枝折れのほう

から撤収していただいて、大木は相当大きなものでありますので、機械等の準備も必要ですので、

依頼しているところであります。 

○議長（池邉 美紀君）  福田君。 

○議員（４番 福田 新一君）  所信表明にもあったんですが、野球などのスポーツ合宿ができる

環境整備というのも、町長も口ぐせでありますスピーディー、このスピーディーというのを有言

実行してほしいと思います。 

 近辺の高城運動公園、高崎運動公園、山之口運動公園、いずれに比較しても現状の旭ケ丘運動

公園というのは暗くてイメージダウンにつながっています。ぜひ総合的な見直しを考えてほしい

です。 

 これは何回も議会のときに一般質問の中でも言うんですけど、この整備をやってほしいという

のに対しては、なかなか効果がありません。これは何が一番ネックなんでしょうか。 

○議長（池邉 美紀君）  都市整備課長。 

○都市整備課長（上原 雅彦君）  樹木については、造成して４０年以上経過しておりまして、周

りの樹木も大木化している状態であります。この大木したものを伐採なり枝打ちという作業をす

るには非常に危険でありますので、専門の業者さんにお願いすることになろうかと思います。 

 そうなったとき、１本当たり何十万という費用が発生してまいります。そのために、なるだけ

大木は残していきたいと、明るくするのも、年に数本程度枝を落としたりという作業はやってい

ますけど、やはり、大木になっておることから専門業者に依頼しなければならない件はネックに

なっております。 
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○議長（池邉 美紀君）  福田君。 

○議員（４番 福田 新一君）  専門業者に依頼するとなると、やはり、予算の関係だと思います

けど、そちらのほうも、今後、今、所信表明の中にもありましたとおり、ましてやまた合宿所ま

で整備されるとなると、恐らくそこをまず利用する、案内をすると思いますので、それもひっく

るめて、それこそ相乗効果を出すためにも大事なポジションだと思います、旭ケ丘運動公園とい

うのは。 

 予算どりのほうもしっかりやっていって、計画的に総合整備にも入ってほしいと思います。お

願いします。いいですか。 

 次に、合宿の誘致ですが、施設のスムーズな借用ができるようにということで、今回、貸出前

予約調査票や、貸出前予約申請書ができたようです。先日、予約状況を確認に行き、コピーをも

らってきました。来年もことしに引き続き韓国の建国大学が１月１７日から２月１５日まで１カ

月２９名合宿申請来ています。 

 また、予約調査票のほうを見ると、さすがに野球場貸し出しとともに、本町の活性化を結ぶ調

査内容となっています。 

 例えば、問いの２に行きますと、これは役場のほうでつくった予約調査票なんですけども、そ

れに書いてある内容としては、「使用期間中に本町の野球またはソフトボール競技団体と合宿練

習、教室、練習試合等、交流の申し入れがあった場合、受け入れしていただけますか」という問

いです。これに対して、今度来る建国大学の答は、「受け入れる」というふうに丸がついていま

す。 

 それと、今度は問いの３、「使用期間中、昼食、弁当や食材、消耗品等の購入について、町内

の商店業者から購入をお考えですか」という問いがあります。これにたいして、「取扱業者があ

れば積極的に購入したい」というところに丸がついております。 

 問い４、「その他貴団体が本町に滞在中、本町に貢献いただけること等がありましたらお書き

ください」という四角い枠があって、この中に書かれている回答が、「１、少年野球チームの指

導を行う。２、使用済みのボールなどを要請があれば提供する。３、地域の野球チームとの交流

試合も考えている。４、野球だけではなく、他の交流会があれば参加する」というような回答を、

この調査票の中に記入して帰ってきております。 

 ですから、こちらのほうから、来るんだったらどうしますかという誘いのもとに、非常に望ま

しいところにだけ回答が来ておりますので、これに対して今度は、この質問事項をつくった当局

としては、どう対応をしていきますかと聞きたいんです。 

 要するに、問題を出して、じゃそうしますよ、弁当も、三股町が業者があるんだったら取りま

しょう。イベントもあれば参加しましょうと、いろんなそれに対して、お望みのとおりに回答が
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来ているんですけど、さあこれに対して町はどんなリーダーシップをとって対応をしていくかと

いうことをお聞きします。 

○議長（池邉 美紀君）  教育課長。 

○教育課長（鍋倉 祐三君）  今説明があったんですが、まず、こういう調査をした意味合いとい

うところから説明させていただきたいんですが、今までは、予約者が自分の名前を書いて、あと

行事名を入れるんですが、どちらかというと、行事よりもその予約者が権利を得るみたいな形に

なっておりました。 

 行事は決まっていないのに、とりあえず予約だけ入れて、それから行事を探そうみたいな形に

なっておりましたので、それではみんなの大切な施設をそういう業者みたいな方が抑えられると

いうのはまずいということで、今年度見直しを行いまして、まずはその行事の中身において、複

数のところからの申請を受け付けて、その中でより町のためになるというようなところに対して

許可を出すという方式に変えたために、こういう、どういう形の施設の利用をされるのかという

質問票を、仮予約ということで、２週間以上の長期の施設を借りる場合のみですが、こういう予

約制に変えたとこでございます。 

 こういう質問をしているわけですから、町としてはどういう対応ということですが、まず、町

としましては、今度、民間の合宿施設ができますので、こういうとこと連携しながら合宿誘致を

進めていきたいと思うんですが、まずそのためには、教育委員会でできること、あるいは商工業

者であればそういう企画とか、あるいはグラウンドであれば土地整備とか、いろんな関係課があ

りますので、そういう関係課の連携した推進組織というのを早急に立ち上げて、連携してそうい

う一体制というのを構築したいというふうに考えております。 

 こういう質問票をつくっておりますので、教育委員会のほうでは、スポーツ少年団とか、部活

動、児童生徒がこういう団体とどうやって交流できるかというところをサポートしていきたいと

いうふうに考えております。 

 以上です。 

○議長（池邉 美紀君）  福田君。 

○議員（４番 福田 新一君）  そのいきさつについては十分私知っています。そのつくった後の

目的というのも、ここまでちゃんと選択できるような内容にしてあって、そっちを選んでいます

ので、ぜひ応えていってほしいと思います。 

 ちなみに、去年来た建国大学のメンバーから、韓国のほうのプロ野球に２人何か入ったと聞い

ています。ましてや当時、合同練習した連中というのも、今度、少年野球ブルースカイが全国大

会で３位ですか。ああいう卒団性のメンバーとか入っておりましたので、非常にレベルは内容の

あるチームですし、また、参加するほうもそうですし、ましてや狙いどおり町の活性化というの
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にも非常につなげやすい、例えばよかもんやを引っ張ってくるとか、いろんなことがつながって

いくんじゃないかなと思います。 

 今、鍋倉課長がおっしゃったように、本当組織を早く確立して、そういうのが効果出せるよう

な体制をぜひとっていただきたいと思います。お願いします。 

 次ですが、本町の農業についての展望を伺いたいと思います。 

 本町の基幹産業である農業において、やはり大きなテーマといえば、担い手の育成、農地の基

盤整備、そして集積だと思いますが、これらの進捗状況を伺います。 

○議長（池邉 美紀君）  農業振興課長。 

○農業振興課長（白尾 知之君）  それでは、担い手の育成、そして、農地の基盤整備、農地の集

積に関する取り組み状況について回答をさせていただきたいと思います。 

 まず、農業振興課におきましては、担い手の育成に関しまして、収納相談窓口を設け、その状

況に応じた取り組みについて助言指導を行っているとこでございますが、個人的な助言指導に加

え、人・農地プランにあるよう、地域の問題として担い手を受け入れ、育てることが重要と考え

ております。例えば、農地の基盤整備、担い手への農地集積、集約が考えられます。 

 まず、担い手の育成に関しましては、現在、課内で後継者を含め、就農希望者の自立支援を円

滑に進めるため、現場での実務経験を重視し、自信と意欲を持って自立できるような新規就農支

援システムを平成３１年度事業化に向け検討を進めているところでございます。 

 次に、農地の基盤整備につきましては、早馬神社から今市方面に広がる沖水川左岸の水田地帯

を中央地区左岸基盤整備事業と位置づけ、去る５月２５日に三股町中央地区左岸基盤整備推進委

員会を設立したところでございます。現在、農地所有者を対象に、基盤整備にかかわるアンケー

ト調査を実施しているところでございます。また、次年度は対象地の調査、測量を計画している

ところであります。 

 次に、農地の集積につきましては、本年度より農業委員会と農政企画係と連携して、人・農地

プランに基づく樺山地区、宮村地区をモデルとして、中心経営体に対し、経営、農地に関する概

況並びに農地の集積集約計画を調査し、個別にまとめたところでございます。 

 この情報を、農業委員及び推進委員に提供し、ポイント的に農地の集積集約行動が展開できる

よう取り組んでいるところでございます。 

 次年度は、三股町中央地区左岸基盤整備計画に基づき、区域の中心経営体に対する調査を実施

し、農地の集積集約を進めていきたいと考えております。 

 以上です。 

○議長（池邉 美紀君）  福田君。 

○議員（４番 福田 新一君）  先日、１カ月前ですか、樺山の集落営農のメンバーのミーティン
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グの中に、役場のほうからも来られまして、今の人・農地プランの説明とか、そういうのが詳し

くありました。 

 そういう中で、私、本当に生に感じるのが、去年ですか、町長のほうから、本町はやはりブロ

ックローテーションというのはやっていきます、とっていきますよという発表をされました。そ

れに基づいて樺山のほうはブロックローテーションをやっているんですけども、実際にそこに入

ってみると、いろんな問題があります。 

 やっぱり水の問題です。こういう問題については、さあどう解決するのかとなると、自分だけ

でいいと振る舞う人と、一緒に田畑をつくっている人たちが、知っているけども、そこにお互い

にやり合うというのは、昔からの我田引水じゃないですけども、そういうのはなかなか難しい。 

 大きな方針は出されたけども、その次の取り決めごとというのを、やはり何かつくっていかな

いと、今後やっぱりいろんなこういう問題が出てくるなと、今、課長のほうからもありました大

きな問題は、それが担い手、そして整備、そして集積というのはあるんでしょうけど、人間関係

というのは残ってくるなと思いました。 

 それで考えてみると、これは人に任せるものではなくて、やはり地域で案をつくって、地域で

これやったらいいだろうという案をつくって、それをルール化してもらうとか、そういったよう

な、協働でつくる町のスタイルというのは、それかなというような気がしたんです。 

 それこそこのブロックローテーションにのっとっての管理の中での水関係というのは非常に、

本当に背に腹はかえられんというような状況での戦いが始まりますので、そういったものは私は

理想かなと思うんですけど、課長は、今いろんなところを見ながら、どういうふうなスタイルが

いいと思います。ワン・ツー・スリーはどういうようなスタイルがいいと思います。 

 いろんな問題あると思いますけど、やはり、私は、どっちかというと、そういうものは地域で

リーダーを決めて、そのリーダーからたたき台をつくっていただいて、ルール化、役場のほうで

はこういったルールでいきますよというような、そういう協力体制かなというような気もしたん

ですけど、非常に具体的なあれじゃないんですけど、感覚的な質問をしていますけど、もしよか

ったら、感覚的なことでもいいですので、答えてください。 

○議長（池邉 美紀君）  農業振興課長。 

○農業振興課長（白尾 知之君）  今の話の中で、先ほど、人・農地プランというふうな表現をさ

せていただきましたけれども、それ以前に、人と人とのつながり、プランというか、以前からの

人と人とのつき合い、もしくは接触、接点、そういったもののつき合いがないと、なかなかそう

いった同じその農地に関する、もしくは農業に関する考え方というのは、同じ方向に向けていけ

ないのかなというふうには思っています。 

 特に、自治体で上げますと、先ほどの農地基盤整備についてもなんですけども、どうしてもこ
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ういった基盤整備、大がかりな開発事業を行うということになりますと、やはりその地域のリー

ダーという存在が非常に大事になってきますし、例としまして、今回、中央地区、こちらのほう

の基盤整備を進める計画でございますが、その中にはやっぱりリーダーがいらっしゃいまして、

その方が地域を引っ張っていく、それに前の方々が賛同し、ついていくというような形で進めて

いっていただいていますので、一番大事なのは、そのリーダーという存在と、常日ごろからの人

と人との接点、接触、そういったつながり、こういった場面を多く持たせることが、行政として

大事なやり方なのかなというふうに感じております。 

 以上です。 

○議長（池邉 美紀君）  福田君。 

○議員（４番 福田 新一君）  本当に本質を突かれた回答だったと思います。人と人とのつなが

り、そして、その地域での協力体制、農業というのは、自然との闘いであり、また、自然のおか

げで収穫ができてという、そういう中に生きていますので、人と人とのつながりとか、協力とか、

そういうのは絶対必要だと思います。 

 次の問題ですが、援農隊システムというのがあるんですが、これはどっちかというと、本町で

の農業の今持続的に発展していくためには、こういった応急措置とは言いませんけども、そうい

ったような体制もいい案だなと思ったんですけど、実際これはどういう状況でなっているかとい

うのをお聞きしたいんですけども。 

○議長（池邉 美紀君）  農業振興課長。 

○農業振興課長（白尾 知之君）  農業全般に関しましては、高齢化、そこに対する労働力の不足

という点で、交えまして、農協が取り組んでいます援農隊について、交えて回答をしたいと思い

ます。 

 まず、農林業センサスにより、平成２７年時の本町における６０歳以上の販売農家世帯数の割

合は５６.１％となっております。高齢化による大きな課題は、労働力の低下にあり、その代が

えとしては、機械化、効率化を図ることが求められます。 

 効率化の例としましては、外部からの労働力に依存することや、農作業の一部を外部に委託す

るなどが上げられます。また、労働力の確保は、高齢化とは別に、規模拡大を目指す農家にとっ

ても大きな課題であります。 

 ＪＡ都城では、平成３０年度より援農隊制度を採り入れ、農家の労働力確保に努めています。

この制度は、労働力を必要とする農家の手助けをしてくださる人を援農隊として募集し、求人登

録した農家に紹介するシステムでございます。 

 現在、平成３０年度からということで、農協のほうでこの事業に取り組んでいるんですが、課

題としましては、この援農隊になる方がなかなかいらっしゃらないというのが現状ということで
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ございます。 

 以上です。 

○議長（池邉 美紀君）  福田君。 

○議員（４番 福田 新一君）  わかりました。この考えというのは、私は、どんどん膨らまして

いくと、その地域と地域とのつながることまでも発展するんじゃないかなと思いますけども、非

常に本町には合ったシステムじゃないかなと思いますけども、ただ、まだ少ないというのは問題

です。また引き続き力を入れていってほしいと思います。 

 最後ですけども、自分とこは農家でしたから、週末手伝う程度の農業をやっていました。本町

の農業が持続的に発展していくとすると、やはり、やっていて生産性、そして、収益性、要する

に余計取れて高く売れるということは重要で、また、それでないと、それで生活は支えられない

と思うんですけど、この生産体制も含めて、本町に合ったズバッと言って、農法といいますか、

農業法、こういった農業だったら食っていけますよという、作物も含めて、課長の見解でもいい

です。お願いします。 

○議長（池邉 美紀君）  農業振興課長。 

○農業振興課長（白尾 知之君）  私独自の営農というのは非常に難しんですけれども、本町のほ

うでは、農業経営基盤強化法に基づきました市町村の基本方針というのをつくっておりまして、

その中では、効率的かつ安定的な農業経営を促すため、２５区分に分けた営農累計の指標をつく

っております。その指標に沿った営農指導を実施しているところでございます。 

 指標では、まず農地利用型、そして農地収益型、それぞれの作物を専業的、または複合的営農

累計に区分するとともに、今後予測される経営対応に応じて、経営管理の組織化、法人化、従事

者の労働条件の充実を図る等を示しているところでございます。 

 次に、作物につきましては、まず、販路が開かれていること、そして、市場原理に基づく競争

意識が働くこと、価格保証がなされていること、生産原価とバランス及び産地化がされている等

の条件を満たすことが必要と考えております。管内では肉用牛、施設キュウリ、カンショなどが

主な作物として上げられます。 

 町としましては、経営の核となる作物の選定に合わせて、生産方式や経営管理の対応、指導、

助言していきたいと考えております。 

 以上です。 

○議長（池邉 美紀君）  福田君。 

○議員（４番 福田 新一君）  肉用牛、そして、作物としてはキュウリというのが出たんですけ

ど、プチベールとかブルーベリーとか、あれもでした、霧島酒造のからいもはいいんですよね。

そこら辺から言うと、ズバッと、これはいけますよというのは何かありますか。 



- 104 - 

 例えば、ハウスがどんどん今、国からですか、ビニールハウスがどんどん今できていますけど

も、あれはキュウリですか。 

○議長（池邉 美紀君）  農業振興課長。 

○農業振興課長（白尾 知之君）  施設につきましては、施設キュウリということで、キュウリの

栽培が盛んでございます。特に三股町なんですけども、都城管内、県内でも県外を含めてキュウ

リの産地として位置づけられているような状況でありまして、経営としては非常に収益を上げて

いるというような状況でございます。 

 施設については、トップに来るのがキュウリではないかなというふうには考えております。 

 以上です。 

○議長（池邉 美紀君）  福田君。 

○議員（４番 福田 新一君）  ありがとうございました。キュウリというのが出たんですが、

２４号台風でビニールハウスの災害等がなかったですか。 

○議長（池邉 美紀君）  農業振興課長。 

○農業振興課長（白尾 知之君）  一部、施設キュウリ、ハウスの被覆ビニールが近くの枝の損傷

によりまして、一部破けたという報告はありましたが、そのほかにつきましては被害報告は聞い

ておりません。 

○議長（池邉 美紀君）  福田君。 

○議員（４番 福田 新一君）  ありがとうございました。やはり、今の内容でいきますと、特に

ハウスなんかができたときに、相当な補助金やらをもらってやるわけですから、例えば被害を被

るような木があったりするときは、やはり優先順位を決めて、今まではなかなか、この木が倒れ

たらというときに即伐採というのは後回しになるところがあったんですけど、特に今、そういっ

たキュウリとかのハウスに力を入れたときには、その災害になるような可能性があるときには、

優先順位は、それを早目に伐採しないと、かえって必要でないお金まで払わないかんという形に

もなりますので、今後そういうのも踏まえて考慮していただきたいと思います。 

 以上で、今回の一般質問をこれで終わりたいと思います。どうもありがとうございました。 

癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡 

○議長（池邉 美紀君）  これより１１時４０分まで本会議を休憩します。 

午前11時29分休憩 

癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡 

午前11時40分再開 

○議長（池邉 美紀君）  休憩前に引き続き、本会議を再開します。 

 発言順位６番、楠原君。 
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〔３番 楠原 更三君 登壇〕 

○議員（３番 楠原 更三君）  質問順位６番、楠原更三です。通告に従って質問してまいります。 

 町長、３期目に入られました。おめでとうございます。今回も無投票であったということで、

これまでの実績に対する評価と３期目に対する信任の度合いを推しはかることが難しかったこと

と思います。三選を果たされた後の新聞のインタビューでも、「論戦の場がなかったのは残念で

ある」と答えられています。また、きのうの答弁の中では、「白紙委任されたとは思っていない

が、一定の評価はいただいたと思う。そして、誠実に謙虚に、これまでどおり責任を持って取り

組んでいきたい」と言われました。 

 また、先日の所信表明におきましても、これは資料１に抜粋して載せております。ごらんくだ

さい。そこでも、「これまで同様、謙虚に誠実に「ふるさと三股」の活性化、発展のため頑張り

ます。」と言われています。所信表明では、最初に、三股のために頑張りますではなく、「ふる

さと三股」のためにと言われ、また最後のほうでは、「単独町政を展開するために、歴代の町村

長や先人が心血を注いで懸命に築いてこられた歴史と伝統のある三股町発展のため、果敢に挑戦

する」と言われたところに、私は強く感銘させられました。 

 多くの人が、これが「ふるさと三股」だと、今まで以上に実感できるように施策を進めていた

だきたいと思います。そのためには、「三股とは何」という問いに対するそれなりの答えがなけ

れば、漠然としたものになるのではないでしょうか。 

 そこで、所信表明で言われました「ふるさと三股」の中に込められた「ふるさと三股」への思

いについて、どのような思いが込められていたのか、どのような思いを持っておられるのか伺い

ます。 

 あとの質問は、質問席から行います。 

○議長（池邉 美紀君）  町長。 

〔町長 木佐貫 辰生君 登壇〕 

○町長（木佐貫 辰生君）  所信表明及び講演会のチラシ等で「ふるさと三股」、そしてまた、

「創造・夢あるふるさと」という言葉を使わせていただきました。この言葉に込めた思いをお尋

ねでございますが、特に深い意味があるわけではなくて、言葉どおり、「ふるさと三股」とは我

が町、私たちの町のことであり、「創造・夢あるふるさと」とは、ふるさとを夢ある町に創造し

たいという思いを言葉にしたものでございます。 

 本町の人口は、昭和４５年ごろには約１万５,０００人前後でありましたけれども、いまや

２万５,０００人、約１万人が三股と何らかの縁があり、本町に居を構えた方々であり、この地、

三股を、この方々にもふるさと、故郷と思っていただけるよう住みよいまちづくりに取り組む決

意を表現した言葉というふうに理解していただきたいというふうに思います。 
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 以上です。 

○議長（池邉 美紀君）  楠原君。 

○議員（３番 楠原 更三君）  わかりました。もうちょっと中身を期待したんですけれども、

「ふるさと」というところにもっと力を入れて、施策をいろいろと進めていただくとありがたい

なと思っております。 

 先ほど、教育長のほうから、三股の伝統教育という説明があった中で、これまでも何回もあり

ますけれども、黙想座礼を中心としたどうのこうのとありますけども、それだけで私はないと思

うんですね。今、読みましたけれども、歴代の町村長や先人が心血を注いで懸命に築いてこられ

たもの、これが歴史の中には伝統教育の中には、確実になければいけないと思っておりますもの

ですから、この「ふるさと三股」に込められた思いというものを、もうちょっと聞きだしたかっ

たなと思いますけれども、次の質問に参ります。 

 資料１の中ほどに載せていますけれども、所信表明の中で、「「まちむら元気わいわいプロジ

ェクト」で、五本松団地跡地、駅周辺、役場周辺のエリアを中心市街地と位置づけ、コンパクト

シティのまちづくりを目指します。」とありました。この施策の中には、跡地利用の問題という

ものと、何を目指してのコンパクトシティなのかという問題の２つの問題を感じております。 

 コンパクトシティにつきましては、国土交通省のまち・ひと・しごと総合戦略の主な施策の一

つとして、数年前から取り上げられたものであるということを知りました。 

 資料の２をごらんください。国交省のホームページからの抜粋資料です。１番のところですけ

れども、読みますと、「人口減少・高齢化が進む中、特に地方都市においては、地域の活力を維

持するとともに、医療・福祉・商業等の生活機能を確保し、高齢者が安心して暮らせるよう地域

公共交通と連携してコンパクトなまちづくりを進めることが重要です」とあります。 

 ちなみに、「コンパクト」とは、先ほど来、外来語どうのこうのありますけれども、辞書で調

べますと、そのまま、「小さくまとめること」とあります。そして、「コンパクトシティ」とは、

一般的には商業地や行政サービスといった生活上必要な機能を一定範囲に集め、効率的な生活・

行政を目指すことと言われています。平成の大合併を受けて、中心地域を幾つも抱えるようにな

った自治体では、コンパクトシティ化というのが求められることは、当然考えられると思います。 

 実際にコンパクトシティを進めるための法律の一つが、都市再生特別措置法ですが、同じく資

料の２の２に、この法律の背景及び概要を挙げています。二重下線を引いていますが、もうさっ

と目を通しただけでも、「誘導」という文字がかなり目立っています。これも辞書で引いて見ま

すと、「誘導」とは、「人や物をある地点、状態に導いていくこと」とあります。この場合、居

住地域を変更させられることがあるという解釈もできます。そう考えると、周辺地域から一定範

囲の中心地域へ人口を誘導するようになるのでないかということがコンパクトシティ化のマイナ
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ス要因としてよく取り上げられております。 

 同じ国交省のホームページには、この政策に対して、先行している自治体の例が幾つも掲載さ

れておりまして、その中に、成功例とか失敗例とかもインターネットでは取り上げられています。

幾つも例があるということは、地域性が大きく影響しており、コンパクトシティのそのあり方は

一律のものではないということになります。 

 人口減少、高齢化が当町でも進んでいく中、町のあり方自体を考え直す必要があるとは思いま

すが、本町の場合、村政施行から考えれば、同じ単独での行政単位が来年で１３０年続くことに

なります。１３０年です。現在の居住地域のそれぞれにふるさとへの思いがあるということを共

有できていると思っています。 

 そのような思いから、今回の所信表明での「ふるさと三股」という表現を共感をもって受け取

らせていただいたわけですが。だから、中央官庁で考えられているようなものではない三股独自

のものが大きくあらわれたコンパクトシティを望みます。三股町をどのようなコンパクトシティ

にするのか、目指すコンパクトシティとはどのようなものなのかということについての基本的な

お考えはおありだと思います。コンパクトシティを目指すようになった背景と、その将来像を含

めての、より具体的な町長ご自身の基本的考えについて伺います。 

○議長（池邉 美紀君）  町長。 

○町長（木佐貫 辰生君）  ただいまコンパクトシティについて、いろいろお話がございました。

それぞれの町でそれぞれ独自のコンパクトシティの形成というお話もございました。コンパクト

シティとは、都市の郊外への拡張を抑えまして、中心部に行政、医療、教育、交通などの都市機

能を集積し、中心街の活性化と住民の利便性を向上しようという概念というふうに私は受け取っ

ております。 

 これまで本町の人口は右肩上がりでありましたけれども、三股町まち・ひと・しごと創生総合

戦略の本町の人口の将来展望では、人口減少、少子高齢化の到来を予想しておりまして、将来の

町のあり方、まちづくりとして、このコンパクトシティは必要な施策ではないかというふうに思

います。 

 本町では、よく西高東低の人口分布というふうに言われております。つまり都城周辺が過密、

そして駅周辺がスポンジ化、東部の山手の方向は過疎化傾向だということでございます。このよ

うな状況を踏まえまして、役場、そして駅周辺のスプロール化を食いとめ、駅、役場周辺及び五

本松団地跡地周辺、要するに駅周辺ですね。そして、この役場、文化会館、そして五本松、この

トライアングル、この周辺を中心部というふうに位置づけまして、この中心街の活性化を図るこ

とによりまして、住民の利便性の向上に資したいというふうに考えております。 

 そして、中心地と各集落とは公共交通ネットワークを再構築することで、各集落での生活の利
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便性の向上とともに、高齢化にも対応したいというふうに考えています。つまり、今、「くい

まーる」というコミュニティバスがございますけれども、これの見直しを含めて、足の確保とい

うものに取り組みたいなというふうに思います。 

 そして、このトライアングルでありますこの中心街をどのようなコンパクトシティを目指すか、

言われましたように先進事例もございます。そして、成功例もあれば失敗例もあります。本町の

場合は本町独自のコンパクトシティを目指したいなと思いますけれども、その中身については、

これから議論が始まるというふうに考えています。要するに、このトライアングルの地を中心街

と位置づけて、交通網の整備を図りながら、どうやってこの地域に中心街としての機能を持たせ

るか、そういうところを大いに議論したいというふうに思っております。 

○議長（池邉 美紀君）  楠原君。 

○議員（３番 楠原 更三君）  説明されたこと、よくわかりました。今私が話した中で、マイナ

ス要因として心配されています、人口を一定範囲に誘導するというようなことが、短所面といい

ますか、コンパクトシティ化のですね。中心街の活性化、中心街の機能を持たせるというのが、

どちらかといったら日の当たる部分、陰の部分も当然あると思うんですけれども、そこのことを

私は心配して、今申し上げたわけなんですけれども、西高東低、以前から三股の人口分布がその

ように表現されておりますけれども、これをこのコンパクトシティと、ちょっとこう当てはめて

みますと、西高東低の低のほうの人口を１カ所に集約するというふうに勘ぐる方も当然出てくる

んではないかなと思います。そこのところを、やはり説明を加えた中でのコンパクトシティ化と

いうのを進められていってほしいと思います。 

 それで、今言われましたけれども、「くいまーる」なんですが、もう誰がどう見ても「くい

まーる」大丈夫かと思うような状況だと思います。それをこの公共交通機関としてコンパクトシ

ティの核にするということになりますね、この血液を通すものと。そうした場合には、今「くい

まーる」を見直して、交通網全てを整備するというようなことを言われましたので、ぜひそのと

ころを、いろんな識者等も加えていただいて、お願いしたいなと思っております。 

 次の質問の、私も２０分という縛りがありますから、ちょっと難しいんですが、この五本松団

地跡地整備に対してという質問をしておりますけれども、先ほど、前の議員のほうで幾らか答え

ていただきましたが、この五本松団地跡地事業の中におきましても、今までは選挙前までは、跡

地の事業は白紙であり、町民の声を聞きながら進めるということを、機会あるごとに町長は言わ

れていました。それが、この所信表明になりますと、先ほどもありましたように、通過型の誘客

から滞在型・滞留型に転換すると、非常に一歩も二歩も進んだ表現となっておりますので、もう

かなり具体的なものになってきているんじゃないかなと思っておりますが、一つが民間がつくら

れる宿泊施設、これＰＦＩ方式と考えてもよろしいんでしょうか、一つには。また、別なんです
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か。 

 この五本松団地跡地事業につきまして、このＰＦＩ的なことを考えられているのか、そういう

ことも含めまして、この基本的な考えをお伺いいたします。 

○議長（池邉 美紀君）  町長。 

○町長（木佐貫 辰生君）  コンパクトシティ化のお話の中で、周辺の集落がどうなっていくのか

ということで、ちょっとご心配の部分もおありかと思いますけれども、このマニフェストの中に

うたってありますように、コンパクトシティに取り組むとともに、この過疎対策など地域特性に

応じた地域づくりを行いますということで、現在のそれぞれの集落のよさを発揮していただきま

して、よりそちらの周辺の地域の活性化も図っていくと同時に進行させていくということで、ご

理解いただきたいと思います。 

 ３番目のお話ですけれども、私は３期目を目指すに当たりまして、まちづくり・地域づくりの

方向性として、５つのプロジェクトを考えさせていただきました。その一つが、「まちむら元気

わいわいプロジェクト」であり、その中で五本松団地跡地における拠点施設整備をうたっている

ところであります。 

 拠点施設整備に当たっては、これまでの議会で答弁しているとおり、「健康と賑わいと交流拠

点」というテーマを掲げ、基本構想策定に現在取りかかっているところでございます。 

 基本構想策定に当たりましては、先ほどお話ししましたけれども、三股駅周辺、役場、総合文

化施設、元気の杜及び五本松団地跡地に囲まれたエリアを中心地ゾーンと位置づけ、既存の各施

設の役割、必要性を再検討し、五本松団地跡地の活用策、整備の方向性を見極めたいと考えてお

ります。 

 担当部局では、４月以降、先進事例の研究、視察や、周辺施設の調査等に従事しているところ

であります。今年度末までには、たたき台をつくりたいと考えており、今のところ具体案を発表

できる段階ではございません。いろいろと考えはあるんですけれども、まだ予断を許すといいま

すか、方向性を決める段階でございませんので、今いろんな案を検討をいたしているところでご

ざいます。 

 また、この事業を推進する上で、ＰＦＩという民間活用の方策の手法も一つの手段かなという

ことで、そちらのほうの研究検討も現在しているところでございます。 

 以上です。 

○議長（池邉 美紀君）  これより昼食のため、１３時３０分まで本会議を休憩します。 

午後０時00分休憩 

癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡 

午後１時28分再開 
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○議長（池邉 美紀君）  休憩前に引き続き、本会議を再開します。 

 楠原君。 

○議員（３番 楠原 更三君）  引き続いて質問させていただきます。 

 ２番目の質問で、大学等との包括連携についてというところに入りますけれども、昨年の３月

に都城高専及び南九州学園との包括連携協定を締結されています。包括連携協定は、地域が抱え

るいろいろな課題に対して、連携して取り組むものであると認識しています。この協定は、どの

ような形で持ちかけられたのかを含めて、これまでの連携の具体的な内容、例えば、それぞれの

学校との連携のテーマとその成果について伺います。 

○議長（池邉 美紀君）  企画商工課長。 

○企画商工課長（西山 雄治君）  大学等との包括連携についてということで、これまでの連携内

容とその成果、またどのように持ちかけたかということについてお答えをいたします。 

 南九州学園とは、連携協定を締結する以前から、各分野の審議会等の委員に南九州学園の教授

などへ委嘱をしてきた経緯もあり、南九州学園側からの提案によって包括連携協定を締結したと

ころでございます。また、都城高専におきましては、「みまたんごま」の選別方法等の相談を持

ちかけていたのをきっかけに、それぞれの資源や機能の活用を図りながら、幅広い分野で相互に

協力し合い、地域の人材育成の発展に寄与することを目的として包括連携の協定を結んだもので

あります。 

 これまでの連携内容とその成果につきましては、六次産業化戦略作物営農定着化推進事業の一

つといたしまして、ゴマやプチヴェールの栽培マニュアルの作成であったり、子ども・子育て支

援施策等の計画及び審議に携わっていただいて、識見を有する者としての意見、助言をいただい

て、計画の進捗管理や政策への反映ができているところでございます。 

 また、町内４つの小中学校において、南九州大学の学生に学校支援員としてついていただき、

これまで教員が行っていた業務の一部を学校支援員が担うことによりまして、児童生徒と向き合

える時間や授業への準備にかける時間を多少確保することができつつあるなど、成果を上げてい

るところでございます。 

 以上です。 

○議長（池邉 美紀君）  楠原君。 

○議員（３番 楠原 更三君）  よくわかりましたけれども、これには、この連携協定の中では予

算を伴うものがあるんでしょうか、伺います。 

○議長（池邉 美紀君）  企画商工課長。 

○企画商工課長（西山 雄治君）  やはり各種委員会の委員になっていただくということでござい

ますので、そのときの報償費等の予算が伴ってくるかと思います。 
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 以上です。 

○議長（池邉 美紀君）  楠原君。 

○議員（３番 楠原 更三君）  わかりました。ということは、例えば、先ほど言われました高専

のゴマの選別についてというのは、これ相談だけということですね。 

○議長（池邉 美紀君）  企画商工課長。 

○企画商工課長（西山 雄治君）  そうですね、ゴマの選別につきましては、しも農園さんが直接、

都城高専のほうに相談に行きまして、結果としましては、解決まで至っていないんですけれども、

高専の学生さんがいろいろ考えていただいたことで、お互いに勉強になっていきますねというこ

とで、今後こういった協定を結ぶといいんではないかということになりまして、協定を結んだ次

第でございます。 

○議長（池邉 美紀君）  楠原君。 

○議員（３番 楠原 更三君）  このゴマの選別について、私も多少、以前絡んでまして、予算が

必要なんですね、研究のために。この選別する機械ということで、その仕組みとか理論的なもの

はもうわかっていると。あとは予算がちゃんと伴うかどうかで相談があったというのが最初の動

きなんですけれども。だから、もう一歩踏み込んだ内容とするためには、お金が必要となるんじ

ゃないかなと思うんですが、そういう面については、このゴマ、プチヴェール、三股の特産物と

して標榜しているわけですけれども、今後、もう一歩踏み出すというときは、やはり予算という

のが絡んでくるかと思いますけども、それについてはいかがでしょうか。 

○議長（池邉 美紀君）  農業振興課長。 

○農業振興課長（白尾 知之君）  先ほどの質問に対しましてつけ加えをしたいと思います。 

 プチヴェールに関しましては、平成３０年度の事業としまして、先ほど西山課長のほうからあ

りましたとおり、六次産業化戦略作物営農定着化推進事業ということで委託費として予算を組ま

させていただいております。そのプチヴェールとゴマに関しての、その調査の目的ですけれども、

六次産業化作物として、プチヴェール、ゴマの生産基盤の強化、それと特性を調査するための調

査研究ということでテーマを持ちまして、具体的には、まずプチヴェールにつきましては、高収

益栽培法、そして２点目が水田栽培の研究、あと３点目が栽培マニュアルの作成、４点目が温度

差による品質調査という点、そしてゴマにつきましては、高収量品種の模索、２点目が高収量栽

培の模索、３点目が「みまたんごま」の高収量栽培マニュアルの作成ということで、南九州大学

のほうと現在取り組んでいるところでございます。 

 以上です。 

○議長（池邉 美紀君）  楠原君。 

○議員（３番 楠原 更三君）  所信表明でも、それから選挙前のプロフィールでも、これでも書
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いてありますので、この実効が伴うというのは、やはりお金だと思いますので、先ほどからエア

コンのこと等々で、来年度かなり逼迫するんじゃないかと思いますけれども、やはりこれも立ち

どまって考える余裕はないものだと思いますので、何とか工面していただきたいと思っておりま

す。よろしくお願いします。 

 それに関連しましてですけれども、昨年、長田地区で、宮大からインターンシップ生を受け入

れました。そういう関係で、最近、私は東京大学の「地域貢献見える化事業」というのを新聞で

知りました。 

 資料の３をごらんください。東京大学の広報誌「淡青」というもの、インターネットですぐ引

くことができますけれども、その３５号に書かれていたものから抜粋した資料となります。この

地域貢献見える化事業というのは、「フィールドスタディ型政策協働プログラム」というものな

のですが、「自立と分散で日本を変えるふるさと知事ネットワーク」、下のほうにこう書いてあ

りますけれども癩癩に加盟している県が、宮崎を含めて１２あるようです。資料のほうには、下

のほうに青森から鹿児島まで、こう書いておりますけれども、そういうところから平成３０年度

は２４の市町村がこのプログラムに参加しております。宮崎県は、県としては、この東大のフ

ィールドスタディ型政策協働プログラムについての案内を県内２６市町村全部に案内したという

ことですので、概要はご存じだと思いますが、いかがでしょうか。 

○議長（池邉 美紀君）  企画商工課長。 

○企画商工課長（西山 雄治君）  このフィールドスタディ型の政策協働プログラムということで

すが、東大のほうで開催している、地域に直接赴いて、そこで実際に現状を把握して、そこに住

んでらっしゃる方、関係者等に直接意見を聞いたりして課題を解決していく、政策提言まで行う

というものということで理解しておりますが、その案内があったかどうかというところを、私の

ほうは把握できておりませんでした。 

 以上です。 

○議長（池邉 美紀君）  楠原君。 

○議員（３番 楠原 更三君）  ちょうどかわられたばっかりですからですけれども、２９年度か

らこのプログラムは行われているということです。今言われましたけれども、この資料の主な内

容のところに書いていますけれども、１年をかけてこのプログラムは取り組むと。そして、「地

方自治体が抱えている課題を投げかけてもらうことから始まります。」、ここが一番私は興味を

引いたんです。もっといろいろ聞いてみますとですね、地方自治体のこの課題というものを実施

主体の職員の方が、東京大学に直接出向いていって、自分の自治体の課題等をプレゼンテーショ

ンするということが、まず最初らしいです。そして、その自治体の課題を解決するために、東大

の知見を求めようとするものというふうに案内されております。県の担当の方も、そのように言
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われております。東大生と及び教授、教授は若い人が多いようですけれども癩癩を含めたもろも

ろ指導教官の前でプレゼンをするわけですから、事前準備というのは、かなり大変となると思い

ます。緊張もするでしょうし、日本の最高学府の頂点の、そこで自分の自治体の課題を相談に行

くということです。 

 この準備というのは、かなり必要だと思います。実際に、宮崎県では、椎葉村と綾町が２９年

度、３０年度、参加されています。この状況をインターネットで見ますと、ものすごい資料なん

ですね、このプレゼンで使う資料というのが。そうなると、事前準備の中で、その準備を通して、

自治体の中で課題への解決策が幾らか浮かび上がってくることもあるということになると思いま

すが、職員の方々にものすごく勉強してもらわなければいけませんけれども、ほかの県の東大生

を迎え入れたところをインターネットで検索してみますと、「東大生を非常に身近に感じた」、

「東大の教授も、また身近に感じた」というようなことから、このマイナス要因みたいなものは

どこにも書いてなくて、２９年度に参加したところは、ほとんどが３０年度も参加しているとい

うことでした。 

 調べてみますと、東大は協定を締結した後、学生を夏休みの４カ月を中心に１年をかけて現地

に派遣し、自治体の抱える地域課題の解決について、腰を落ち着けて考えさせ、同時に秋以降、

学生は東大内の教職員を訪ね、東京大学の頭脳を使って地域に貢献しようとするプログラムであ

るということです。 

 もし参加するとなった場合には、このプログラムに関する費用は東大で負担するということで

すので、町としての負担はほとんどなくて済むと。ただ、学生を案内したりとか、世話をするよ

うな係の人が必要で、その人が大きなポイントを持つということが言われております。２９年度

の成果発表はインターネットで詳しく見ることができますので、もし興味を持たれましたら見て

いただくといいかと思います。「フィールドスタディ型政策協働プログラム」と検索しますと、

ポッと東大が出てまいります。 

 本町の場合に、課題はいろいろあるということで、この町長のリーフレットの中にも５つのプ

ロジェクトが掲げられて、このようにして課題解決をしていくということですけれども、もし東

大に協力を求めるという形になるとなれば、町の活性化の起爆剤の一つにはなるんじゃないかな

と思います。本町に東大に協力を求めるほどの課題がないとなれば、また別物なんですけれども。 

 そういうようなことなんですが、先ほど南九大及び高専との包括連携協定についてお聞きした

ところ、２つとも持ちかけられたという説明がありました。この東大のプログラムの場合には、

こちらから課題を投げかけるという、方向性が違ってはきますけれども、今後、こういうような

連携に参加するというようなことを含めて、今後の包括連携協定の予定について伺います。 

○議長（池邉 美紀君）  企画商工課長。 
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○企画商工課長（西山 雄治君）  今後の包括連携協定の予定といいますか、フィールドスタディ

型の政策協働プログラムも含めた形で回答をいたします。 

 今後の予定につきましては、産官学連携を進めまして、産業の振興、環境の保全、教育の振興、

健康づくりの推進、地域の活性化と若者の定着など、これまでのそれぞれの取り組みを土台に、

具体的な事業に協働で取り組んでまいりたいと考えております。 

 また、フィールドスタディ型政策協働プログラムへの参加といいますか取り組みにつきまして

も、三股町にもそれなりの、先ほど町長の話でもありましたし、西高東低であったり、中心市街

地の活性化であったりとありますので、検討をしてまいりたいと考えております。 

 以上です。 

○議長（池邉 美紀君）  楠原君。 

○議員（３番 楠原 更三君）  この、今産官学連携を今後と言われましたけれども、連携のテー

マというものをはっきりしていただきまして、所信表明の中にありましたように、「わかる行政、

伝わる行政」とありましたけれども、三股のいわゆる処方箋ですよね、ここがちょっと問題だか

ら、ここを処方するために産官学連携を組みましたと、誰もが町民の皆さんが、多くの方がわか

るような連携をしていただきたいと思います。 

 ただ、今までが南九大、高専と包括連携協定組みました、具体的なところまで余り伝わってな

かったように思います。今度は持ちかけるところからそういうところを細かくしていただくと、

より伝わるのではないかなと思いますので、テーマですね、テーマを明確にしていただくという

ことでお願いをしたいと思います。いかがでしょうか。 

○議長（池邉 美紀君）  町長。 

○町長（木佐貫 辰生君）  このフィールドスタディ型政策協働プログラムですね、これについて

は、東大ということでありますけれども、本町とのかかわりある宮大とか南九大というような近

くにも大学がございますので、東大に頼る必要があるのかなという気持ちでございます。 

 ほかのところ、ちょっと見てみますと、椎葉村では、「これからの関係人口構築のあり方～秘

境の村で日本の未来づくりを挑戦～」というようなテーマですね。綾町では、「世界中の

９９.９％の人が知らないユネスコエコパーク地球を救う」というようなテーマでこの東大との

連携を深めておりますけれども、本町の場合は、先ほどありました西高東低の人口、地域をどう

活性化するか、あるいはまた中心市街地をどうするかなどというときに、この包括連携協定を結

んでいます高専などのまちづくりの専門スタッフもいらっしゃいますし、そしてまた宮大等、そ

ういう大学、それからまた民間のところの有識者、そういう方々のお力を借りながら、本町のほ

うでたたき台をつくったそれについて大いに議論いただいて、そしてその方向性、そして、課題

の解決、そういうものに、まずは取り組んでいきたいなというところです。 
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 よく頭のいい人というか、結構、本町のほうにもいろんな形で東大出身というような人から、

本町のほうへ来られて、うちのまちづくりを、こう見たときに、なぜ過疎対策奨励金というよう

なものを出されるんですかと、もうちょっとやはり地域のところにお金をばらまくんじゃなくて、

中心地に活力を持たすやり方で、先ほど言いました誘導と、そういう話をされました。そういう

方もいらっしゃいました。そういうのを聞いたときに、やはり地元を知らないなと、この町のあ

り方を知らないなというのを感じて、本当の地元がわかっている、ふるさとがわかっている、ど

うあるべきかというところへ、やはり地元の委員に、あるいはここにかかわっている人間は大い

にわかっているんじゃないかなというふうに思います。 

 そういう意味合いでは、宮崎県のことをよくわかっている先生方、有識者、そういうところで、

まずひとつ今後解決策を見つけたいなというふうに思っています。ですから、今のところ、この

東大のフィールドスタディ型政策協働プログラム、こういうところに頼るという、私自身の気持

ちはございませんけれども、そういういろんなこの本町にといいますか、まちづくりに、それぞ

れ縁のある方々等の力を借りながら方向づけしていきたいなというふうに思います。 

 要するに、国のほうが進めてきました今までの市町村合併もそうですけれども、要するに合併

することによって、もっと効率的に行政運営ができるというふうなことで市町村合併が進められ

ましたけれども、実質は周辺が荒廃していく、中心地も空洞化していく、本当に合併がよかった

のかどうか、そういうのを考えると、そういうところに頼って新しい方向性のまちづくりを提示

されても、それはどうなんだろうか、我々が我々の町をつくっていくんだと、そういう気概でも

ってやるべきじゃないかなというふうに感じます。 

 以上です。 

○議長（池邉 美紀君）  楠原君。 

○議員（３番 楠原 更三君）  私も同じような考えなんですけれども、この東大のやつを調べて

みますと、今、椎葉と綾のことを言われましたけれども、ほかにも１１の県、やっていますが、

いろいろ調べますと、地元の大学との包括連携をしながら東大も入るという形がかなり多いんで

すね。そういうのを知りますと、今言われましたようなことがかなり払拭されていくという気は

いたします。 

 もし機会があれば、この、私が言うのも何ですけども、職員の方々にもっとこのまちづくりと

いう面から緊張感を持たせるという意味でも、このこちらから持ちかけていくというそういうス

タイルというのは、どんどん推し進めていただくとありがたいんじゃないかなと思いますので、

よろしくお願いいたします。 

 次の質問に移ります。三股の特性についてということですけれども、今回、町長選で、町長は

選挙事務所をご自宅に構えられました。ご自宅は、ご存じの方は多いと思いますけれども、ご自
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宅のある地区は古くから「三島」と言われる地域であります。 

 実は、先日の臨時会で、細目地区県単独土地改良事業の説明時に配付されました資料に、町長

宅付近が「三島」と記述された地図が使われていました。後で確認に伺ったところ、何と５０年

前の昭和４０年台の地図だったんです。それが今のこの時代の説明資料に使われていたというこ

とに改めて驚きました。それだけ変わってないと言えば変わってないということが言えるかと、

いい意味では言えるかもしれません。 

 その選挙事務所開きに、私も同席させていただきましたけれども、その際、事務所を自宅に開

設された理由の一つに、３期目に臨むに際して三股の原点に返ってみるということを言われまし

た。これが所信表明でのあとになってですけれども、「ふるさと三股」に込められているんでは

ないかと勝手に思っていました。 

 そして、それはまさに三股開拓の父となった三島通庸公に思いをはせるという意味が込められ

ているのではないかと、これもまた勝手に思っておりました。しかし、今現状を見ますと、三島

公に関して、行政の動きとして、これといった手ごたえを感じていません。 

 ちなみにですけれども、来年のＮＨＫの大河ドラマ「いだてん」というのはご存じだと思いま

すけれども、この中には、日本最初のオリンピックに参加した三島公の六男である三島弥彦さん

を俳優の生田斗真さんが演じられるということですので、三股に幾らかは関係あると。ことしが

「西郷どん」で三島さんがちょこっと出てきました。以前は、何ですかね、新島襄を描いたやつ

でも三島というのが出てきました。それぐらい、一応メジャーな人であると私は認識しておりま

す。 

 これまでの一般質問でも何回も取り上げていますけれども、２年後には、三股開拓から

１５０年の節目となります。近々発刊されます地方史、そして来月３日、記念式典の中で原口泉

先生の講演が行われます。このような機会に、三股開拓の父三島公の顕彰活動が、今また必要で

はないかと思っております。 

 これまでの５０年、１００年の節目に建立されているような顕彰碑とは思っていません。三島

公の痕跡を普段から知ることができるようになればと思っております。三島公がなぜこの三股を

選んで開拓したのか、どのような開拓であったのか、そして、この実績がこの後どのようなこと

に影響を与えることになったのか、そういうことを明らかにすることで、三股の特性、地域性を

求めようとする動きにつながっていくのではないかと思っております。いかがでしょうか、この

件につきましては。 

○議長（池邉 美紀君）  企画商工課長。 

○企画商工課長（西山 雄治君）  三股の特性についてということで、三股開拓１５０年を前にし

て三島公顕彰計画を考えられないかというご質問に対しましてお答えいたします。 
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 三島公の功績については、本町には資料が少ないものの、その多大なる功績につきましては、

本やインターネット上で読み解くことができます。本町の基礎を築き、教育を振興した功績等を

きっかけに、その後の三島公の活躍があったと言っても過言ではないと思っております。第５次

三股町総合計画後期基本計画の中におきましても、まちづくりに関する本町の特性としまして、

文教精神が息づく文教の町、また豊かな伝統文化を継承する町を掲げております。このような地

域資源を生かすことが、町全体の発展にも結びつくものと考えております。 

 先人の功績をたたえ、自分たちが暮らす地域の文化・歴史などの地域資源を理解、活用するこ

とによって、地域の特性を生かした暮らしやすいまちづくりが実現していくものと考えておりま

す。三島公の功績につきましては、現在編さん中の町史にも掲載を予定しておりますけれども、

三股開拓１５０年の記念としまして、三島公顕彰につきましては、町広報紙等でその功績等を広

く皆さんに知っていただくというような特集を組むなどを検討していきたいと考えております。 

 以上です。 

○議長（池邉 美紀君）  楠原君。 

○議員（３番 楠原 更三君）  今答弁の中で、三島公の実績を地域資源と捉えていらっしゃると

いうことがわかりました。これは非常にありがたい表現、今までになかった表現だと思いますけ

れども、この地域資源をどう生かすかということなんですね。広報「みまた」で、町民の皆さん

に知らしめるとか、そういうのも必要だと思いますけれども、どっちかといったら、広報「みま

た」、それから回覧、一過性のものだと思うんですね。これを一過性のもので終わるんじゃなく

て、いわゆる出した側の、表現は悪いですけれども自己満足で終わるんじゃなくて、恒常的にそ

れをいつでも確認できるというような形が私は必要ではないかなと思っております。実際、今ま

でもずっと言っていますけれども、北関東とか東北では、さまざまな形で三島公の功績がわかる

ようにされています。本当にこの三股出身として誇りに思うぐらいのところがたくさんあります。 

 三島公のつくった小学校が、まず三股の学校なんですね。ですから、全国でただ一つ、三島公

の胸像があるのが三股小学校と聞いております。その後、三島さんがつくった小学校が、山形県

鶴岡市の朝暘第１小学校というところなんです。朝暘小学校というのは、第１から第６まで、鶴

岡市内の中心部は、全部「朝暘」という名がつく学校となっております。ほかにも挙げればキリ

がないほど三島さん絡みの建物から何からと見ることができます。 

 そういうような実績の三島公の実績の原点は三股である、これも何回も言っていますけれども、

専門家が三股にあると認めております。しかし、その原点である三股にふらっと訪ねて行って、

ああ、これかとわかるのは三股小学校の胸像しかないというような気がします。三股開拓の碑は

読めません。看板は、一応案内板ができましたけれども。三股小学校の、胸像の横には、「三股

を開拓した人」としか書いてないですね。そこからのことは何も書いていません。これも今まで
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言っていますが。 

 先月の９月１３日に教育課のほうに、東北大学の大学院の先生が、この先生は都市デザインを

研究されているという方ですけれども、東北大学から研究のために三股に来られたんですね。三

島公の足跡を訪ねてこられました。私も山王原の小倉邸で同席して対応させていただきましたけ

れども、話をするにつれ、三島公のすごさというのを感じました。これはもう三股の特性の本当

に重要なところであると確認できたところであります。 

 それを「ふるさと三股」の中に感じ取れるようにすることも、これから先、考えてもらっても

いいんじゃないかなと思っております。例えば、三島公関連で姉妹都市を考えるとか、子供の交

流を行うとか、そうすることによって、振り返って三股を、また理解できるんじゃないかなと思

っております。このような学びが、町内の学校教育の場はもちろんのことながら、社会教育の場

でも行われるということで、ふるさと三股を全国的な視野の中で捉えることができるようになる

のではないか、そう思っております。 

 改めてお伺いしますけれども、そういうような観点から三股開拓１５０年を節目としての三島

公顕彰活動の計画について、町長にお伺いいたします。 

○議長（池邉 美紀君）  町長。 

○町長（木佐貫 辰生君）  先ほど企画商工課長がお話ししたとおり、町として、この三島通庸さ

んの顕彰計画というのは、今のところ全く白紙でございます。今回、町史ができますので、その

中にも、いろいろと話を聞いてみますと、なかなか三島通庸さんの、この都城に地頭として赴任

し、そして庄内と三股を開拓し、２年足らずで別なところに行かれましたけれども、そのところ

の実績といいますか、功績がどの程度だったのかというところは、もちろん三島集落の中で大き

な道路をつくられて、それで三股の開拓の大元は教育であるということで、教育振興に力を入れ

てくれたというところ、それ以上のどういうふうな功績があったのかということがはっきりしな

い以上は、なかなかこの顕彰というところは見えないところでありますけれども。 

 ただやはり、その後、東北のほうでも、そしてまた警視総監という大きな仕事もされています

し、そういう三股を足がかりにして、それからまたいろんな各地での活躍があるというのは理解

しているところでございますけど、まだ具体的なところは、先ほどお話ししましたように、広報

紙等での特集ぐらいしか今のところはないところでございます。 

 また、楠原さんは非常にそういう歴史に詳しいし、また三島通庸さんのことも十分あちらこち

らで調べられて、よくご理解いただいているわけですから、またいろんなことで提案していただ

くとありがたいなというふうに思っております。 

○議長（池邉 美紀君）  楠原君。 

○議員（３番 楠原 更三君）  ありがとうございます。三島公につきましては、町内に資料が少
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ないともよく聞いています。けども、専門家が、よその県外の専門家が、三島の功績は三股に原

点があると言われているんですね。そして、動かすことのできない道路が残っているんですね、

建物じゃないですけれども。これはもう非常にそれだけでも価値がある。 

 先ほど言いましたけれども、東北大学の大学院の先生は、あの三島地区の道路をメジャーでず

っと測るんです。ずっと測られて、メモされていくんですね。これが都市づくりの原点であると

いう研究をされていて、研究論文が完成したらお送りしますということで、わかりませんけれど

もといったところでしたけれども、完成したら送っていただけるという、これも一つの資料に、

今後なっていくんじゃないかなと思います。 

 それから、あれと思ったのがですね、三島公については、発刊する町史の中に掲載する予定と

さっき課長さんが言われましたけれども、今の段階、ここについて、まだ予定なんですか。ちょ

っとそれ、お伺いします。 

○議長（池邉 美紀君）  企画商工課長。 

○企画商工課長（西山 雄治君）  現在、編さん中ですので、一応予定という表現をいたしました

が、ほぼ間違いなく三島公について記述があるということでございます。 

 以上です。 

○議長（池邉 美紀君）  楠原君。 

○議員（３番 楠原 更三君）  ついでと言ったら何ですけれども、発行部数、価格、これ何回も

聞いていますけど、わかっていますか。 

○議長（池邉 美紀君）  趣旨がちょっと違うので。 

○議員（３番 楠原 更三君）  でも、今までもずっと聞いている、もう…… 

○議長（池邉 美紀君）  楠原君。 

○議員（３番 楠原 更三君）  １１月３日に発刊予定で延期したということですけども、既にも

うわかっているはずなんですよね。１１月３日、あそこで記念式典がある中で、そういう報告も

当然されるわけですから、もう１カ月もない今、説明できるんじゃないかと思いますのでお願い

します。 

○議長（池邉 美紀君）  教育課長。 

○教育課長（鍋倉 祐三君）  町史の編さんにつきましては、全員協議会のほうでご説明しました

とおり、１１月３日には町史の申し込み用紙で知らせるという形で本の紹介をするということで、

実際の発刊をおくらすという形で今進めているところでございます。 

 金額は、それこそ内部では言及してるんですが、この後ですね、今週、町長の協議を入れてお

りますので、まだ発表するわけにいきませんので、済みません。 

○議長（池邉 美紀君）  楠原君。 
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○議員（３番 楠原 更三君）  わかりました。もうこれ以上突っ込みません。 

 次の質問に移ります。梶山城を含む山城ですね、これを郷土学習の一つとして学校教育、社会

教育の中に入れられないかという質問ですけれども、この城跡整備については、町史編さん事業

が終了してからということはお伺いしておりますけれども、少し質問させていただきます。 

 本町の第１号の指定文化財が、大昌寺跡、梶山城跡の麓にあるやつですけれども、この大昌寺

跡に、本年度になって、三股中学校の先生が数名、幾度となく訪問されたということを聞いてお

ります。そのときに、本丸跡まで行くことができていれば、その後の郷土学習がより充実したも

のになるのにと感じました。 

 ことしの１学期の中ごろ、中学校の１年生全員で勝岡城、梶山城、樺山城巡りを実行されてい

ます。それも全員歩いてです。それが先日の中学校の体育大会での１年生の団技の中、それと

「三股魂」という旗の中に、その経験が少し生かされていたように思いました。「ふるさと三

股」を知るためのすばらしい試みをされたと思っております。このような規模の試みというのは、

これまでもあったのでしょうか、伺います。なきゃないでもいいんです。 

○議長（池邉 美紀君）  教育長。 

○教育長（宮内 浩二郎君）  町の、いわゆる文化財・史跡等を巡る教員向けの研修会等は毎年や

っているところです。小学校の３年生・４年生の担任と中学校の社会科の担任、やっております。

今回、その社会科の担任、多分、三股魂でいこうというような予測はされますが、恐らく山城を

ずっとこう、恐らく歩く、あるいは走るという感じでやられたんじゃないかなというような気が

します。小学校１年生、中学校１年生が全てがこう行ったというのは、ちょっと聞いてはいない

んですけども、そうやって関心を持っていただく先生、そして子供たちが少しでもふえたという

ことは、非常にありがたいなというふうに思っております。 

 教育委員会でそういったのを企画したのはありません。 

○議長（池邉 美紀君）  楠原君。 

○議員（３番 楠原 更三君）  私も見ましたけれども、ずっと続いてましたから、全員だと思っ

ておりますが。何事かとそのときは思ったんですけれども。まあ歩いて、そう何時間もかかるよ

うなことではないかと思ったんですけれども。 

 何回も言いますけれども、こういう狭い町の中に戦国時代の山城が、一応山城と言われるもの

が３つあるんですね。こういうのは、これだけの狭いところで３つというのは非常に珍しいんで

はないかと思います。都城、島津家が五口六外城、６の外城、６つの中の２つは勝岡と梶山なん

ですね。それだけでも、なぜそうなのと、三股の特性につながるんじゃないかなと思いますけれ

ども、梶山城は、特に何回も激しい戦いがあったと、それこそ町史に書いてありました。今度の

はどうなるかわかりませんけれども、何回も何回もあったと。ネットで見ても出てきます。なぜ
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そこでそんな激しい戦いがあったのか、それを知ろうとすることだけでも三股の特性というもの

に近づけるんじゃないか。 

 それから長田地区には１２の集落に３件、４件の武士を配置したと本に書いてあります。なぜ

なのか。仕事は山回り役ということで配置されたということですけども、それが今の長田の基本

的な集落になっているということなんですね。そういうふうに、三股の特性というのを知るとい

うことは、いろんな場で可能であれば行って見ることができる、読むことができる、知ることが

できるというふうにつながるといいんじゃないかなと思いますけれども。 

 何せ、やっぱりお金が要るわけなんですね、何にしても。で、エアコンの問題も出ましたし、

ほかの要望もいろいろあるわけですけれども、この行政サービスの一環として、普段からふるさ

とを知る教材としての史跡の整備、それから説明板の設置、そういうものがあれば、山城という

のをもっと身近に感じとれるんじゃないかなと思います。山城を郷土学習の一つとして、学校教

育、社会教育の中に入れられないかということについてと、その予算について、どのようにお考

えか伺います。 

○議長（池邉 美紀君）  教育課長。 

○教育課長（鍋倉 祐三君）  山城を郷土学習の一つとして学校教育や社会教育の中に取り入れら

れないかというご質問にお答えいたします。 

 町内には、梶山城址を初め、勝岡城址、樺山城址などの山城がございます。これらの山城は、

南北朝時代築城された貴重な文化遺産でありまして、観光資源としてはもとより、文教の町三股

の誇りとして位置づけられ、郷土学習の教材としても大いに活用が期待されているところでござ

います。 

 しかしながら、この整備事業の全体構想については、梶山城址を例にご説明いたしますと、現

在、用地を購入を進めている途中でございまして、具体的な整備計画の策定には至っておりませ

ん。用地購入の状況につきましては、平成２９年度末現在の取得率は、総面積に対して約２８％

の状況です。また、買収対象地には複数名義の共有地が多数存在しまして、相続手続も未処理の

ため、買収に当たっては大きな困難を伴い、相当な時間を要すると思われます。用地購入が終了

し、国指定を受け、町が開発公社から土地を購入し、整備するまでには、さらに時間がかかるこ

とが予想されます。 

 したがいまして、説明板の設置を含めた今後の山城の整備につきましては、専門家の意見を聞

いて取り組みたいと考えておりまして、現段階で有効な活用ができないかについては、関係課と

協議をしながら進めていきたいということで、今のところ予算については、その土地買収の予算

が主ということになっております。 

 以上です。 
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○議長（池邉 美紀君）  楠原君。 

○議員（３番 楠原 更三君）  総面積の２８％と言われましたけれども、あれはもう何ですかね、

中心部に対しての取得率というのもわかりますよね。周辺は除いてですよ。本丸、二の丸、そう

いうところの取得率、わかりますか。 

○議長（池邉 美紀君）  教育課長。 

○教育課長（鍋倉 祐三君）  今現在、想定している縄張り図をもとに２８％で、主に購入が進ん

でいるのは、その中心部、本丸あたりが主には買収しているんですが、中心部が何％というのは、

まだわからないというのと、もう一つは、その縄張り図のどこまでというのを、今後専門の検討

委員会、立ち上げますので、今年度中にですね、その先生方にさらに詳しく調べてもらって、ど

こまで買収というのは決めたいというふうに考えております。 

○議長（池邉 美紀君）  楠原君。 

○議員（３番 楠原 更三君）  先ほどありましたけど、スピーディにできるだけ可能な限りお願

いしたいと思っております。 

 最後の質問に移ります。「産業いきいきプロジェクト」の中で六次化のことが取り上げてあり

ます。先ほども説明、幾らか受けましたけれども、町長選の際のリーフレットにおいて、ゴマ、

プチヴェール、どぶろくと、資料のほうはありますけれども、最後のほうに、ゴマ、プチヴェー

ル、どぶろく等としてありますが、非常に細かいんですけど、この「等」に私はちょっと絡みた

いんですが。 

 例えば、アーモンドはどうなっているんでしょうか、少し気になっております。また、この

「など」の中に、三股らしいストーリー性のある特産物の開発というものは考えられないのでし

ょうか、伺います。 

○議長（池邉 美紀君）  企画商工課長。 

○企画商工課長（西山 雄治君）  三股らしいストーリー性のある特産物の開発は考えられないか

というご質問に対してお答えいたします。 

 ご質問のとおり、背景やストーリー性を持った魅力ある特産品の開発に取り組んでいくことは

大事なことだと認識をしております。また、それに伴う販路開拓や販路拡大の支援、そしてプラ

ンディングに取り組んでいくことも継続的に事業を維持するために大変重要な課題であると考え

ております。 

 現在、本町では、地域資源を活用した新たな取り組みを支援していくため、三股地域ブランド

発進事業補助金を創設しております。これは本町の産業振興及び地域の活性化を図るため、住民、

企業及び団体による農商工連携や、六次産業化等の新たな取り組みにより、三股町産の地域資源

を活用した地域性の高い新商品の開発発進等を目的とした事業に対し、経費の一部ではございま
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すが、支援をする補助金でございます。 

 この補助金制度は、平成２８年度から実施しておりまして、初年度が４件、昨年度は２件でし

たけれども、そして本年度が３件の事業を採択しているところでございます。まだ商品化や販路

開拓に至ってないものもございますが、採択した事業については、求められるニーズに合った情

報の提供や専門家のアドバイス、セミナーを受けられるような支援体制を構築し、フォローアッ

プを図っていきたいと考えております。 

 また、引き続き、商工会や町雇用創造協議会等の関係機関との連携をしていって、商品価値の

高い特産品の創出に取り組んでまいりたいと考えております。 

 以上です。 

○議長（池邉 美紀君）  楠原君。 

○議員（３番 楠原 更三君）  質問が、三股らしいストーリー性のあるというところを、私は詳

しくお聞きしたいんですけれども。そういうものを考えられないのかどうかということを改めて

お伺いします。 

○議長（池邉 美紀君）  企画商工課長。 

○企画商工課長（西山 雄治君）  そうですね、歴史上、いろいろかかわりのある作物とかそうい

ったものもあると思いますので、そういったものを調査、勉強していって、提案していくことも

可能かとは思っておりますが、今のところはいろいろ、生産者であったり事業者であったりとい

うところと話し合いながら、実現可能な新製品の開発というところに取り組んでいるところでご

ざいます。 

 以上です。 

○議長（池邉 美紀君）  楠原君。 

○議員（３番 楠原 更三君）  わかりました。難しいというのは、当然わかりますけれども、ご

存じではあると思いますけれども、江戸時代に書かれました「庄内地理志」及び「三国名勝図

会」、この本を見ますと、三股の特産物がたくさん書かれています。江戸時代のことですけれど

も、私が言いたいのは、このストーリー性ということでですね。書かれている中には、徳川将軍

の代がわりごとに派遣された巡見使に献上された特産品もあります。 

 これは２つの本をごちゃ混ぜにしているんですけれども、寺柱街道絡みで二十数種の特産物が

書いてあります。明記されています。それから、梶山街道絡みで三十数種の特産物が書かれてい

ます。これもこのストーリー性を持つという意味で使えるんじゃないかなと思いますが、中には、

ハヤのクロ漬けとか、フナの粕漬けとか、非常に具体的なそういう産品名も出てきています。そ

れから、長田のほうに行きましたら、キリイシとかですね。江戸時代から、ああ、もっと有名な

のは、ヤマワニンジンですね。そういうようなもの、どうのこうの考えていくと、これは具体的
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に特産物となるんじゃないかなと思いますけれども、検討される価値があるでしょうか、どうで

しょうか、伺います。 

○議長（池邉 美紀君）  企画商工課長。 

○企画商工課長（西山 雄治君）  今ご提案がありましたとおり、検討していく価値はあるかと思

います。ただ、それでどのような製品を開発していくのか、またそれが実際、世間に受け入れら

れて販路拡大につながっていくのかというところまで考えていかないといけないと考えておりま

すので、そこには役場のほうからも提案はできるんですけれども、それに乗っていただける事業

者さん等が必要となってきますので、そこら辺での検討を重ねていった上で可能かどうかという

ところを考えていきたいと考えております。 

○議長（池邉 美紀君）  楠原君。 

○議員（３番 楠原 更三君）  「ふるさと三股」をこれだとつくるためにも、これから未来を見

詰めるだけではなくて、過去を振り返って、そして今まで気づかなかったような三股に気づくと

か、そういうようなことを繰り返しながら、三股らしさというのを少しずつくっていただくよう

にお願いをしたいと思います。 

 これで質問を終わります。 

癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡 

○議長（池邉 美紀君）  これより１４時３０分まで本会議を休憩します。 

午後２時18分休憩 

癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡 

午後２時30分再開 

○議長（池邉 美紀君）  休憩前に引き続き、本会議を再開します。 

 発言順位７番、堀内君。 

〔６番 堀内 義郎君 登壇〕 

○議員（６番 堀内 義郎君）  発言順位７番、堀内です。早速、通告していた質問に入りたいと

思いますので、よろしくお願いいたします。 

 先月、今期定例会において町長が所信表明され、３期目の就任に当たり、所信の一端を述べら

れました。これまで同様、謙虚に誠実にふるさと三股の活性化、発展のために頑張るということ

でありました。 

 スローガンに掲げている「自立と協働で創る元気な町みまた」として、町民との協働でまちづ

くりを推進するため、１期・２期目に取り組んだ事業を評価しながら、まだ不十分なところを検

証しつつ、これからのまちづくりを考えなければならないと考えているとのことでありました。 

 そこで、５つのプロジェクトを拡充することで町の活性化を図り、持続可能なまちづくりを進
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めたいということですので、最初に、まちむら元気わいわいプロジェクトについてお聞きいたし

ます。この件は、前議員も質問されておりますが、これだけ関心が高いということもありますの

で、コンパクトシティのまちづくり、五本松団地跡地の再開発の具体的な取り組みについてどう

なのかお聞きしますので、よろしくお願いします。 

 後の質問は、質問席にてお聞きしますので、お願いいたします。 

○議長（池邉 美紀君）  町長。 

〔町長 木佐貫 辰生君 登壇〕 

○町長（木佐貫 辰生君）  町長の公約について、まちむら元気わいわいプロジェクトにおいてコ

ンパクトシティのまちづくりの具体的な取り組みについてのご質問ですけれども、この五本松団

地跡地再整備については、先ほど、私の基本的な考え方について、楠原議員の質問に回答したと

おりでございます。 

 現在、担当課で鋭意取り組んでいますので、担当課長のほうから、この進捗状況について詳し

くご説明いたします。 

○議長（池邉 美紀君）  都市整備課長。 

○都市整備課長（上原 雅彦君）  五本松団地跡地活用については、今年度から都市整備課の業務

として取り組んでおります。業務を進める上での全体のスケジュールを、おおむね４年から５年

程度と設定しております。今年度は、整備に関する基本構想のたたき台を３パターン程度作成す

ることを目標に業務に着手しております。 

 まず、今年度上半期は、情報収集と先進地視察を中心に業務を進めております。新たな拠点施

設の整備を検討する上で、さまざまな整備手法や関係法令、先進的成功事例など幅広く情報を収

集し、職員のスキルアップを図ることが重要であると捉え、都城市に先日オープンしました中核

施設や旧４町の温泉施設の維持管理、運営状況の調査を初め、先進的事例調査として、佐賀市や

福岡県うきは市、大分県津久見市のほか、新潟県長岡市、見附市、三条市などの視察を行いまし

た。先進地の選定については、健康、交流、にぎわいのキーワードに関する先進的な取り組みが

成果を上げている自治体を調査し、実施しております。 

 また、ＰＰＰ／ＰＦＩといった事業手法について、担当職員の知識を深め、最新の情報を収集

することも必要不可欠であると考えております。そのため、国土交通省九州地方整備局に出向い

て官民連携に関する補助事業の相談会に参加したり、熊本県長洲町で開催された官民連携セミ

ナーにも参加してまいりました。 

 これらの情報収集や視察研修を行うと同時に、町民のニーズ調査も重要であると考えておりま

す。手始めに、職員みずからアンケート調査を実施しております。６月に行われましたものづく

りフェアの来場者や、健康管理センターで行われる乳児健診等の受診者などに協力いただきまし
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て、まちづくりに関するアンケート調査３２０人分を実施しております。 

 このように、上半期においては、職員も主体的に動き、拠点施設整備に向けて準備段階として

計画的に業務を進めてまいりました。これからは、基本構想のたたき台をつくる段階に入ってま

いります。そこで、先日、プロポーザル方式により業者選定を行い、今年度の委託業務契約を締

結し、年度末に整備に関する基本構想の案を作成する予定としているところであります。 

○議長（池邉 美紀君）  堀内君。 

○議員（６番 堀内 義郎君）  五本松団地跡地の利活用ということでお聞きしていますけども、

前議員からもありましたように、コンパクトシティ、それの一端ということで、コンパクトシテ

ィの中の駅前とか駅周辺とか役場エリアについて、いろいろ、これまで整備されてきたかと思い

ます。例えば、駅舎の利用とか駅広場の利用、あと物産館の整備とか、役場周辺については歩道

とか避難時の誘導灯、防犯灯、それがあるかと思いますけども、今、話題となっている五本松団

地跡地については、前回の質問も行ったときに、スケジュール的に行っていきたいということで

ありました。 

 新聞にもいろいろ書いてあったんですが、これを参考にさせていただくんですが、後になるか

どうかわからないんですけども、１０月に都市整備課の中に五本松交流拠点施設対策係というの

を置くということでありますけども、具体的な人数とか、そういったことがわかったら教えてく

ださい。 

○議長（池邉 美紀君）  都市整備課長。 

○都市整備課長（上原 雅彦君）  １０月１日をもちまして、五本松拠点整備推進係という形で、

１名の専属職員という形で業務を行っているところであります。 

○議長（池邉 美紀君）  堀内君。 

○議員（６番 堀内 義郎君）  いろいろ、１名ということで大変なこともあるかもしれませんけ

ども、本当に重要な案件でございますので、進めていければいいかと思っておりますが。 

 都市整備課としては、「健康と賑わいと交流拠点」ということで、いろいろ視察を行ったり検

討しているということでございますが、町民からもいろんな、温泉プールとか宿泊施設癩癩宿泊

施設については、前議員からも民間の合宿所をちょっと予定があるということでありました。ま

た別に、多目的ホールとか物産館などというのもあるというふうな、新聞記事にもちょっと書い

てあるんですけども、そういったことも見据えていろいろ開発していきたいということでござい

ますけども。 

 コンパクトシティを進める上で、もし建てるとした場合、今ある、よかもんやを含めての物産

館の構想も入っているのかどうか、お聞きいたします。 

○議長（池邉 美紀君）  町長。 
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○町長（木佐貫 辰生君）  先ほど質問にもいろいろお答えしたところなんですけれども、やはり

この地域にある公共施設あるいは準公共施設、そちらのほうの役割、機能をしっかりと把握し、

重複しないような形で取り組むということが大事かなというふうに思いますので、まずはその機

能分担、役割分担、そういうところをしっかり押さえながら、五本松がどういう役割を果たすべ

きなのか、そういうふうな観点から再整備に取り組むということでございます。 

 健康、そして文化、食、子育て、高齢者の居場所づくり、いろいろと住民からの声も聞いてお

りますけれども、そのあたりをしっかりと整理して、そして持続可能な、そして負の遺産という

ふうにならないような取り組みをさせていただきたいというふうに思っています。 

○議長（池邉 美紀君）  堀内君。 

○議員（６番 堀内 義郎君）  今の物産館のよかもんやについてはちょっと困ったところで、な

かなか、日々利用する方についてはいいんですけども、いろいろ朝市とかそんなものは不便なと

ころがあるかなということで、それを五本松団地跡地に持ってくるとするならば、今のよかもん

やの跡地をどうするかとか、複合してやるのかというのもありますので、そういったことを含め

て、またいろいろ検討していただければいいかと思っております。 

 いろいろ記事とか見ていると、地元紙の、５年後をオープンに考えているということも書いて

ありますけども、先ほど言いましたように、スケジュール的にやっていきたいというふうなこと

でございますけども、四、五年後についてはどう考えるか。 

○議長（池邉 美紀君）  町長。 

○町長（木佐貫 辰生君）  任期が、私、４年でございますので、その４年内に完成を目指したい

んですけれども、やはりこれは非常に大きな事業でございますし、そしてまたしっかりと皆さん

の声を聞くという時間的なスパンも必要ですから、５年ぐらいかなという感じがいたしますけれ

ども、４年内には着手にこぎつけたいなというふうには思います。目標は、完成でございます。 

○議長（池邉 美紀君）  堀内君。 

○議員（６番 堀内 義郎君）  できるだけ早く、木佐貫政権の中のうち、本当、起爆剤の土地と

なると思いますので、よろしく検討のほう、お願いしたいと思います。 

 次の質問になりますけども、小鷺巣地区の宅地分譲についてお聞きいたします。 

 土地取得の交渉や造成など、具体的にどう実施していくのかお聞きいたしますけども、この件

については、平成２６年に過疎防止についての陳情書が提出されて、２８年から具体的に候補地

選定されていって、いろいろと問題も出てきたんですけども、去年、いろいろ町の方もご理解も

いただいて、新たな選定地で話を進めていくということでございました。具体的にどう実施して

いくのか、お聞きいたします。 

○議長（池邉 美紀君）  企画商工課長。 
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○企画商工課長（西山 雄治君）  小鷺巣地区の宅地分譲につきまして、現在の進捗状況と今後の

予定について回答させていただきます。 

 平成２６年１２月に、宮村地区の小鷺巣地区過疎防止の施策を求める陳情書が提出されており

ます。そして、平成２８年２月には、具体的に小鷺巣地区で候補地を選定した宮村小鷺巣地区過

疎対策活動報告書が提出されたところでございます。これを受けまして、町の関係課職員で現地

を確認し協議を重ねた上で、宅地分譲の候補地を定めて、現在、用地取得に向けて地権者と交渉

をしているところであります。 

 今後、地権者の了承が得られましたら、今年度内に用地を取得して、来年度以降に土地の造成

及び販売を開始したいと考えているところでございます。 

 以上です。 

○議長（池邉 美紀君）  堀内君。 

○議員（６番 堀内 義郎君）  新たな土地については、いろいろ今、進めているということでご

ざいまして、中には亡くなった方の手続がちょっと進んでいないというふうなところも聞いてお

りますけども、もし、この新しい、今選定した土地がだめだということになれば、今後新たにま

た協議会と選定したいところを見つけていくのか。町長としては実施するということでありまし

たので、その点についてどうなのか、お伺いします。 

○議長（池邉 美紀君）  町長。 

○町長（木佐貫 辰生君）  まずは現在進めております地権者との用地交渉、こちらのほうに努力

をしたいなというふうに思います。それ以外のところもいろいろと、この小鷺巣地区からの提案

があったんですけれども、学校に近く、そしてある程度交通の便がいいところというところでい

ろいろと検討したところ、今のところが一番いいのかなと。 

 ただ、今の予定している場所も、埋蔵文化財の包蔵地といいますか、そういう土地でございま

すので、試掘もしなくちゃならんのかなというふうには思っておりますけれども、まず第１にこ

こを進めたいと、第２は今のところ考えていないところでございます。 

○議長（池邉 美紀君）  堀内君。 

○議員（６番 堀内 義郎君）  今、町長からありましたように、この小鷺巣地区というのは、お

話があったとおり、遺跡、これが今いろいろ出て、今までも遺跡調査とかされてなかなか進まな

い面があった。要するに、単価が上がったり、調査費にいろいろかかったということでございま

すけども。 

 今回の土地については、遺跡調査もするということを含めてあるんですけども、遺跡調査した

調査費用とか、それについては、この造成費の中に含まれるのかどうか、お伺いします。 

○議長（池邉 美紀君）  企画商工課長。 
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○企画商工課長（西山 雄治君）  まず、埋蔵文化財の包蔵地ということで、開発行為を行う前に

試掘をして、遺跡が実際そこにある可能性があるのかということを調査いたします。それで、遺

跡があるということになれば、発掘調査をいたします。その費用は開発者が持つということにな

っているようですので、造成費用とは別に、そういった調査をする費用というのが発生するとい

うことでございます。 

 以上です。 

○議長（池邉 美紀君）  堀内君。 

○議員（６番 堀内 義郎君）  この前の選定地については、概算工事費を見ていると、発掘調査

費が、これ入っての単価で、坪単価が５万６,０００円ちょっとぐらいになったということでご

ざいますけども、今回はそれは考えていないということでありますが。 

 単価としては５万円内が一番の理想だと思うんですけども、それについて、もしよかったら、

抑えてできるのかどうか、わかれば。 

○議長（池邉 美紀君）  町長。 

○町長（木佐貫 辰生君）  やはり町の施策として、小鷺巣地区の児童生徒、子供たちをふやす、

そのような施策の一環でありますので、できるだけ販売価格を抑えていくということで、そして

条件としまして、やはり子供さんがいる家庭と、そういうふうな条件をつけながらやっていきま

すので、以前、眺霧台、そちらのほうも、採算性じゃなくて、やはり政策としての販売価格とい

うところを検討しましたので、また同じような方法で進めていく予定でございます。 

○議長（池邉 美紀君）  堀内君。 

○議員（６番 堀内 義郎君）  ぜひ、この地区については子供は減っているということでありま

すので、協議会発足してから、もう五、六年ぐらいたつのかなということで、少しずつまた進め

ていって、宮村小学校の増加につなげていければいいかと思いますので、このこともよろしくお

願いしたいと思います。 

 次の質問になりますけども、エアコン設置の件についてお聞きいたします、熱中症対策ですけ

ども。この点についても、前議員からあったんですけども、とりあえず通告が、最初に通告はや

ったんですけども、聞けるだけ聞きたいと思いますので、よろしくお願いいたします。 

 小中学校の施設について、予算と今後の予定についてお聞きいたしますけども、エアコン設置

については、ことしの酷暑続きで熱中症になるというのがきのうの一般質問でも多くいらっしゃ

るということで、もはや災害であるということで言われていますということでありました。 

 この件について、非常にこれは関心が全国的にも高いということでありまして、何人かの議員

の方々も、三股を問わずいろいろ質問されておりますけれども、きのうの答弁にありましたとお

り、全クラスに計画的に整備したいんだけども、事業費とかいろいろな設計費、設置方法など、
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相当な財源が必要だということでございました。いろんな国の動向、県の動向とか助成金とか、

そういったことを考えているということでありましたけれども、難のときはいろいろどこかの予

算をちょっと見つけ直さなきゃいけない、要するに捻出もしていかなければいけないのかなとい

うこともあるかなということも聞きますけども、それについてどうお考えなのか、お伺いします。 

○議長（池邉 美紀君）  教育課長。 

○教育課長（鍋倉 祐三君）  小中学校のエアコン設置について、設置関係の予算と今後の予定と

いうことでお答えします。 

 小中学校のエアコン設置につきましては、ほかの議員の方のご質問にお答えしたとおり、現在、

設置の方法や事業費について検討している段階でございます。直轄事業にするのか、リース方式

にするのか、または民間資金を活用したＰＦＩ方式にするのか、設置方法によって予算の計上の

仕方が大きく変わってくるために、現段階で事業費や予算について示すことはできないというこ

とでございます。 

 今後の予定につきましては、国の助成金とか補助要件を注視するとともに、直轄事業で行う場

合は、基本設計の予算を確保して調査設計を委託する必要があると考えております。 

 以上です。 

○議長（池邉 美紀君）  堀内君。 

○議員（６番 堀内 義郎君）  予算についてはそういうことということでありますけども、今後

の予定についてですけども、きのうの答弁におきましては、できるだけ早期に対応が必要という

ことでありました。しかし、時期は未定ということであったと思いますけども。 

 温暖化は進む一方でありますが、そのうち、ほかの自治体をちょっと参考にするのもなんです

けども、ある市の市長は、公約として２０２２年までには対応できるようにしたいとか、いろい

ろ補正を組んだりした自治体もあるということで聞いていますけども。 

 時期はあくまでも未定ということでありますが、未定というのがどこまで未定なのかちょっと

わからないんですけども、町長が先ほど言いましたとおり、今後４年間で、今までの事業を含め、

今後新しい事業を含め、より花を咲かせていきたいとありました。先ほどの五本松もそういうこ

とでございますけれども。エアコンについては、花を咲かせたいということについて町長の思い

がありましたら、もしよかったらお願いしたいと思います。 

○議長（池邉 美紀君）  町長。 

○町長（木佐貫 辰生君）  このエアコン設置については、どの町でも、日本国中、喫緊の課題だ

というふうな認識は持っております。先ほどから話がありましたように、直轄方式なのか、リー

ス方式なのか、ＰＦＩ方式なのかということで、今、検討を進めているところでございます。や

はり設置するだけのイニシャルコストだけ、初期投資だけを考えるんではなくて、その後のラン
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ニングコストを考えながら、どういう方式にするかを検討すべきじゃないかなというふうに思い

ます。 

 といいますのも、やはり最初設置しまして、その後、直営でしますと、ずっと町のほうで維持

管理、修理関係もずっと持っていなければなりません。しかし、ＰＦＩ方式とかリース方式にな

ると、委託したところ、民間のほうで維持管理まで全てやっていきますし、そういうふうな運営

関係が非常にスムーズに行くということで、文科省のほうでもＰＦＩ方式を推進しているところ

でございます。 

 このＰＦＩ方式では、やはり国の補助事業に３分の１が使えますし、直轄でやるのと同じ補助

事業という対象でありますので、そういう長いスパンでの捉え方で方向づけするのが一番適当で

はないかなということで、今、検討を進めているところでございます。 

 そういう意味合いでは、ちょっと時間がかかりますけれども、来年度の夏に間に合うかとなる

となかなか厳しいのかなと。再来年度までにはもう設置ができる、そういうふうな環境づくりと

いいますか、取り組みはさせていただきたいなというふうに思います。ことし、国のほうでも補

正をつけるということでありますので、そのときに手を挙げるのか、それとも１年おくれで手を

挙げるのか、そのあたりも含めて検討させていただいて、早急に、そしてまた一斉に、学校間の

格差ができないように取り組みたいなというふうに思っています。 

○議長（池邉 美紀君）  堀内君。 

○議員（６番 堀内 義郎君）  よろしくお願いしたいと思いますけども、この前、運動会の話に

なるんですけども、宮村小学校の運動会に出向いたんですけども、そのときに、新しく就任され

た校長先生が、三股町は子供のためにいろいろ予算を組んでくれますねということをおっしゃい

ました。本当、私も子育てにいいまちづくりを進めているんじゃないかと思いますので、エアコ

ンについても、今後、いろんな予算とかスケジュール等が出てくると思いますので、熱中症につ

いては災害ということも含めて、できるだけ速やかに対応できるようにお願いしながら、次の質

問に移りたいと思います。 

 草刈りの質問に入りますけども、町道、公園の草刈りについてお聞きいたします。 

 近年、温暖化の影響ということで、高温で多湿、多量の雨が降り、気候的にも草木の伸びる早

さというのも早くなったような気がしているんですけども、公園や町道の草が伸び、刈ってほし

いというふうな声を聞きますが、現状はどうなのか、お聞きいたします。 

○議長（池邉 美紀君）  都市整備課長。 

○都市整備課長（上原 雅彦君）  公園の草刈りについての要望は、今、堀内議員のほうからも言

われましたように、特にことしは天候不良ということで、イネ科系の植物が繁茂しまして、多く

寄せられているところであります。 
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 公園草刈りは、基本的には公園管理委託職員で対応しておりますが、２名の少人数のため、一

部の公園はシルバー人材センターへ年間を通じて委託しているところであります。 

 また、町道の草刈りにおいては、幹線道路７路線、延長約１３キロは、７月から１０月までの

間に２回の草刈り業務委託を業者のほうに発注している状況であります。また、その他の道路に

ついては、道路委託職員２名で随時循環を行い対応して、要望があれば、現地確認後、対応を行

っているところであります。 

 また、ずっと住みたい協働推進事業の中で、道路等環境整備事業においては、４地域の道路約

７.７キロを地元の団体で草刈りを行っていただいているところであります。 

○議長（池邉 美紀君）  堀内君。 

○議員（６番 堀内 義郎君）  草を刈ってほしいという声があるということで、７月末にも私の

ほうにも電話がありまして、公園の草を刈ってほしいということで、２カ所、広場を含めて。と

いうのは、地元の方、私の地区じゃないんですけども、グラウンドゴルフができないということ

でどうにかできないのかなということで、公民館としてもどうしたらいいのかわからないという

ふうな状況でしたので、ちょっと役場のほうに相談してみますということでいろいろ相談させて

いただいたんですけども。 

 先ほどありましたように、２名の委託職員で定期的に刈っているということでありましたけど

も、なかなか手が回らないということもありまして、すぐ使うのであれば自分たちで刈ったほう

がいいんじゃないかなということで、次の質問にもありますが、こういった事業がありますよと

いうことで、これを使って、あるいは自分たちでこういったのを使って刈ってみてはどうですか

ということで事をなしたんですけども、次の質問でありますが、公園等環境整備協働事業及び備

品等貸出事業というのがあるんですけども、これについての実績と、先ほどありましたように、

こういった周知がされているのかどうか、お聞きいたします。 

○議長（池邉 美紀君）  都市整備課長。 

○都市整備課長（上原 雅彦君）  公園等整備協働事業及び備品貸し出しの最近の実績ということ

ですけど、公園の整備事業におきましては、平成２９年度、昨年度より事業を開始しております。

昨年度が対象公園２３カ所、これは大体１,０００平米以下の手押しの機械で刈れるところを対

象にしております。活動状況といたしまして、７団体で１２カ所の草刈りを行っていただいてお

ります。平成３０年度では、対象公園を２５カ所といたしまして、活動団体は７団体で９カ所の

公園を、現在草刈りを行っていただいております。 

 備品貸し出しは、２トントラック１台、軽トラック１台、自走式癩癩手押し式ですね癩癩草刈

り機１台、背負い式の草刈り機２台の貸し出しを、土日、庁舎が閉庁のときに貸し出しをしてお

ります。 
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 平成２９年度は、２４、申請がありまして、貸し出しを行っております。貸し出し先は、小学

校のＰＴＡ、自治公民館、なお、同支部等に貸し出しております。 

 ３０年度が、８月末時点で３７の貸し出し、こちらも小学校ＰＴＡ、自治公民館、支部、地区

の団体等に貸し出しを行っております。 

 周知方法については、年度初めの回覧及び町ホームページにおいて、ずっと住みたいまちづく

り協働推進事業の事業周知を行っているところであります。 

○議長（池邉 美紀君）  堀内君。 

○議員（６番 堀内 義郎君）  公園等環境整備協働事業については、ほとんど、もう半分もなさ

れていないかなという感じを受けたんですけども、この周知について、ホームページあるいは回

覧等で行っているということでございますが、周知についてのあれですけども、地区座談会等で、

こういった事業があって、もし必要な場合は刈ってほしいということをお願いできれば、ちょっ

と負担も減るのかなと思いますけども、地区座談会でもこういった周知がちょっとできないのか

をお聞きいたします。 

○議長（池邉 美紀君）  都市整備課長。 

○都市整備課長（上原 雅彦君）  平成２９年度に事業を始めましたので、そのときには、地区座

談会においても周知ということでお知らせはしておりますが、ことしについては、新規事業の周

知ということで、こちらのほうはもう回覧とホームページということでさせていただいておりま

す。 

○議長（池邉 美紀君）  堀内君。 

○議員（６番 堀内 義郎君）  地区座談会においては公民館長さんが来られるんですけども、公

民館長さんもほとんど半分ぐらいは１年交代ということで、こういった事業があるというのをな

かなか知らないと思うんですけども、こういった事業があれば、役場の委託職員の負担とかある

いは自分たちで率先して刈るということができるかと思います。 

 草刈りについては、シルバー人材センターにも委託しているということでありますけども、シ

ルバー人材センターについて、小公園のみ刈っているということだと思いますが、いろいろ話聞

いてみると、人材センターもなかなか人手不足もあるということでありまして、人を集めるのに

苦労しているということがありますので、できればこういった事業があるということで、要する

にこの２つの事業の目的、趣旨を見てみると、自主的な公益活動を支援し、地域住民との協働に

よるまちづくりの活動の促進を図るとありますので、町長が言われるように、いろんな協働のま

ちづくりということを考えるとこれも基本になるのかなと。要するに、何でもかんでも役場のほ

うに頼めばいいというんじゃなくて、自分たちの地域はできるならこういった事業を使う、その

ためにはいろんな周知していくというような。役場についても、不足があればそれを補いながら、
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できるだけ町民でやりやすいような活動づくりというか、そういった事業をずっと進めていかれ

ればいいかと思っておりますので、その点、よろしくお願いしながら、今回ちょっと早かったで

すけども、一般質問にさせていただきますので、よろしくお願いいたします。 

○議長（池邉 美紀君）  以上をもちまして、一般質問は終了します。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

○議長（池邉 美紀君）  それでは、以上で本日の全日程を終了しましたので、これをもって本日

の会議を散会します。 

午後３時04分散会 

癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘 
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 

午前10時00分開議 

○議長（池邉 美紀君）  ただいまの出席議員は１２名、定足数に達しておりますので、これより

本日の会議を開きます。 

 本日の議事日程は、お手元に配付してあるとおりであります。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

日程第１．総括質疑 

○議長（池邉 美紀君）  日程第１、総括質疑を行います。 

 総括質疑は、今定例会の初日に提案された議案等のうち、全体審議します議案第７１号、第

７２号及び諮問第２号を除く全ての案件に対しての質疑であります。質疑の際は、議案番号を明

示の上、質疑を行ってください。また、くれぐれも議題以外にわたったり自己の意見を述べるな

ど、一般質問のようにならないようにご注意願います。 

 なお、質疑は会議規則により、１議題につき１人３回以内となっております。 

 また、自己の所属する委員会が所管する議案及び全体審議に係る議案に対しては、常任委員会

の場あるいは全体審議の場で行ってください。 

 議案の内容を整理した上で、議案番号順に４つに分けて行います。 

 それでは、議案第５２号から第６０号までの決算の認定に対する質疑を行います。質疑はあり

ませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（池邉 美紀君）  質疑もないので、議案第５２号から第６０号までの総括質疑を終結しま

す。 

 次に、議案第６１号及び第６２号の条例の改正に対する質疑を行います。質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 
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○議長（池邉 美紀君）  質疑もないので、議案第６１号及び第６２号に対する総括質疑を終結し

ます。 

 次に、議案第６３号から第７０号までの予算に対する質疑を行います。質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（池邉 美紀君）  質疑もないので、議案第６３号から第７０号までの総括質疑を終結しま

す。 

 次に、報告第４号から第７号までの報告に対する質疑を行います。質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（池邉 美紀君）  質疑もないので、報告第４号から第７号までの総括質疑を終結します。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

日程第２．常任委員会付託 

○議長（池邉 美紀君）  日程第２、常任委員会付託を行います。 

 お諮りします。各議案は、常任委員会付託表案のとおり、それぞれの常任委員会に付託するこ

とにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（池邉 美紀君）  異議なしと認めます。よって、各議案は付託表案のとおり、それぞれの

常任委員会に付託することに決しました。 

 各常任委員会におかれましては、審査方よろしくお願いします。 

 なお、各常任委員会におかれましては、委員会の審査日程を協議の上、本日中に事務局に提出

くださるようお願いします。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

日程第３．質疑（議案第７１号・第７２号及び諮問第２号） 

○議長（池邉 美紀君）  日程第３、質疑を行います。 

 議案第７１号、第７２号及び諮問第２号を一括して行います。 

 質疑の回数は、１つの議題で５回までといたします。質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（池邉 美紀君）  質疑もないので、これにて質疑を終結します。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

日程第４．討論・採決（議案第７１号・第７２号及び諮問第２号） 

○議長（池邉 美紀君）  日程第４、討論・採決を行います。 

 議案第７１号「教育委員会委員の任命について」を議題として、討論・採決を行います。 

 これより討論を行います。 
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 まず、本案に対する反対討論の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（池邉 美紀君）  次に、賛成討論の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（池邉 美紀君）  討論もないので、これにて討論を終結します。 

 これより採決を行います。 

 議案第７１号は、原案のとおり同意することにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（池邉 美紀君）  異議なしと認めます。よって、議案第７１号は原案のとおり同意されま

した。 

 続きまして、議案第７２号「固定資産評価審査委員会委員の選任について」を議題として、討

論・採決を行います。 

 これより討論を行います。 

 まず、本案に対する反対討論の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（池邉 美紀君）  次に、賛成討論の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（池邉 美紀君）  討論もないので、これにて討論を終結します。 

 これより採決を行います。 

 議案第７２号は、原案のとおり同意することにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（池邉 美紀君）  異議なしと認めます。よって、議案第７２号は原案のとおり同意されま

した。 

 諮問第２号「人権擁護委員の推薦について」を議題として、討論・採決を行います。 

 これより討論を行います。 

 まず、本案に対する反対討論の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（池邉 美紀君）  次に、賛成討論の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（池邉 美紀君）  討論もないので、これにて討論を終結します。 

 これより採決を行います。 

 諮問第２号は、適任とすることにご異議ありませんか。 
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〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（池邉 美紀君）  異議なしと認めます。よって、諮問第２号は適任と可決されました。 

 しばらく本会議を休憩し、全員協議会といたします。 

午前10時05分休憩 

癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡 

〔全員協議会〕 

癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡 

午前10時15分再開 

○議長（池邉 美紀君）  休憩を閉じ、本会議を再開します。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

○議長（池邉 美紀君）  それでは、以上で本日の全日程を終了しましたので、これをもって本日

の会議を散会します。 

午前10時15分散会 

癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘 
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 

午前10時00分開議 

○議長（池邉 美紀君）  ただいまの出席議員は１２名、定足数に達しておりますので、これより

本日の会議を開きます。 

 本日の議事日程は、お手元に配付してあるとおりであります。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

日程第１．常任委員長報告 

○議長（池邉 美紀君）  日程第１、常任委員長報告を行います。 

 まず、総務産業常任委員長よりお願いします。総務産業常任委員長。 

〔総務産業常任委員長 内村 立澤君 登壇〕 

○総務産業常任委員長（内村 立澹君）  おはようございます。総務産業常任委員会の審査結果を、

会議規則第７６条の規定に基づき、報告申し上げます。 

 本委員会に付託された案件は、議案５７号、５８号、５９号、６０号、６１号、６２号、

６８号、６９号、７０号の計９件でございます。以下、議案ごとに説明させていただきます。 

 議案第５７号「平成２９年度三股町梶山地区農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算の認定に

ついて」、本案は、平成２９年度三股町梶山地区農業集落排水事業特別会計の歳入決算額

４,７６２万６,３７０円、歳出決算額４,６３７万４,１５０円、翌年度繰越額１２５万
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２,２２０円とするものであります。 

 慎重に審査いたしました結果、全会一致で認定すべきものと決しました。 

 続きまして、議案第５８号「平成２９年度三股町宮村南部地区農業集落排水事業特別会計歳入

歳出決算の認定について」、本案は、平成２９年度三股町宮村南部地区農業集落排水事業特別会

計歳入決算額３,７８１万７,１１４円、歳出決算額３,７１５万７,１８７円、翌年度繰越額

６５万９,９２７円とするものであります。 

 慎重に審査いたしました結果、全会一致で認定すべきものと決しました。 

 議案第５９号「平成２９年度三股町公共下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定について」、

本案は、平成２９年度三股町公共下水道事業特別会計の歳入決算額５億３,４４８万３,５９５円、

歳出決算額５億２,７３５万６６０円、翌年度繰越額７１３万２,９３５円とするものであります。 

 慎重に審査いたしました結果、全会一致で認定すべきものと決しました。 

 議案第６０号「平成２９年度三股町水道事業会計剰余金の処分及び決算の認定について」、本

案は、地方公営企業法第３２条第２項の規定に基づき、剰余金の処分について議会の議決を求め、

さらに同法第３０条第４項の規定に基づき、決算について議会の認定を求められたものでありま

す。 

 初めに、剰余金の処分につきましては、残余９６万８７２円を翌年度に繰り越そうとするもの

であり、次に、決算の認定につきまして、当年度純利益は６,０６６万３３４円となっておりま

す。 

 慎重に審査いたしました結果、全会一致で可決及び認定すべきものと決しました。 

 議案第６１号「三股町まち・ひと・しごと情報交流センターの設置及び管理に関する条例の一

部を改正する条例」、本案は、情報交流センター「あつまい」の利用、活用の拡大を図るため、

利用時間及び用途の区分、並びに料金等について所要の改正を行うもので、それに伴い、三股町

使用料及び手数料徴収条例についても、所要の改定を行うものであります。 

 審査の結果、「あつまい」の周知を徹底してほしいという意見がありました。慎重に審査いた

しました結果、全会一致で可決すべきものと決しました。 

 議案第６２号「三股町公共下水道条例の一部を改正する条例」、本案は、下水道使用料の算定

方法について、使用者が下水道に排除した汚水の量を認定するために、計測装置をできるものに

改めるとともに、規則により、計測装置の設置届を求め、合わせて、汚水排除料申告書の提出を

免除するものであります。 

 慎重に審査いたしました結果、全会一致で可決すべきものと決しました。 

 議案第６８号「平成３０年度三股町梶山地区農業集落排水事業特別会計補正予算（第２号）」、

本案は、歳入歳出予算の総額４,７８２万４,０００円に、それぞれ１２５万１,０００円を追加
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し、歳入歳出予算の総額を４,９０７万５,０００円とするものであります。 

 歳入につきましては、平成２９年度決算に伴う繰越金を増額補正するもので、歳出の主なもの

は、一般会計への繰出金を増額補正するものです。 

 慎重に審査をいたしました結果、全会一致で可決すべきものと決しました。 

 議案第６９号「平成３０年度三股町宮村南部地区農業集落排水事業特別会計補正予算（第

１号）」、本案は、歳入歳出予算の総額３,７４０万円に、それぞれ６５万８,０００円を追加し、

歳入歳出予算の総額を３,８０５万８,０００円とするものであります。 

 歳入につきましては、平成２９年度決算に伴う繰越金を増額補正するもので、歳出の主なもの

は、一般会計への繰出金を増額補正するものです。 

 慎重に審査いたしました結果、全会一致で可決すべきものと決しました。 

 議案第７０号「平成３０年度三股町公共下水道事業特別会計補正予算（第３号）」。 

 本案は、歳入歳出予算の総額６億２,８５８万７,０００円に、歳入歳出それぞれ７１３万

１,０００円を追加し、歳入歳出予算の総額を６億３,５７１万８,０００円とするものです。 

 歳入につきましては、平成２９年度決算に伴う繰越金を増額補正するもので、歳出の主なもの

は、一般会計への繰出金を増額補正するものです。 

 慎重に審査いたしました結果、全会一致で可決すべきものと決しました。 

 以上報告を終わります。 

○議長（池邉 美紀君）  次に、文教厚生常任委員長よりお願いします。文教厚生常任委員長。 

〔文教厚生常任委員長 福田 新一君 登壇〕 

○文教厚生常任委員長（福田 新一君）  文教厚生常任委員会の審査の結果を、議会会議規則

７６条の規定に基づき、報告いたします。 

 当委員会に付託された案件は、議案第５３号、５４、５５、５６、６４、６５、６６、６７号

の計８件です。以下、案件ごとに説明いたします。 

 議案第５３号「平成２９年度三股町国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定について」、歳

入決算額３５億３,３３０万４,２１７円、歳出決算額３２億７,０６８万４,６６７円、翌年度繰

越額２億６,２６１万９,５５０円となっております。 

 審査の中で、今回提出された資料より生活習慣病が医療費の４分の１を占めている、急速に進

む高齢化を背景として、特定健診、保健指導を受け、生活習慣を改善し、みずからの健康を維持

することが医療費の適正化につながるんだという意見が出ました。 

 慎重に審査した結果、全会一致で認定すべきものと決しました。 

 次に、議案第５４号「平成２９年度三股町後期高齢者医療保険特別会計歳入歳出決算の認定に

ついて」、歳入決算額２億５,４０９万７,０９３円、歳出決算額２億５,３０１万１,５９９円、
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翌年度繰越額１０８万５,４９４円となっております。 

 慎重に審査した結果、全会一致で認定すべきものと決しました。 

 次に、議案第５５号「平成２９年度三股町介護保険特別会計歳入歳出決算の認定について」、

歳入決算額２２億６,５５９万９,３５５円、歳出決算額２２億３,２９０万３６０円、翌年度繰

越額３,２６９万８,９９５円となっております。 

 審査の中で、決算書２１２ページから２１４ページにおける流用の内容について確認しますが、

明確な回答が得られず、後日資料を追加し説明を受け、審査を行いました。 

 慎重に審査した結果、全会一致で認定すべきものと決しました。 

 次に、議案第５６号「平成２９年度三股町介護保険サービス事業特別会計歳入歳出決算の認定

について」、歳入決算額１,９１８万７,３１８円、歳出決算額１,５３４万３,３９４円、翌年度

繰越額３８４万３,９２４円となっております。 

 本審査に伴い、歳入歳出の状況における各項の内訳を要求し、提出してもらいました。結果、

介護サービス事業本来の位置づけを確認でき、慎重に審査した結果、全会一致で認定すべきもの

と決しました。 

 次に、議案第６４号「平成３０年度三股町国民健康保険特別会計補正予算（第３号）」、１億

９,８５６万９,０００円を追加し、歳入歳出予算の総額を３０億６,５３７万２,０００円とする

ものであります。 

 歳入の主なものは、平成２９年度収支決算による繰越金を増額し、歳出の主なものは、平成

２９年度国保事業費等精算による国庫支出金の償還金及び一般会計への繰出金を増額するもので

あります。 

 町民保健課の説明を受け、慎重に審査した結果、全会一致で可決すべきものと決しました。 

 次に、議案第６５号「平成３０年度三股町後期高齢者医療保険特別会計補正予算（第１号）」、

４４４万９,０００円を追加し、歳入歳出予算の総額を２億７,１７３万５,０００円とするもの

であります。 

 歳入の主なものは、後期高齢者医療保険料の現年度分及び平成２９年度収支決算による繰越金

を増額し、歳出の主なものは、後期高齢者医療広域連合納付金の保険料負担金及び一般会計への

繰出金を増額するものであります。 

 町民保健課の説明を受け、慎重に審査した結果、全会一致で可決すべきものと決しました。 

 次に、議案第６６号「平成３０年度三股町介護保険特別会計補正予算（第２号）」、３,３９０万

４,０００円を追加し、歳入歳出予算の総額を２２億９,１５９万７,０００円とするものであり

ます。 

 歳入の主なものは、繰越金を増額し、歳出の主なものは、基金積立金、国、県への過年度分返
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還金及び一般会計への繰出金を増額するものであります。 

 審査の中で、介護保険特別会計から一般会計へ事業費の一部が組みかえられたことにより、高

齢者を介護している家族の経済的負担が懸念されるのではないかという意見が出ました。 

 慎重に審査した結果、全会一致で可決すべきものと決しました。 

 次に、議案第６７号「平成３０年度三股町介護保険サービス事業特別会計補正予算（第

１号）」、３８４万２,０００円を追加し、歳入歳出予算の総額２,１１２万１,０００円とする

ものであります。 

 歳入の主なものは、繰越金を増額し、歳出の主なものは、一般会計への繰出金を増額するもの

であります。 

 福祉課の説明を受け、慎重に審査した結果、全会一致で可決すべきものと決しました。 

 今回、付託議案に対し福祉課が説明する中、審査するために確認すると、幾つか回答が当日得

られず、後日新たな資料追加にての説明となりました。審査が滞ってしまいました。さきの３月

定例会においても、介護保険条例の改正を巡って付帯意見を付して経過報告しております。内容

は、保険料アップに対し、町民へ町の健全な財政含め周知理解を図る上で、審査に必要な資料の

不足、また、対応姿勢に議会軽視の念も感じた。今後適切な対処に努められたいという内容です。

再度、猛省の上、次回より適切な対処に努めていただきたいという意見が出ました。 

 以上で文教厚生常任委員会の審査報告を終わります。 

○議長（池邉 美紀君）  次に、一般会計予算・決算常任委員長よりお願いします。一般会計予

算・決算常任委員長。 

〔一般会計予算・決算常任委員長 堀内 義郎君 登壇〕 

○一般会計予算・決算常任委員長（堀内 義郎君）  一般会計予算・決算常任委員会の審査結果に

ついて、会議規則第７６条の規定に基づき報告いたします。 

 当委員会に付託された案件は、議案第５２号「平成２９年度三股町一般会計歳入歳出決算の認

定について」と議案第６３号「平成３０年度三股町一般会計補正予算（第３号）」についての

２件でございます。以下、ご説明いたします。 

 最初に、議案第５２号「平成２９年度三股町一般会計歳入歳出決算の認定について」、歳入決

算額１０５億６,１４３万４,１４７円、歳出決算額１０２億７,８３６万３,９８９円、翌年度繰

越額２億６,０７５万１５８円となり、剰余金をもっての決算となっております。 

 各課より、これらの議案について説明を受け、質問に対し、適切な回答や資料提供を受けまし

た。審議の過程で、教育課のふるさと振興人材育成派遣事業、海外派遣、国内派遣について、今

後定期的に研修後の調査と結果を報告してほしいとの意見が出ました。 

 慎重に審査した結果、全会一致で認定すべきものと決しました。 
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 続きまして、議案第６３号「平成３０年度三股町一般会計補正予算（第３号）」についてです

けども、本案は、国、県の補助金内示・決定及び事業の追加によるもののほか、当初予算以後に

生じた事由に基づく経費等についての所要の補正措置を行うもので、歳入歳出予算の総額

１０４億８,７５９万４,０００円に、歳入歳出それぞれ４億２,１６４万６,０００円を追加し、

歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ１０９億９２４万円とするものです。 

 歳入についての主なものは、地方特例交付金及び地方交付税は、交付決定により増額補正する

もので、国庫支出金及び県支出金等を増額補正するものです。 

 繰入金は、国民健康保険特別会計のほか特別会計の前年度決算に伴う精算返還金を増額補正す

るものです。 

 歳出について主なものは、民生費の児童福祉費において、子供のための教育・保育給付費負担

金返還金などを増額補正し、衛生費は、衛生センター負担金、前年度精算金などを増額補正する

もので、商工費は、中小企業育成貸付金特別利子補給補助金を全額補正するものです。 

 教育費は、小学校費において三股小北校舎屋根防水工事や、社会教育費において公民館の修繕

料などを増額補正するもので、諸支出金については、前年度繰越金の２分の１を財政調整積立金

に積み立てるなど、予備費は収支の調整額を補正するものです。 

 継続費補正については、会計年度任用職員制度導入支援事業業務委託事業、小型ポンプ更新事

業を継続として追加するもので、債務負担行為補正については、スクールバス整備事業を平成

３６年度までの６カ年事業として債務負担を追加するものです。 

 地方債補正については、高才餅原市場線整備事業を追加し、交付税の決定などに伴い、臨時財

政対策債などを限度額を減額補正するものです。 

 各課より、これらの議案についての説明を受け、質問に対して適切な回答や資料提供を受けま

した。慎重に審査した結果、全会一致で可決するものと決しました。 

 以上で報告を終わります。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

日程第２．質疑（議案第５２号から第７０号の１９議案） 

○議長（池邉 美紀君）  日程第２、質疑を行います。 

 質疑につきましては、ただいまの常任委員長報告に対する委員長への質疑であります。質疑の

際は、議案番号を明示の上、質疑をお願いします。 

 なお、質疑は１議題につき、１人３回以内となっております。 

 常任委員長報告に対する委員長への質疑はありませんか。森君。 

○議員（２番 森 正太郎君）  議案第６１号に関する質疑を行います。 

 まち・ひと・しごと情報交流センター「あつまい」の周知を徹底してほしいという意見を付す
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るに至った資料があれば教えてください。 

○議長（池邉 美紀君）  総務産業常任委員長。 

○総務産業常任委員長（内村 立澹君）  資料はありませんけど、委員会の中でそういう（「マイ

ク」と呼ぶ者あり）意見が出たということであります。 

○議長（池邉 美紀君）  森君。 

○議員（２番 森 正太郎君）  そういう意見が出た理由についてお尋ねいたします。 

○議長（池邉 美紀君）  総務産業常任委員長。 

○総務産業常任委員長（内村 立澹君）  まだまだいろんな方が今の「あつまい」そういうところ

を知っていらっしゃらない方がいらっしゃるじゃないかということで、まだまだＰＲということ

をしてほしいということで、そういう周知をしてほしいということで、意見が出た次第でありま

す。 

○議長（池邉 美紀君）  ほかにありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（池邉 美紀君）  ないようですので、常任委員長報告に対する委員長への質疑を終結しま

す。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

日程第３．討論・採決（議案第５２号から第７０号の１９議案） 

○議長（池邉 美紀君）  続きまして、日程第３、討論・採決を行います。 

 議案第５２号「平成２９年度三股町一般会計歳入歳出決算の認定について」を議題として、討

論・採決を行います。 

 これより討論を行います。 

 まず、本案に対する反対討論の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（池邉 美紀君）  次に、賛成討論の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（池邉 美紀君）  討論もないので、これにて討論を終結します。 

 これより採決を行います。 

 議案第５２号は、一般会計、予算、決算常任委員長の報告のように、原案のとおり認定するこ

とにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（池邉 美紀君）  異議なしと認めます。よって、議案第５２号は原案のとおり認定されま

した。 
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 続きまして、議案第５３号「平成２９年度三股町国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定に

ついて」を議題として、討論・採決を行います。 

 これより討論を行います。 

 まず、本案に対する反対討論の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（池邉 美紀君）  次に、賛成討論の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（池邉 美紀君）  討論もないので、これにて討論を終結します。 

 これより採決を行います。 

 議案第５３号は、文教厚生常任委員長の報告のように、原案のとおり認定することにご異議あ

りませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（池邉 美紀君）  異議なしと認めます。したがって、議案第５３号は原案のとおり認定さ

れました。 

 議案第５４号「平成２９年度三股町後期高齢者医療保険特別会計歳入歳出決算の認定につい

て」を議題として、討論・採決を行います。 

 これより討論を行います。 

 まず、本案に対する反対討論の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（池邉 美紀君）  次に、賛成討論の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（池邉 美紀君）  討論もないので、これにて討論を終結します。 

 これより採決を行います。 

 議案第５４号は、文教厚生常任委員長の報告のように、原案のとおり認定することにご異議あ

りませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（池邉 美紀君）  異議なしと認めます。したがって、議案第５４号は原案のとおり認定さ

れました。 

 続きまして、議案第５５号「平成２９年度三股町介護保険特別会計歳入歳出決算の認定につい

て」を議題として、討論・採決を行います。 

 これより討論を行います。 

 まず、本案に対する反対討論の発言を許します。 
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〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（池邉 美紀君）  次に、賛成討論の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（池邉 美紀君）  討論もないので、これにて討論を終結します。 

 これより採決を行います。 

 議案第５５号は、文教厚生常任委員長の報告のように、原案のとおり認定することにご異議あ

りませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（池邉 美紀君）  異議なしと認めます。したがって、議案第５５号は原案のとおり認定さ

れました。 

 続きまして、議案第５６号「平成２９年度三股町介護保険サービス事業特別会計歳入歳出決算

の認定について」を議題として、討論・採決を行います。 

 これより討論を行います。 

 まず、本案に対する反対討論の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（池邉 美紀君）  次に、賛成討論の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（池邉 美紀君）  討論もないので、これにて討論を終結します。 

 これより採決を行います。 

 議案第５６号は、文教厚生常任委員長の報告のように、原案のとおり認定することにご異議あ

りませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（池邉 美紀君）  異議なしと認めます。したがって、議案第５６号は原案のとおり認定さ

れました。 

 続きまして、議案第５７号「平成２９年度三股町梶山地区農業集落排水事業特別会計歳入歳出

決算の認定について」を議題として、討論・採決を行います。 

 これより討論を行います。 

 まず、本案に対する反対討論の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（池邉 美紀君）  次に、賛成討論の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（池邉 美紀君）  討論もないので、これにて討論を終結します。 
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 これより採決を行います。 

 議案第５７号は、総務産業常任委員長の報告のように、原案のとおり認定することにご異議あ

りませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（池邉 美紀君）  異議なしと認めます。したがって、議案第５７号は原案のとおり認定さ

れました。 

 続きまして、議案第５８号「平成２９年度三股町宮村南部地区農業集落排水事業特別会計歳入

歳出決算の認定について」を議題として、討論・採決を行います。 

 これより討論を行います。 

 まず、本案に対する反対討論の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（池邉 美紀君）  次に、賛成討論の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（池邉 美紀君）  討論もないので、これにて討論を終結します。 

 これより採決を行います。 

 議案第５８号は、総務産業常任委員長の報告のように、原案のとおり認定することにご異議あ

りませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（池邉 美紀君）  異議なしと認めます。したがって、議案第５８号は原案のとおり認定さ

れました。 

 続きまして、議案第５９号「平成２９年度三股町公共下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定

について」を議題として、討論・採決を行います。 

 これより討論を行います。 

 まず、本案に対する反対討論の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（池邉 美紀君）  次に、賛成討論の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（池邉 美紀君）  討論もないので、これにて討論を終結します。 

 これより採決を行います。 

 議案第５９号は、総務産業常任委員長の報告のように、原案のとおり認定することにご異議あ

りませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 
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○議長（池邉 美紀君）  異議なしと認めます。したがって、議案第５９号は原案のとおり認定さ

れました。 

 続きまして、議案第６０号「平成２９年度三股町水道事業会計剰余金の処分及び決算の認定に

ついて」を議題として、討論・採決を行います。 

 これより討論を行います。 

 まず、本案に対する反対討論の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（池邉 美紀君）  次に、賛成討論の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（池邉 美紀君）  討論もないので、これにて討論を終結します。 

 これより採決を行います。 

 議案第６０号は、総務産業常任委員長の報告のように、原案のとおり可決及び認定することに

ご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（池邉 美紀君）  異議なしと認めます。したがって、議案第６０号は原案のとおり可決及

び認定されました。 

 続きまして、議案第６１号「三股町まち・ひと・しごと情報交流センターの設置及び管理に関

する条例の一部を改正する条例」を議題として、討論・採決を行います。 

 これより討論を行います。 

 まず、本案に対する反対討論の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（池邉 美紀君）  次に、賛成討論の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（池邉 美紀君）  討論もないので、これにて討論を終結します。 

 これより採決を行います。 

 議案第６１号は、総務産業常任委員長の報告のように、原案のとおり決することにご異議あり

ませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（池邉 美紀君）  異議なしと認めます。よって、議案第６１号は原案のとおり可決されま

した。 

 続きまして、議案第６２号「三股町公共下水道条例の一部を改正する条例」を議題として、討

論・採決を行います。 
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 これより討論を行います。 

 まず、本案に対する反対討論の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（池邉 美紀君）  次に、賛成討論の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（池邉 美紀君）  討論もないので、これにて討論を終結します。 

 これより採決を行います。 

 議案第６２号は、総務産業常任委員長の報告のように、原案のとおり決することにご異議あり

ませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（池邉 美紀君）  ご異議なしと認めます。したがって、議案第６２号は原案のとおり可決

されました。 

 続きまして、議案第６３号「平成３０年度三股町一般会計補正予算（第３号）」を議題として、

討論・採決を行います。 

 これより討論を行います。 

 まず、本案に対する反対討論の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（池邉 美紀君）  次に、賛成討論の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（池邉 美紀君）  討論もないので、これにて討論を終結します。 

 これより採決を行います。 

 議案第６３号は、一般会計予算・決算常任委員長の報告のように、原案のとおり決することに

ご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（池邉 美紀君）  ご異議なしと認めます。したがって、議案第６３号は原案のとおり可決

されました。 

 続きまして、議案第６４号「平成３０年度三股町国民健康保険特別会計補正予算（第３号）」

を議題として、討論・採決を行います。 

 これより討論を行います。 

 まず、本案に対する反対討論の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（池邉 美紀君）  次に、賛成討論の発言を許します。 
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〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（池邉 美紀君）  討論もないので、これにて討論を終結します。 

 これより採決を行います。 

 議案第６４号は、文教厚生常任委員長の報告のように、原案のとおり決することにご異議あり

ませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（池邉 美紀君）  ご異議なしと認めます。したがって、議案第６４号は原案のとおり可決

されました。 

 続きまして、議案第６５号「平成３０年度三股町後期高齢者医療保険特別会計補正予算（第

１号）」を議題として、討論・採決を行います。 

 これより討論を行います。 

 まず、本案に対する反対討論の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（池邉 美紀君）  次に、賛成討論の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（池邉 美紀君）  討論もないので、これにて討論を終結します。 

 これより採決を行います。 

 議案第６５号は、文教厚生常任委員長の報告のように、原案のとおり決することにご異議あり

ませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（池邉 美紀君）  ご異議なしと認めます。したがって、議案第６５号は原案のとおり可決

されました。 

 続きまして、議案第６６号「平成３０年度三股町介護保険特別会計補正予算（第２号）」を議

題として、討論・採決を行います。 

 これより討論を行います。 

 まず、本案に対する反対討論の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（池邉 美紀君）  次に、賛成討論の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（池邉 美紀君）  討論もないので、これにて討論を終結します。 

 これより採決を行います。 

 議案第６６号は、文教厚生常任委員長の報告のように、原案のとおり決することにご異議あり
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ませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（池邉 美紀君）  異議なしと認めます。したがって、議案第６６号は原案のとおり可決さ

れました。 

 続きまして、議案第６７号「平成３０年度三股町介護保険サービス事業特別会計補正予算（第

１号）」を議題として、討論・採決を行います。 

 これより討論を行います。 

 まず、本案に対する反対討論の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（池邉 美紀君）  次に、賛成討論の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（池邉 美紀君）  討論もないので、これにて討論を終結します。 

 これより採決を行います。 

 議案第６７号は、文教厚生常任委員長の報告のように、原案のとおり決することにご異議あり

ませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（池邉 美紀君）  異議なしと認めます。したがって、議案第６７号は原案のとおり可決さ

れました。 

 続きまして、議案第６８号「平成３０年度三股町梶山地区農業集落排水事業特別会計補正予算

（第２号）」を議題として、討論・採決を行います。 

 これより討論を行います。 

 まず、本案に対する反対討論の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（池邉 美紀君）  次に、賛成討論の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（池邉 美紀君）  討論もないので、これにて討論を終結します。 

 これより採決を行います。 

 議案第６８号は、総務産業常任委員長の報告のように、原案のとおり決することにご異議あり

ませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（池邉 美紀君）  異議なしと認めます。したがって、議案第６８号は原案のとおり可決さ

れました。 
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 続きまして、議案第６９号「平成３０年度三股町宮村南部地区農業集落排水事業特別会計補正

予算（第１号）」を議題として、討論・採決を行います。 

 これより討論を行います。 

 まず、本案に対する反対討論の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（池邉 美紀君）  次に、賛成討論の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（池邉 美紀君）  討論もないので、これにて討論を終結します。 

 これより採決を行います。 

 議案第６９号は、総務産業常任委員長の報告のように、原案のとおり決することにご異議あり

ませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（池邉 美紀君）  異議なしと認めます。したがって、議案第６９号は原案のとおり可決さ

れました。 

 続きまして、議案第７０号「平成３０年度三股町公共下水道事業特別会計補正予算（第

３号）」を議題として、討論・採決を行います。 

 これより討論を行います。 

 まず、本案に対する反対討論の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（池邉 美紀君）  次に、賛成討論の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（池邉 美紀君）  討論もないので、これにて討論を終結します。 

 これより採決を行います。 

 議案第７０号は、総務産業常任委員長の報告のように、原案のとおり決することにご異議あり

ませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（池邉 美紀君）  異議なしと認めます。したがって、議案第７０号は原案のとおり可決さ

れました。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

日程第４．意見書案第３号及び発議第１号一括上程 

○議長（池邉 美紀君）  日程第４、意見書案第３号及び発議第１号を一括上程いたします。 

 まず、意見書案第３号児童虐待防止対策のさらなる強化を求める意見書（案）について、提出
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者の説明を求めます。池田さん。 

〔１１番 池田 克子君 登壇〕 

○議員（１１番 池田 克子君）  おはようございます。それでは、提案いたしております児童虐

待防止対策のさらなる強化を求める意見書（案）についてご説明いたします。 

 今般、東京都目黒区で両親から虐待を受け女児が死亡するという痛ましい事件が発生しました。

このような虐待事案は、近年、急増しており、平成２８年度全国の児童相談所に寄せられた児童

虐待相談件数は１２万件を超え、５年前と比べると倍増しております。 

 こうした事態を重く受けとめ、政府は平成２８、２９年と連続して児童福祉法等を改正し、児

童虐待防止対策を強化してきました。しかし、今回の事案は、児童相談所が関与していたにもか

かわらず、虐待から救うことができませんでした。 

 虐待から子供の命を守るためには、子供の異変に早期に気づき、虐待の芽を摘むことが何より

も重要であり、そのためには児童相談所のみならず関係機関や民間団体等が協働し、虐待の防止

に取り組むことが必要であります。 

 よって、政府においては、こうした痛ましい事件が二度と繰り返されないためにも、児童虐待

防止対策のさらなる強化に向け、下記の事項に取り組むことを強く求めるものであります。 

 １、平成２８年度に政府が策定した児童相談所強化プランを拡充し、市町村における児童虐待

防止体制の強化や中核市・特別区への児童相談所の設置も加えた児童虐待防止体制を強化するプ

ランを新たに策定するとともに、地方交付税措置を含めた必要な財源を速やかに講ずること。 

 ２、子供の問題を児童相談所に一極集中させている現状を改めること。具体的には、児童相談

所と市町村の役割分担をさらに明確にするとともに、施設やＮＰＯ等民間機関・団体や他の行政

機関等との連携を強化して役割分担・協働を加速する児童相談体制改革を行うこと。 

 ３、児童相談所間及び児童相談所と市町村の情報共有については、仮に転居があったとしても、

危機感や支援状況が確実かつ迅速に引き継げるよう、引き継ぎの全国共通ルールを定めるととも

に、全国からアクセスできるシステムを整備すること。また、児童相談所と警察との情報共有に

ついては、必要な情報がタイムリーかつ確実に共有できるようにするとともに、適切かつ効果的

に情報共有できるシステムを新たに構築すること。 

 ４、全国共通ダイヤル１８９を児童虐待通告に限定し、児童相談所の相談できる窓口につなが

るまでの間にいまだ半数以上の電話が切れている実態を速やかに検証、分析し、その結果を踏ま

え、児童相談所への通告の無料化の検討を含め、運用の改善に努めること。 

 ５、保育所や幼稚園、学校と情報共有を図ること。いじめ防止対策と同様、小中学校の校務分

掌に虐待対応を位置づけ、対応する組織を明確化するとともに、ＳＳＷ、スクールソーシャル

ワーカーを中心とした学校における虐待対応体制を整備すること。 
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 以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出するものであります。 

 慎重にご審議の上、ご採択いただきますよう、よろしくお願いいたします。 

○議長（池邉 美紀君）  次に、発議第１号三股町議会基本条例の一部を改正する条例について、

提出者の説明を求めます。楠原君。 

〔３番 楠原 更三君 登壇〕 

○議員（３番 楠原 更三君）  それでは、発議第１号三股町議会基本条例の一部を改正する条例

について、提案理由の説明を申し上げます。 

 今回の議会基本条例の見直しは、今までの議会報告会のあり方を見直し、議会が町内で活動し

ている多くの団体と積極的に意見交換ができるよう、所要の改正をするものです。 

 なお、施行期日は公布の日からとしております。 

 よろしくご審議の上、ご承認くださいますようお願いいたします。 

 以上で、提案理由の説明を終わります。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

日程第５．意見書案第３号及び発議第１号の質疑・討論・採決 

○議長（池邉 美紀君）  日程第５、それでは、これより質疑、討論、採決を行います。 

 意見書案第３号を議題として、質疑を行います。質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（池邉 美紀君）  質疑もないので、これにて質疑を終結します。 

 これより討論に入ります。討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（池邉 美紀君）  討論もないので、これにて討論を終結します。 

 これより採決を行います。 

 意見書案第３号は、原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（池邉 美紀君）  異議なしと認めます。よって、意見書案第３号は原案のとおり可決され

ました。 

 ただいま可決されました意見書は速やかに関係機関に送付し、その善処方よろしく求めること

といたします。 

 次に、発議第１号を議題として、質疑を行います。質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（池邉 美紀君）  質疑もないので、これにて質疑を終結します。 

 これより討論に入ります。討論はありませんか。 
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〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（池邉 美紀君）  討論もないので、これにて討論を終結します。 

 これより採決を行います。 

 発議第１号は、原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（池邉 美紀君）  異議なしと認めます。よって、発議第１号は原案のとおり可決されまし

た。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

日程第６．常任委員会の視察研修報告 

○議長（池邉 美紀君）  日程第６、常任委員会の視察研修報告を議題とします。 

 総務産業常任委員長よりお願いします。総務産業常任委員長。 

〔総務産業常任委員長 内村 立澤君 登壇〕 

○総務産業常任委員長（内村 立澹君）  総務産業委員会視察研修報告をいたします。 

 去る６月２８日、２９日、総務産業常任委員会４名、議長、事務局１名で、地域雇用創造事業

について視察研修を行いました。 

 まず、熊本県玉名郡和水町、和水町というのは平和の和に水と書いて和水町と読みます。和水

町は、平成１８年３月１日に菊水町、三加和町が合併して誕生したということでありました。場

を尊び、清らかな水がいつまでも流れるようにということで、命名されたということであります。 

 まず、和水の町事業推進リーダー太田さんから、和水町地域雇用創造協議会について、事業立

地までの過程、事業立地に至る背景、雇用創造協議会の設立、実践型地域雇用創造事業への応募

を図ったことについて説明を受けました。方向性として、和水町は人口及び労働人口が減少し、

高齢化が進んでいる。このような状況の中で、雇用をしっかりと獲得していくためには、新規農

産物の農業生産量の増加、農業の企業参入の推進、農商工連携による農産物の活用した特産品開

発、地域支援を核とした観光推進など、地場産業の振興と雇用の拡大による地域経済の活性化が

求められるということでした。よって、和水町は食と農について重点的な取り組みを行うという

ことでした。 

 次に、郷土の料理「ひまわり亭」を研修いたしました。ひまわりといえば、熊本県人吉市矢黒

町に位置し、真心を込めたお母さんの手料理をどうぞということで、地元の旬の食材を吟味し、

丁寧につくっているということでした。オーナーの本田節さんは、女性の方であり、３７歳のと

き、がんと１年間の闘病生活を経験、全ての源は食事にあることに気づき、それから深く食と農

について考えるようになり、ボランティアまちづくり活動を始め、出会った仲間たちと地産地消

発展を地域資源とした郷土料理ひまわり亭を立ち上げ、現在に至っているということでありまし
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た。本田さんの話の内容といたしまして、熊本地震支援復興として、現在まで４０回キッチン

カーで被害地に出向き、仮設住宅等の人とともに料理をつくり、心のケアを図り、一緒に食べて

いるということでありました。 

 その中で、災害をテーマにコミュニティーができているところ、できていないところでの復興

の違いが生じていた。また合併していなかったところほど行政力、議会力、住民力が大切である。

自助努力、共助努力、行政の連携ということでありました。先人の民の知恵を学び直すことが大

切である。地域がつながっていくため、助け合っていく形をつくるべきである。 

 視察研修を終えて、どこの地に行っても、人口減少、過疎地、地域づくりということが言われ

ております。改めて、地域のことは地域で考えていかなければならないと思った次第であります。 

 以上、総産業常任委員会研修報告といたします。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

日程第７．議員派遣の件について 

○議長（池邉 美紀君）  議員派遣についてを議題とします。 

 今後の議員派遣についてお諮りします。 

 お配りしております議員派遣資料のとおり、大会や研修にそれぞれ議員を派遣することにご異

議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（池邉 美紀君）  異議なしと認めます。よって、議員派遣については資料配付のとおり、

それぞれ議員を派遣することに決しました。 

 お諮りします。今期定例会において、議決案件等の条項、字句、数字、その他の整理を要する

ものについては、会議規則第４４条の規定により、その整理を議長に委任されたいと思いますが、

これにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（池邉 美紀君）  異議なしと認めます。よって、議決案件等の条項、字句、数字、その他

の整理は議長に委任することに決定いたしました。 

 以上で、全ての案件を議了しましたが、９月定例会以降の議長の公務報告はお手元に配付して

あるとおりであります。 

 しばらく本会議を休憩し、全員協議会といたします。 

午前10時54分休憩 

癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡 

〔全員協議会〕 

癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡 



- 161 - 

午前10時56分再開 

○議長（池邉 美紀君）  休憩前に引き続き本会議を再開いたします。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

○議長（池邉 美紀君）  以上で、今会期の全日程を終了しましたので、これをもって平成３０年

第６回三股町議会定例会を閉会いたします。 

午前10時56分閉会 

癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘 
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    会議の経過を記載して、その相違ないことを証するため、ここに署名する。 

                                   議  長  池邉 美紀 

                                   署名議員  福田 新一 

                                   署名議員  指宿 秋廣 
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